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日

本

政

府

観

光

局
︵

Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
︶
が
２
月

15
日
に

発

表

し

た

訪

日

外

客

数

︵
２
０
２
３
年
１
月
推
計
値
︶

は
、
１
４
９
万
７
３
０
０
人

と
、
１
５
０
万
人
に
迫
り
、

２
０
１
９
年
同
月
比
55
・
７
％

と
な
っ
た
。
航
空
便
に
お
い
て

は
、
増
便
・
復
便
の
傾
向
が
見

ら
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
以
前
の
水
準
に
近

づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
多
く
の
市
場
で
は
回
復
途

上
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
日
本

は
、
観
光
立
国
の
復
活
に
向
け

て
、
観
光
地
、
観
光
産
業
に
つ

い
て
持
続
可
能
な
形
で
﹁
稼
ぐ

力
﹂
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地

方
誘
客
や
消
費
拡
大
を
促
進
し

な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
V

字
回
復
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
今
後
、
入
国
手
続

き
な
ど
の
実
用
情
報
の
的
確
な

発
信
と
併
せ
、
持
続
可
能
な
旅

行
に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど
の

誘
致
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い

る
。

　
米
国
か
ら
は
、
帰
国
時
の
行

動
制
限
の
継
続
性
が
あ
る
も
の

の
、
日
本
の
水
際
対
策
の
軽
減

の
影
響
も
あ
り
、
訪
日
外
客

数
は
８
万
８
１
０
０
人
と
対

２
０
１
９
年
同
月
比
で
85
・
４

％
ま
で
に
回
復
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事

務
所
の
山
田
道
昭
所
長
は
﹁
海

外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
は
日
本

の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
た
な
い
外

国
人
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
ま
す
が
、
在
留
邦
人
の

方
が
一
時
帰
国
し
た
際
に
、
家

族
旅
行
な
ど
で
地
方
の
温
泉
な

ど
海
外
に
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
に
出
か
け
、

そ
こ
の
魅
力
を
米
国
に
戻
っ
て

か
ら
ア
メ
リ
カ
人
の
知
り
合
い

な
ど
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
と
い

う
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
し
、

日
本
国
内
を
観
光
を
す
る
こ
と

は
日
本
の
観
光
産
業
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
の
で
、
大
い
に

在
米
邦
人
の
皆
さ
ん
に
も
日
本

観
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
﹂
と
話
す
。

　
国
土
交
通
省
の
観
光
庁
が

﹁
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
﹂

の
改
定
で
、
２
月
９
日
に
交
通

政
策
審
議
会
で
、
今
後
の
観
光

立
国
推
進
計
画
の
素
案
を
発

表
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
戦
略

で
は
、︵
１
︶
観
光
再
始
動
事

業
︵
２
︶
消
費
拡
大
と
地
方
誘

客
促
進
︵
３
︶
高
付
加
価
値
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
中
で
訪
日
外
国

人
旅
行
消
費
額
単
価
と
宿
泊

数
、
１
泊
当
た
り
の
消
費
額
単

価
共
に
向
上
さ
せ
た
。
具
体
的

に
は
消
費
額
は
２
０
１
９
年
の

15
万
９
０
０
０
円
か
ら
20
万
円

に
25
％
増
。
宿
泊
数
は
、
同
　

１
・
35
泊
か
ら
１
・
５
泊
に
10

％
増
と
し
て
い
る
。

　
同
庁
が
提
案
す
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
回
復
戦
略
︵
１
︶
と
し
て

﹁
文
化
・
自
然
・
食
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
分
野
で
﹃
特
別
な
体

験
、
期
間
限
定
の
取
り
組
み
﹄

の
創
出
。
海
外
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
も
活
用
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
﹂。
ア
ー
ト
の
国
際
的
な
拠

点
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す

る
。
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

す
る
、
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
８
つ
の
国
立

公
園
を
中
心
に
進
め
て
き
た
取

り
組
み
を
、
全
34
国
立
公
園
に

も
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
前
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
の
復
活
と
滞
在
時
間
の
延
長

を
目
指
す
、
な
ど
が
骨
子
と
な

っ
て
い
る
。

　
日
本
の
観
光
地
の
ホ
テ
ル
の

中
に
は
、
部
屋
を
２
つ
繋
げ
て

ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
に
改
造
、
値

段
も
一
泊
８
万
円
近
い
部
屋
で

販
売
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
同
じ
広
さ
の
部
屋
な
ら
妥

当
な
値
段
と
も
言
え
、
要
は
価

値
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
は

海
外
の
旅
行
者
は
納
得
し
て
お

金
を
払
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
日
本
で
物
価
高
が
連
日

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、

Ｎ
Ｙ
の
物
価
高
か
ら
見
れ
ば
ま

だ
ま
だ
安
く
、
米
国
か
ら
訪
日

す
る
人
に
と
っ
て
は
円
安
の
影

響
も
あ
っ
て
割
安
感
が
得
ら
れ

る
状
況
だ
。
円
安
と
観
光
地
の

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
、
在
留
邦

人
に
と
っ
て
も
帰
国
観
光
の
メ

リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
そ
う
だ
。

　
　
　
　︵
関
連
記
事
２
面
に
︶

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
２
月
23
日
か
ら

25
日
ま
で
の
３
日
間
、
芥
川

龍
之
介
の
５
つ
の
代
表
作
を

ベ
ー
ス
に
創
ら
れ
た
人
形
劇

﹁A
K

U
T

A
G

A
W

A

﹂
を
上
演

し
た
。
同
作
品
は
、
日
本
の
短

編
小
説
の
父
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

傑
出
し
た
短
編
を
多
く
残
し
た

文
豪
・
芥
川
に
よ
る
５
つ
の
短

編
﹃
羅
生
門
﹄﹃
地
獄
変
﹄﹃
竜
﹄

﹃
杜
子
春
﹄﹃
河
童
﹄
を
紡
い
だ

も
の
。
各
ス
ト
ー
リ
ー
を
通
し

て
、
芥
川
の
作
家
と
し
て
の
洞

察
力
や
不
安
定
な
精
神
世
界
を

描
き
出
す
。
出
演
は
、
八
王
子

車
人
形
・
五
代
目
家
元
西
川
古

柳
と
ア
メ
リ
カ
人
パ
ペ
ッ
ト
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ト
ム
・
リ
ー
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
長
年

活
躍
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
辻

幸
生
の
ラ
イ
ブ
サ
ウ
ン
ド
が
加

わ
り
、
躍
動
感
に
溢
れ
た
ス
テ

ー
ジ
を
披
露
し
た
。︵
関
連
記

事
３
面
に
︶Photo R

ichard 
T

erm
ine

観
光
立
国
日
本
再
び

　

在
米
邦
人
も
一
時
帰
国
で
楽
し
ん
で

地
方
観
光
都
市
が
海
外
客
誘
致
に
本
腰

芥
川
の
世
界
観

八
王
子
車
人
形
Ｎ
Ｙ
公
演

ジャパン・ソサエティー

S
C

H
O

O
L
 L

IF
E
 2

0
2
3

Ｎ
Ｙ
近
郊
日
本
人
教
育
機
関
新
学
期
特
集
11
面
〜
15
面
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一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際

化
協
会
︵
ク
レ
ア
︶
が
主
催
す

る
﹁
２
０
２
３
日
本
ふ
る
さ
と

名
産
食
品
展
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
﹂
が
２
月
23
日
か
ら
26

日
ま
で
の
４
日
間
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
に
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
の
ザ
・
ロ
フ
ト
で
開
催
さ
れ

た
。
11
自
治
体
20
事
業
者
に
よ

る
日
本
各
地
の
名
産
品
を
集
め

た
物
産
展
で
、
地
域
特
産
品
の

実
食
・
販
売
が
行
わ
れ
た
。

　
出
展
商
品
は
、
岩
手
県
か
ら

︵
株
︶
ミ
ナ
ミ
食
品
の
南
部
ゆ

ば
、
神
奈
川
県
か
ら
︵
株
︶
ナ

チ
ュ
レ
の
桜
ゼ
リ
ー
や
湘
南
ゴ

ー
ル
ド
ゼ
リ
ー
、
福
井
県
か
ら

︵
株
︶
ベ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
の
お

米
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
和
歌

山
県
か
ら
マ
ル
ヤ
マ
食
品
株
式

会
社
の
紀
州
梅
、
福
岡
市
か
ら

西
福
製
菓
株
式
会
社
の
八
女
抹

茶
、
１
９
２
４
年
創
業
の
浜
松

の
ト
リ
イ
ソ
ー
ス
、
神
奈
川
県

バ
イ
オ
コ
ス
モ
社
の
﹁
き
の
バ

ー
グ
﹂、
宮
崎
県
イ
ー
ト
の
キ

ャ
ラ
い
も
キ
ュ
ー
ブ
、
鹿
児
島

県
海
連
の
焼
き
芋
、
愛
知
県
カ

ク
キ
ュ
ー
の
八
丁
味
噌
な
ど
66

品
が
販
売
さ
れ
た
。
　

　
ま
た
食
産
品
だ
け
で
は
な

く
、
ク
レ
ア
と
日
本
政
府
観
光

局
︵
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
︶
の
ブ
ー
ス
で

は
、
地
方
都
市
の
魅
力
を
宣
伝

す
る
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

が
並
べ
ら
れ
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
置
い
た
自
治
体
は
岩
手

県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
福

井
県
、
愛
知
県
、
和
歌
山
県
、

愛
媛
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
、

浜
松
市
、
福
岡
市
。

　
日
本
の
地
方
都
市
の
海
外
進

出
や
出
展
紹
介
機
運
の
高
ま
り

に
つ
い
て
、
ク
レ
ア
の
交
流
支

援
部
経
済
交
流
課
の
黒
澤
孝
幸

課
長
は
﹁
こ
れ
ま
で
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
時
は
動
け
な
か
っ
た
の

で
、
モ
ノ
だ
け
送
っ
て
と
い
う

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
対
面
で
ど
ん
ど
ん
海
外

に
出
す
食
品
展
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
業
者
、
自
治
体
が

が
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
日
本

は
少
子
高
齢
化
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
ど
ん
ど
ん
縮
ん
で
い
く
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
必
然
的
に
海

外
に
目
を
向
け
て
行
か
ざ
る
を

え
な
い
。
ま
た
、
地
方
に
そ
う

い
う
商
品
が
あ
る
と
認
知
さ
れ

れ
ば
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
も
つ
な
が
る
。
日
本
ブ

ラ
ン
ド
は
そ
れ
な
り
に
確
立
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
悪
い

イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
は
ま
ず
な

い
の
で
、
あ
と
は
ど
う
や
っ
て

現
地
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
う
形

で
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

提
供
で
き
る
か
が
鍵
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
佃
煮
を
崩
し
て
売
る

と
い
う
発
想
は
日
本
で
は
な
い

が
、
こ
ち
ら
で
は
少
量
を
求
め

る
ス
タ
イ
ル
も
あ
る
。
必
ず
し

も
日
本
そ
の
ま
ま
が
売
れ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ハ

ー
ド
ル
の
バ
ー
を
少
し
下
げ
て

親
し
み
易
く
し
て
そ
こ
か
ら
バ

ー
を
ど
ん
ど
ん
あ
げ
て
い
く
こ

と
も
大
切
だ
﹂
と
話
す
。

　
同
食
品
展
は
来
年
度
も
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
開
催
す
る
方

向
で
調
整
中
だ
と
い
う
。﹁
我
々

は
自
治
体
を
支
援
す
る
た
め
の

組
織
な
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
支
援
し
て
ほ
し
い
、
ま
た
は

他
の
土
地
で
支
援
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
れ
ば
支
援
し

ま
す
。
自
治
体
が
ま
ず
何
を
し

た
い
の
か
と
い
う
希
望
を
組
ん

で
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
﹂
と
話
し
て
い
る
。

日本ふるさと
名産食品展

ジャパンビレッジで

自
治
体
国
際
化
協
会
主
催

食
品
展
の
紹
介
と
案
内
を
し
て
く
れ
た
自
治
体
国
際
化
協
会
交
流
支
援
部
経
済
交
流
課
の
黒
澤
課
長

浜
松
の
老
舗
ソ
ー
ス
会
社
、
ト
リ
イ
ソ
ー
ス
を
宣
伝
す
る
鳥
居
大
資
社
長

さつま芋の甘さに来場者も思わずニッコリ（株式会社海連のブースで）

http://ariyoshiny.com
https://www.sakagura.com/eastvillage
tel:2019438003
http://kiku-ny.com
http://hinomaru-limo.com
https://www.hondag.com
https://japanvillage.com/


～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
!!
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　
有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は
　
Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当
　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
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3 月 NY 日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
JAA ホールでのクラス再開しています！
火曜日 10:45am-11:45am 太極拳
火曜日 1pm-4pm 書道クラス @JAA 
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス 
金曜日 1:15pm-3pm JAA コーラス

■３月９日（木）12pm- ３月の第１敬老会
 村瀬悟 JAA 副会長のご寄付で日本クラブの季節のお弁当で

す。IWAKI BAND の音楽をお楽しみください。会費は無料。
敬老会への参加、デリバリー・ピックアップご希望の方は
JAA にご予約ください。

■３月 10 日（金）10:30am-12pm アップルキッズ＆敬老会主
催「家族で楽しむ小林利子先生の折り紙ワークショップ　脳
トレ＆知育折り紙」

 どなたでもご参加できます。無料です。
■ 3・11 コミュニティーサービス／ボランティア企画 東日本

大震災から 12 年　NY 日本総領事館と JAA で 3/11（土）に
行います。FOOD BANK for NYC と Bowery Mission での配
膳などのボランティアを行います。お食事に鶴の折り紙を添
えますので、３月８日までに JAA へお送りください。

■ 3 月 13 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さ
んが行います。お早めに要予約。

■ 3 月 16 日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」
 加藤恵子弁護士がご相談にのります。各 15 分。要予約。
■ 3 月 17 日（金）6pm-JAA ビジネスウーマンの会主催「疑

問視される日本の #MeToo その後　ジェンダー問題の現状
は？」@JAA Hall

　講師：伊藤和子弁護士、モデレーター：津山恵子（ジャーナ
リスト）参加費：$20 申込は下記で！

 https://www.eventbrite.com/e/metoo-tickets-558102318057
■ 3 月 22 日（水）6:30pm- on-line JAA 理事会
■ 3 月 23 日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と

滝川玲子弁護士の遺言・事前指示の書類についての無料電
話 相 談 室 - Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of 
Attorney」各 30 分。ご予約下さい。

■３月 24 日（金）5pm-7pm 「日本から高校生を迎えて体験談
の発表会とレセプッション」被災地、過疎地、離島から高校
生、そして難民として、日本に住む高校生の体験発表です。

■ 3 月 25 日（土）10am-12pm Online 「JAA 春の日本語教育研
修会」東京の専修大学米村みゆき先生に、「宮崎駿の「ハウ
ルの動く城」における視覚的叙述、エイジングについて」（仮
題）という演題で講演していただきます。

■ 3 月 30 日（木）10:30am-12:00pm 「ZOOM クラス」
 オンラインでのイベントが多くなりましたので、今回は使い

方と ZOOM を体験しましょう！各自携帯、iPhone, iPad 等
をご持参ください。JAA にご予約ください。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
芥
川
龍
之
介
の
５
つ
の
代
表

作
を
ベ
ー
ス
に
創
ら
れ
た
人
形

劇
﹁A

K
U

T
A

G
A

W
A

﹂

を

上
演
し
た
。
同
作
品
は
、
日
本

の
短
編
小
説
の
父
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
傑
出
し
た
短
編
を
多
く
残

し
た
文
豪
・
芥
川
に
よ
る
５
つ

の
短
編
﹃
羅
生
門
﹄﹃
地
獄
変
﹄

﹃
竜
﹄﹃
杜
子
春
﹄﹃
河
童
﹄
を

紡
い
だ
も
の
だ
。

　
八
王
子
車
人
形
・
五
代
目
家

元
西
川
古
柳
さ
ん
は
、
八
王
子

に
１
６
０
年
以
上
続
く
、
国
選

択
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
伝

統
人
形
芝
居﹁
八
王
子
車
人
形
﹂

の
五
代
目
家
元
。
１
９
５
３
年

八
王
子
に
生
ま
れ
、
幼
少
よ
り

祖
父
︵
三
代
目
︶、
父
︵
四
代

目
︶
に
指
導
を
受
け
、
23
歳
で

文
楽
研
修
生
と
し
て
三
人
遣
い

の
操
作
も
学
ん
だ
。
地
元
八
王

子
で
の
定
期
公
演
の
ほ
か
、
日

本
各
地
で
公
演
を
行
い
、
各
地

の
伝
統
人
形
劇
団
で
指
導
に
あ

た
る
。
95
年
か
ら
は
、﹁
受
け

継
が
れ
て
い
く
伝
統
人
形
芝

居
﹂
を
主
催
し
、
日
本
の
伝
統

人
形
を
守
り
、
広
め
る
た
め
の

活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
車
人
形
は
﹁
ろ
く
ろ
車
﹂
と

い
う
、
前
に
二
個
、
後
ろ
に
一

個
の
車
輪
が
つ
い
た
箱
形
の
車

に
腰
掛
け
て
、
一
人
の
人
形
遣

い
が
一
体
の
人
形
を
繰
る
、
特

殊
な
一
人
遣
い
の
人
形
芝
居
。

江
戸
時
代
末
期
、
現
在
の
埼
玉

県
飯
能
市
に
生
ま
れ
た
山
岸
柳

吉
︵
初
代
・
西
川
古
柳
︶
が
考

案
し
、
そ
の
後
、
近
郊
の
神
楽

師
︵
神
事
芸
能
を
専
業
と
す
る

人
︶
を
中
心
に
分
布
し
、
農
山

村
や
八
王
子
織
物
の
生
産
に
関

わ
る
人
の
娯
楽
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
。

　
芥
川
の
人
形
は
、自
家
製
で
、

自
分
で
作
っ
た
。
コ
ピ
ー
的
な

も
の
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
伝
わ
る
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
イ

メ
ー
ジ
が
湧
く
よ
う
な
作
り
に

し
た
と
い
う
。
あ
ま
り
に
写
真

に
似
過
ぎ
る
と
観
客
の
魂
が
そ

ち
ら
に
引
き
寄
せ
ら
れ
過
ぎ
る

か
ら
だ
。

　
５
つ
の
短
編
と
は
い
っ
て

も
、
芥
川
の
作
品
は
文
字
数
が

多
い
。
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
削
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
表
現
と
の

せ
め
ぎ
あ
い
で
は
あ
る
が
、
芥

川
の
﹁
人
生
は
歯
車
の
よ
う
な

も
の
で
、
生
き
て
い
る
時
は
歯

車
が
回
る
が
、
止
ま
っ
て
し
ま

う
と
人
生
の
破
滅
﹂
だ
と
。
５

つ
の
作
品
を
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式

で
繋
い
だ
。﹁
人
間
が
こ
れ
か

ら
生
き
て
い
く
上
で
何
が
重
要

な
の
か
﹂
を
大
切
に
表
現
し
て

い
る
と
い
う
。

　
こ
う
も
言
っ
た
。﹁
こ
れ
か

ら
も
芥
川
の
作
品
を
続
け
て
い

き
た
い
が
、
日
本
の
心
を
押
し

付
け
が
ま
し
い
と
取
ら
れ
や
し

な
い
か
心
配
だ
っ
た
が
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
で
皆
さ
ん
が
喜
ん
で

く
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ほ
っ

と
し
た
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
ス
ト

ー
リ
ー
を
伝
え
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
改
め
て
芥
川
の
作
品
を
見

直
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。

古
典
作
品
を
通
し
て
日
本
古
来

の
生
き
方
に
共
感
し
て
も
ら
え

た
ら
な
お
さ
ら
だ
。
芥
川
も
そ

の
一
つ
だ
﹂。

　
人
形
が
命
を
宿
し
、
魂
が
入

る
の
は
、芸
や
技
術
で
は
な
く
、

人
形
使
い
の
心
が
宿
っ
て
い
る

か
ど
う
か
だ
。
舞
台
の
西
川
さ

ん
の
表
情
か
ら
そ
れ
が
見
て
と

れ
た
。

　 

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

芥
川
の
人
生
観
は
歯
車
の
よ
う
な
も
の
で

生
き
て
い
る
と
き
は
回
り
、
止
ま
る
と
破
滅

八王子車人形・五代目家元

西川古柳さん

Photo Richard Termine

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.eventbrite.com/e/metoo-tickets-558102318057
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
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ほ
く
ほ
く
会
主
催
の
第
12
回

３
・
11
追
悼
式
が
３
月
５
日

︵
日
︶
午
後
１
時
か
ら
、
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
館
︵
西
45
丁
目
49
番

地
５
階
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
ほ

く
ほ
く
会
は
Ｎ
Ｙ
及
び
近
郊
に

暮
ら
す
東
北
６
県
と
北
海
道
出

身
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

追
悼
式
は
２
０
１
１
年
の
震
災

直
後
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で

各
県
が
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
県
と
な

り
、
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
の
意
を

表
し
、
災
害
風
化
の
防
止
、
故

郷
の
現
状
理
解
を
深
め
る
た
め

毎
年
開
催
し
て
い
る
。
13
回
忌

と
な
る
今
年
度
の
幹
事
県
は
岩

手
と
山
形
。

　
式
典
は
２
部
構
成
。
第
１
部

は
坂
本
徹
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領

事
館
・
領
事
部
長
と
兵
庫
県
人

会
・
藤
崎
仁
美
副
会
長
の
挨
拶
、

岩
手
・
宮
城
・
福
島
か
ら
の
ふ

る
さ
と
便
り
、
読
経
と
黙
祷
。

第
２
部
で
は
ほ
く
ほ
く
会
ゆ
か

り
の
合
唱
団
﹁
Ｊ
Ｃ
Ｈ
・
と
も
﹂

の
歌
、
ほ
く
ほ
く
会
ゆ
か
り
の

﹁
民
舞
座
﹂
が
東
北
の
踊
り
を

披
露
し
、
そ
の
後
懇
親
会
が
行

わ
れ
る
。
入
場
無
料
。
誰
で
も

東
日
本
大
震
災
追
悼
式

ほ
く
ほ
く
会
が
３
月
５
日
に

参
加
可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
９
１
７
・
８
４
６
・
５
８
８
３

︵
竹
田
さ
ん
︶
ま
で
電
話
か
テ

キ
ス
ト
に
て
。

新
ホ
ー
ル
で

敬
老
会
！

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （12）

　
東
京
高
等
裁
判
所
は
2
月
21

日
国
籍
法
11
条
１
項
を
合
憲
と

す
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
審
で
門
前
払
い
さ
れ

た
原
告
２
名
に
門
戸
が
開
か
れ

た
点
は
画
期
的
な
勝
利
で
１
勝

１
敗
と
い
え
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ス
イ
ス
在
住
の
野

川
等
さ
ん
他
が
外
国
籍
を
取
得

し
て
も
日
本
国
籍
を
自
動
的
に

失
わ
ず
に
﹁
保
持
す
る
か
ど
う

か
当
人
が
選
択
で
き
る
﹂
よ
う

改
正
を
求
め
る
訴
訟
で
す
。
判

決
は
、
憲
法
22
条
２
項
は
国
籍

離
脱
の
自
由
は
定
め
る
が
、
離

脱
し
な
い
自
由
を
積
極
的
に
保

障
し
て
は
い
な
い
と
述
べ
、
複

数
国
籍
を
防
止
、
解
消
す
る
規

定
の
目
的
は
合
理
的
だ
と
し

て
、
一
審
に
続
い
て
合
憲
と
し

ま
し
た
。

　
他
方
、
一
審
で
は
、
ま
だ
外

国
籍
を
取
得
し
て
い
な
い
こ
と

を
理
由
に
原
告
と
し
て
は
不
適

格
と
さ
れ
た
２
名
を
﹁
門
前
払

い
は
で
き
な
い
、
原
告
と
し
て

適
格
で
あ
る
﹂
と
し
た
点
で
前

進
で
し
た
。
こ
れ
は
居
住
国
の

国
籍
を
取
得
す
る
要
件
を
満
た

す
人
で
あ
れ
ば
訴
訟
を
起
こ
せ

や
就
職
な
ど
の
た
め
に
居
住
す

る
国
の
国
籍
が
必
要
な
日
本
人

の
権
利
や
社
会
保
障
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
制
的
に
奪
っ

て
し
ま
う
国
籍
法
を
放
置
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
原
告
側
は
最
高
裁
に
上
告
す

る
意
向
で
す
。
高
裁
が
外
国
籍

取
得
に
よ
っ
て
日
本
国
籍
を
失

う
と
い
う
物
事
の
重
要
性
を
認

め
た
こ
と
や
、
合
憲
と
す
る
こ

と
の
理
論
的
整
合
性
の
難
し
さ

が
さ
ら
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

こ
と
が
、
最
高
裁
へ
の
と
っ
か

か
り
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
海
外
日

本
人
の
﹁
実
害
﹂
が
増
大
し
て

い
る
今
、
裁
判
と
並
行
し
て
、

海
外
日
本
人
の
権
利
や
社
会
保

障
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守

る
た
め
の
法
改
正
や
、
支
援
策

を
国
会
や
行
政
府
が
検
討
す
べ

き
時
で
す
。
国
際
結
婚
を
し
た

人
々
や
移
住
し
た
日
本
人
に
と

っ
て
の
複
数
国
籍
問
題
と
捉
え

国
籍
法
違
憲
訴
訟
は１

勝
１
敗

る
と
す
る
も
の
で
す
。
訴
訟
の

門
戸
が
各
国
の
多
く
の
日
本
人

に
開
か
れ
ま
す
。

　
判
決
後
の
報
告
会
に
は
、
里

帰
り
し
て
い
た
日
本
で
、
こ
の

ま
ま
出
国
す
る
と
日
本
に
帰
国

で
き
な
く
な
る
制
度
に
承
服
で

き
ず
、
国
籍
法
第
11
条
違
憲
訴

訟
を
進
め
て
い
る
米
国
在
住
の

近
藤
ユ
リ
弁
護
士
や
、﹁
英
国

在
住
の
孫
が
日
本
国
民
と
し
て

の
権
利
保
障
が
さ
れ
な
い
、
母

国
か
ら
排
除
さ
れ
る
法
律
だ
﹂

と
指
摘
し
た
山
浦
善
樹
元
最
高

裁
判
事
他
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
﹁
当
事
者
﹂
が
激

増
し
て
い
ま
す
。
海
外
の
日
本

人
﹁
永
住
者
﹂
が
過
去
最
高
の

約
55
万
人
で
あ
る
の
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
で
、
日
本
国
籍
を
奪

わ
れ
た
日
本
人
は
﹁
外
国
人
﹂

と
し
て
帰
国
す
る
た
め
ビ
ザ
取

得
が
遅
れ
て
親
の
死
に
目
に
会

え
な
か
っ
た
な
ど
の
実
害
が
増

大
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
結
婚

た
国
内
の
日
本
人
も
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
今
や
こ
の

問
題
は
他
人
事
で
は
な
い
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
外
の
日

本
人
の
連
携
に
よ
る
支
援
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

3
月
13
日 

と
18
日
に
国
籍

は
く
奪
条
項
違
憲
訴
訟
福
岡

の
報
告
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
以
下
か
ら

お
申
込
み
下
さ
い
。http://

yum
ejitsu.net/

　
ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
︶
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
堀
江

貴
監
督
の
映
画﹁
最
後
の
乗
客
﹂

が
カ
ン
ヌ
世
界
映
画
祭
︵
カ
ン

ヌ
国
際
映
画
祭
と
は
別
団
体
︶

で
受
賞
し
た
。
６
月
16
日
に
今

年
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ア
ワ
ー
ド
と

グ
ラ
ン
プ
リ
を
競
う
式
典
が
カ

ン
ヌ
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
こ

の
映
画
も
上
映
さ
れ
る
。

　
堀
江
監
督
は
﹁
あ
の
有
名
な

カ
ン
ヌ
と
は
違
う
映
画
祭
と
は

い
え
、
こ
の
無
名
の
映
画
を
カ

ン
ヌ
の
人
々
に
見
て
貰
え
る
機

会
を
頂
け
る
こ
と
は
大
変
光
栄

で
す
。
し
か
も
、
審
査
員
に
は

ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ

の
シ
リ
ー
ズ
を
手
掛
け
た
ロ
ケ

ッ
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
モ
ー
シ

ョ
ン
・
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
・
ス
タ

ジ
オ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、ス
テ
フ
ァ
ン
・

キ
ャ
ス
タ
ー
氏
や
ス
パ
イ
ダ
ー

マ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
エ
フ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
を
何
個
も
受
賞
し
た

ジ
ム
・
ラ
イ
ジ
ェ
ル
氏
な
ど
ハ

リ
ウ
ッ
ド
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
集
ま
り
、

そ
の
方
々
に
こ
の
映
画
を
認
め

て
貰
え
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
宮
城

の
被
災
地
を
舞
台
に
震
災
を
テ

ー
マ
に
し
た
映
画
が
、
こ
う
し

て
海
外
で
上
映
さ
れ
、
い
ろ
ん

な
国
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
え

た
、
と
い
う
こ
と
が
、
少
し
で

も
被
災
地
の
人
た
ち
の
夢
や
希

望
に
繋
げ
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
で

す
﹂
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て

い
る
。

　
同
映
画
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
た
っ
た
あ
る
東
北
の

町
を
舞
台
に
、
震
災
で
引
き
裂

か
れ
た
父
と
娘
の
絆
を
描
い
た

ド
ラ
マ
。

堀
江
監
督
の
﹁
最
後
の
乗
客
﹂

カ
ン
ヌ
世
界
映
画
祭
で
受
賞

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
︶

は
、
２
月
６
日
未
明
、
ト
ル
コ

南
部
お
よ
び
ト
ル
コ
と
隣
接
す

る
シ
リ
ア
地
域
を
襲
っ
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５
の
地
震
で

被
災
し
た
地
域
の
復
興
を
支
援

す
る
た
め
に
Ｊ
Ａ
Ａ
ト
ル
コ
救

援
基
金
を
設
立
し
、
支
援
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
寄
付
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ト
ル
コ
ク
ラ
ブ
を

通
し
て
、
全
額
が
被
災
地
に
届

け
ら
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

寄
付
す
る
場
合
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://jaany.org/

donate-new
/

の
ペ
イ
パ
ル

︵Paypal

︶
を
通
し
て
寄
付
。

m
essage/purpose section 

に
﹁T

urkey
 earthquake 

Flood R
elief 

﹂
と
記
載
。

　
小
切
手
で
寄
付
す
る
場
合

は
、
寄
付
用
紙
ま
た
は
別
紙
に

氏
名
。
住
所
を
記
載
。
小
切
手

の
宛
先
は
﹁the Japanese 

A
m

ericanA
ssociation of 

N
ew

 Y
ork, Inc. 

﹂、
メ
モ
欄

に
﹁T

urkey E
arthquake 

R
elief 

﹂
と
記
載
。
郵
送
先

は
　Japanese A

m
erican 

A
sso

ciatio
n

 o
f N

ew
 

Y
ork, Inc.

　
49 W

est 45th 
Street, 5th F

loor, N
ew

 
Y

ork, N
Y

 10036

ト
ル
コ
地
震
救
援
基
金

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
が
設
立

　
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
2
月
21
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
が
行

う
政
治
活
動
の
捜
査
を
検
閲
す

る
﹁
ハ
ン
チ
ュ
ウ
委
員
会
﹂
の

委
員
に
、
民
間
人
と
し
て
は
２

人
目
、
ま
た
初
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
米
国
人
と
し
て
ム
ハ
マ
ッ

ド
・
Ｕ
・
フ
ァ
リ
デ
ィ
氏
を
任

命
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　
同
委
員
会
は
、
２
件
の
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
の
不
適
切
な
イ
ス
ラ
ム
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
捜
査
行
為
が

連
邦
裁
判
と
な
り
、
ビ
ル
・
デ

ブ
ラ
シ
オ
前
Ｎ
Ｙ
市
長
政
権

下
の
２
０
１
７
年
に
発
足
し
、

１
９
８
５
年
に
確
立
し
た
﹁
ハ

ン
チ
ュ
ウ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
が
テ
ロ

組
織
と
の
結
び
つ
き
の
疑
い
を

含
む
政
治
的
活
動
や
宗
教
団
体

を
捜
査
す
る
際
の
方
針
や
行
為

を
監
視
す
る
。

初
の
イ
ス
ラ
ム
系
民
間
人
登
用

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
政
治
活
動
検
閲
委
員

　
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
は
２
月
23
日

ひ
な
祭
り
敬
老
会
を
開
催
し
、

60
人
が
参
加
し
た
。
５
階
に
引

っ
越
し
て
か
ら
８
か
月
ぶ
り
の

自
前
ホ
ー
ル
で
の
敬
老
会
と
あ

っ
て
、
参
加
者
は
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
でB

entO
n

の
お
弁
当
や
三
遊
亭
絵
馬
の
紙

切
り
︵
16
面
と
18
面
に
記
事
︶、

イ
ワ
キ
・
バ
ン
ド
の
演
奏
を
楽

し
ん
だ
。
当
日
は
会
場
に
来
ら

れ
な
い
在
宅
の
メ
ン
バ
ー
50
人

に
も
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
お
弁
当

を
届
け
た
。

https://aantcinc.com/
http://www.919usa.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://yumejitsu.net/
http://yumejitsu.net/
http://yumejitsu.net/
https://jaany.org/
https://jaany.org/
https://jaany.org/
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メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は
今
年
、
地
下
鉄

の
駅
に
車
椅
子
用
改
札
口
﹁
ワ

イ
ド
ア
イ
ル
﹂
料
金
ゲ
ー
ト
を

試
験
的
に
設
置
す
る
と
２
月
25

日
、
発
表
し
た
。
一
般
改
札
口

車
椅
子
用
の

広
い
改
札
口

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
プ
ロ
ス
ペ

ク
ト
・
パ
ー
ク
の
池
か
ら
２
月

20
日
、
体
長
１
メ
ー
ト
ル
50
セ

ン
チ
ほ
ど
の
ワ
ニ
が
捕
獲
さ
れ

た
。
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
た
た
め

か
﹁
極
度
に
衰
弱
﹂
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物

園
が
ワ
ニ
を
治
療
し
て
い
る
と

22
日
発
表
し
た
。
同
園
に
よ
る

と
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
と
名
付
け
ら
れ

た
こ
の
雌
の
ワ
ニ
は
、
無
気
力

な
状
態
で
池
か
ら
捕
獲
さ
れ
た

後
、
ゆ
っ
く
り
と
﹁
適
切
な
周

囲
温
度
﹂
ま
で
温
め
ら
れ
た
と

い
う
。
獣
医
師
と
動
物
看
護
ス

タ
ッ
フ
は
、
ワ
ニ
に
チ
ュ
ー
ブ

を
通
し
て
栄
養
分
、
水
分
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
、
抗
生
物
質
、
抗
真

菌
剤
を
与
え
て
い
る
。
ワ
ニ
は

ま
た
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
結

果
、
直
径
10
セ
ン
チ
の
バ
ス
タ

ブ
用
栓
を
飲
み
込
ん
だ
よ
う
だ

が
、
体
力
が
衰
弱
し
て
い
る
状

態
な
の
で
、
現
時
点
で
は
職
員

が
除
去
を
試
み
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
。

　
ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園
の
広
報

担
当
者
は
、
市
公
園
課
が
ワ
ニ

を
施
設
に
届
け
た
と
き
、
ワ
ニ

の
体
重
は
極
め
て
少
な
か
っ
た

と
述
べ
た
。
典
型
的
な
ワ
ニ
の

体
重
は
30
ポ
ン
ド
か
ら
35
ポ
ン

ド
で
あ
る
が
、﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
は

15
ポ
ン
ド
し
か
な
か
っ
た
。﹁
こ

の
ワ
ニ
は
現
在
、
ス
ト
ッ
パ
ー

を
取
り
外
す
に
は
弱
り
す
ぎ
て

い
る
状
態
。
引
き
続
き
支
持
療

法
を
提
供
し
続
け
、
治
療
に
ど

の
よ
う
に
反
応
す
る
か
に
よ
っ

て
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
決
定
し
た

い
﹂
と
同
動
物
園
の
広
報
担
当

者
は
話
し
て
い
る
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
を
結
ぶ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ

ー
グ
橋
を
渡
る
地
下
鉄
Ｊ
線
の

車
両
の
上
に
乗
っ
て
い
た
10
代

の
若
者
が
２
月
21
日
、
高
架

ガ
ー
ド
に
接
触
し
て
死
亡
し

た
。
翌
日
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
企
業
に
地
下
鉄

サ
ー
フ
ァ
ー
の
動
画
を
削
除
す

る
よ
う
働
き
か
け
た
。
Ｍ
Ｔ
Ａ

の
分
析
で
は
、
若
者
が
地
下
鉄

の
上
に
乗
っ
て
い
る
動
画
が

２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
２
年

の
間
に
１
６
０
％
急
増
し
た
と

い
う
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
統
計
は
、
こ

の
動
画
が
地
下
鉄
の
上
に
乗
っ

て
移
動
す
る
﹁
地
下
鉄
サ
ー
フ

ァ
ー
﹂
の
増
大
を
助
長
し
て
い

る
と
い
う
。
２
０
１
９
年
全
体

で
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
列
車
の
外
に
人

が
乗
っ
て
い
る
事
件
を
４
９
０

件
記
録
、
２
０
２
２
年
に
は
、

９
２
８
件
を
記
録
。エ
リ
ッ
ク
・

ア
ダ
ム
ス
市
長
は
、
地
下
鉄
サ

ー
フ
ィ
ン
の
危
険
性
に
つ
い
て

の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
近
く

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
と
記
者

会
見
で
述
べ
た
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
は

最
近
、
ク
イ
ー
ン
ズ
を
走
る
7

号
線
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
走
る

Ｊ
線
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
増
や

し
た
。
両
線
と
も
高
架
に
沿
っ

て
長
く
伸
び
て
お
り
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
外
で
は
地
上
の
線
路

を
走
る
た
め
地
下
鉄
サ
ー
フ
ァ

ー
の
間
で
人
気
が
あ
る
。

地
下
鉄
サ
ー
フ
ァ
ー
事
故
で
Ｍ
Ｔ
Ａ
動
画
規
制

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
︵
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
︶
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

店
舗
か
ら
５
万
ド
ル
の
商
品
を

持
ち
逃
げ
し
た
窃
盗
犯
を
捜
索

す
る
た
め
ビ
デ
オ
映
像
を
公
開

し
て
犯
人
逮
捕
に
つ
な
が
る
情

報
の
提
供
を
求
め
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
２
月
18
日
午
前
7

時
半
頃
、
ソ
ー
ホ
ー
の
グ
リ
ー

ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
94
番
地
に
あ

る
ジ
バ
ン
シ
ィ
の
店
内
に
数
人

が
ハ
ン
マ
ー
で
押
し
入
っ
た
。

　
犯
行
グ
ル
ー
プ
は
正
面
か
ら

侵
入
し
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や

靴
、
ダ
ッ
フ
ル
バ
ッ
グ
に
詰
め

た
衣
類
な
ど
店
の
商
品
を
盗
ん

だ
後
、
グ
リ
ー
ン
通
り
を
北
上

し
、
ウ
エ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
ト
ン

通
り
に
向
か
っ
て
徒
歩
で
逃

走
し
た
。
犯
人
は
逮
捕
さ
れ

て
お
ら
ず
、
捜
査
は
継
続
中

だ
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
情
報

の
あ
る
人
は
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ 

の

犯
罪
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

１
・

８
０
０
・
５
７
７
・
８
４
７
７ 

高
級
店
５
万
ド
ル
被
害

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
が
動
画
映
像
公
開

Courtesy Bronx Zoo

池
で
ワ
ニ
を
捕
獲

体
内
に
飲
み
込
ん
だ
バ
ス
タ
ブ
の
栓

ブルックリン

プロスペクト・パーク

を
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
車
椅

子
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

る
。
こ
の
広
い
改
札
口
は
、
ま

ず
ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
サ
ト
フ
ィ

ン
・
ブ
ル
バ
ー
ド
と
ア
ー
チ
ャ

ー
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
区
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
と
バ
ー
ク
レ

イ
ズ
・
セ
ン
タ
ー
に
こ
の
春
設

　
本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

ま
で
電
話
を
。
ま
た
は
、
犯

罪
抑
止
情
報
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト https://crim
estoppers.

nypdonline.org/ 

ま

た

は

ツ
イ
ッ
タ
ー @

N
Y

PD
T

ips 

に
ロ
グ
イ
ン
し
、
情
報
を
送
信

す
る
こ
と
も
可
能
。

置
さ
れ
る
。

　
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
地
下
鉄
に
初
め
て

ワ
イ
ド
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ト
を
設
置

し
、
障
害
者
、
自
転
車
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
、
荷
物
、
そ
の
他
多
く

の
お
客
様
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善

で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
現
在
、
車
椅
子
の
乗
客
は
、

す
で
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
駅
に

あ
る
２
０
０
の
﹁
オ
ー
ト
ゲ
ー

ト
﹂︵
基
本
的
に
メ
ト
ロ
カ
ー

ド
ま
た
は
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
で
開
く
こ

と
が
で
き
る
非
常
口
ゲ
ー
ト
︶

か
ら
入
場
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
こ
の
よ
う
な
タ
ー
ン
ス
タ
イ

ル
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
ン
ド

ン
な
ど
、
国
内
外
の
交
通
機

関
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
に

は
完
備
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

２
０
２
１
年
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
今
後

数
年
間
で
２
５
０
０
万
ド
ル
を

か
け
て
２
０
０
の
駅
に
幅
広
の

改
札
を
設
置
す
る
と
発
表
し
て

お
り
、
幅
広
の
運
賃
ゲ
ー
ト

は
、
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
改
札

の
一
部
を
置
き
換
え
る
こ
と
に

な
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　ＮＹ日系ライオンズクラブ（マイク相田会長）は 2 月 23
日、ライオンズクラブ国際財団（以下 LCIF）を通じてトル
コ・シリア地震救済金 3000 ドルを第一弾として寄付を行っ
た。LCIF では地震発生直後に緊急救済金 20 万ドルを直ち
に送付し、引き続き支援を行っている。ＮＹ日系ライオンズ
クラブでは日米交流、東日本大地震復興、トルコ・シリア地

震救済支援を含む自然災害救済及びウクライナ難民救済等を
目的として、3 月 29 日、30 日にカーネギーホールで開催さ
れる、ニューヨーク合唱フェスティバル（一般社団法人文化
交流機構主催）の会場で募金を募ることになっている。また、
募金活動への参加も歓迎している。連絡先：info@nyjalc.or

ＮＹ日系ライオンズクラブ
トルコ・シリア地震被災者に寄付

東日本大震災復興とウクライナ難民支援も

mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
https://www.fivelightscenter.com/
https://dancejapan.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@nyjalc.or
https://crimestoppers.nypdonline.org/
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税

金

特

集

④

外
国
人
に
関
す
る
特
殊
規
定

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　
米
国
連
邦
税
法
上
、
米
国
市

民
は
常
に
居
住
者
と
し
て
課
税

さ
れ
る
の
に
対
し
、
外
国
人
は

居
住
身
分
の
判
定
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
居
住
者
か
非
居

住
者
か
に
よ
っ
て
使
用
す
る

確
定
申
告
の
様
式
や
申
告
身

分
、
さ
ら
に
は
課
税
対
象
と
な

る
所
得
や
控
除
な
ど
も
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
居
住
者
と
非
居

住
者
の
両
方
の
居
住
者
身
分
を

年
中
に
有
す
る
二
重
身
分
者
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
期
間
に
対
し
て
異
な
っ
た
税

法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
年
に
よ

っ
て
は
、
通
年
居
住
者
、
非
居

住
者
、
二
重
身
分
者
の
な
か
か

ら
最
も
条
件
の
良
い
身
分
を
選

択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
た

め
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
税

務
上
の
居
住
身
分
を
適
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
な

り
ま
す
。

▽
居
住
者
の
判
定
基
準

　
原
則
と
し
て
、
米
国
市
民
以

外
の
外
国
人
は
次
の
ａ
ま
た
は

ｂ
に
よ
っ
て
米
国
居
住
者
か
ど

う
か
を
判
定
し
ま
す
。

ａ
　
米
国
永
住
権
︵
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
︶
保
持
者: 

グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
保
持
者
は
米
国
滞
在
日

数
に
関
係
な
く
居
住
者

ｂ
　 

実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス

ト: 

ビ
ザ
を
保
持
す
る
外
国
人

は
、
実
際
に
米
国
に
滞
在
す
る

日
数
に
つ
い
て
実
質
的
滞
在
条

件
テ
ス
ト
を
満
た
す
と
居
住
者

︵
例
外
規
定
あ
り
︶

　
実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト
と

は
、
対
象
の
年
の
米
国
滞
在
日

数
が
31
日
以
上
あ
り
、
そ
の
年

の
滞
在
日
数
、
前
年
の
滞
在
日

数
の
３
分
の
１
、
お
よ
び
前
々

年
の
滞
在
日
数
の
６
分
の
１
の

合
計
が
１
８
３
日
以
上
あ
る
か

ど
う
か
で
判
定
す
る
も
の
で

す
。
た
と
え
ば
、
２
０
２
２
年

の
８
月
１
日
か
ら
年
末
ま
で
米

国
に
い
た
方
は
22
年
の
米
国
滞

在
日
数
は
１
５
３
日
の
た
め
、

そ
れ
だ
け
を
み
る
と
22
年
は
非

居
住
者
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

方
が
21
年
と
20
年
に
そ
れ
ぞ
れ

60
日
ず
つ
米
国
に
滞
在
し
た
と

す
る
と
、
１
５
３
日
＋
20
日

︵
21
年
：
60
日
×
３
分
の
１
︶

＋
10
日
︵
20
年
：
60
日
×
６
分

の
１
︶
＝
１
８
３
日
と
な
る
た

め
、
８
月
１
日
か
ら
米
国
居
住

者
、
そ
れ
ま
で
は
非
居
住
者
の

二
重
身
分
者
と
な
り
ま
す
。
米

国
か
ら
帰
国
し
た
年
も
同
様
に

こ
の
テ
ス
ト
で
判
定
し
ま
す
。

　
下
の
表
は
居
住
身
分
に
よ
っ

て
適
用
さ
れ
る
税
法
を
ま
と
め

た
も
の
に
な
り
ま
す
。

▽
例
外
規
定

　
実
質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し

て
い
て
も
、
次
の
２
つ
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
非

居
住
者
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ａ
　
特
定
の
ビ
ザ
保
持
者: 

Ａ

ビ
ザ
︵
外
交
官
︶、Ｊ
ビ
ザ
︵
教

授
、
研
修
生
、
交
換
留
学
生
︶、

Ｆ
ビ
ザ
︵
学
生
︶、Ｍ
ビ
ザ
︵
専

門
学
校
学
生
︶、
Ｑ
ビ
ザ
︵
国

際
文
化
交
流
訪
間
者
ビ
ザ
︶
を

保
持
し
て
い
る
場
合

ｂ
　 C

loser C
onnection: 

実
質
的
滞
在
条
件
の
日
数
計
算

上
は
居
住
者
と
な
る
場
合
で

も
、
対
象
と
な
る
年
の
米
国
滞

在
日
数
が
１
８
３
日
未
満
で
あ

り
、
米
国
よ
り
も
む
し
ろ
外
国

と
の
経
済
上
、
生
活
上
の
関
係

が
深
く
、
仕
事
や
住
居
も
１
年

を
通
じ
て
米
国
外
に
あ
る
と
い

う
場
合

▽
居
住
者
選
択

　
実
質
的
滞
在
テ
ス
ト
で
は
居

住
者
と
な
ら
な
い
場
合
で
も
、

特
殊
な
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
居
住
者
と
し
て
の
取
り
扱

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
扶
養
税
額
控

除
を
確
定
申
告
で
申
請
す
る
た

め
に
は
、
被
扶
養
者
が
米
国
居

住
者
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
米

国
に
来
た
初
年
度
は
、
実
質
的

滞
在
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
次
の
4
要
件
を
満

た
せ
ば
居
住
者
と
な
る
選
択
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︵
１
︶
対
象
年
の
米
国
滞
在
日

数
が
連
続
で
31
日
以
上
あ
る
こ

と︵
２
︶
米
国
滞
在
日
数
が
、
連

続
31
日
以
上
あ
る
滞
在
期
間
の

初
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
合

計
日
数
の
75
％
以
上
で
あ
る
こ

と
。

︵
３
︶
米
国
入
国
年
の
翌
年
に

実
質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し
て

居
住
者
と
な
る
こ
と

︵
４
︶
米
国
入
国
年
の
前
年
度

は
通
年
非
居
住
者
で
あ
る
こ
と

　
既
婚
者
の
方
は
、
夫
婦
合
算

申
告
を
す
る
た
め
に
は
夫
婦
が

共
に
米
国
の
通
年
居
住
者
で
あ

る
必
要
が
あ
り
、
実
質
的
滞
在

テ
ス
ト
で
は
非
居
住
者
や
二
重

身
分
者
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合

で
も
、
通
年
居
住
者
を
選
択
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
通
年

居
住
者
と
な
る
と
、
実
際
に
米

国
に
い
な
か
っ
た
と
き
の
所
得

も
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

不
利
益
も
あ
り
ま
す
が
、
同
額

の
課
税
所
得
に
対
し
て
適
用
さ

れ
る
税
率
が
夫
婦
個
別
申
告
の

場
合
よ
り
も
低
く
な
る
と
い
う

利
益
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
配
偶

者
間
の
所
得
水
準
に
偏
り
が
あ

る
場
合
は
、
通
年
居
住
者
と
し

て
夫
婦
合
算
申
告
を
行
う
こ
と

が
有
利
と
な
る
場
合
が
多
い
の

で
、
ご
自
身
の
状
況
に
あ
わ
せ

て
居
住
者
身
分
を
選
択
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省

通
牒
２
３
０
号10.37

条(a)
(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税

務
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準

を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情

報
は
す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で

あ
り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は

事
業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意

図
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税

法
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
各
個
人
は
特
定

事
項
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

上
記
内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
の
で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ

き
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
記
事
中
の
見
解
や
意
見
は

著
者
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

122

■
Ｑ
　
会
計
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
を
導
入
す
る
か
ど
う
か
迷
っ

て
い
ま
す
が
、
何
に
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

■
Ａ
　
会
計
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
を
大
き
く
分
類
す
る
と
下
記

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１
　
記
帳
代
行 (B

ookkeep-
ing)

２
　
給
与
計
算 (Payroll)

３
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト４
　
決
算
業
務
︵
月
次
、
四
半

期
、
半
期
、
年
度
末
︶

５
　
法
人
税
の
申
告
書

６
　
個
人
税
の
申
告
書

７
　
個
人
税
の
分
か
ち
計
算

８
　
財
務
諸
表
の
作
成

９
　
財
務
諸
表
のR

eview

10
　
財
務
諸
表
の
監
査

　
上
記
の
う
ち
９
と
10
は
外
部

の
公
認
会
計
士
に
依
頼
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
内
製
化

は
不
可
で
す
。
ま
た
、
４
か
ら

８
ま
で
の
業
務
も
大
き
な
会
社

で
な
い
限
り
、
通
常
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
に
な
り
ま
す
の
で
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
す
る
べ

き
か
ど
う
か
の
選
択
で
は
な

く
、
ど
の
会
計
事
務
所
を
使
う

か
の
問
題
と
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
社
内
業
務
と
す
る
か

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
す
る
か

ど
う
か
は
、
主
に
記
帳
業
務
と

給
与
計
算
業
務
そ
れ
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
対
象
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
会
計
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
基
礎
は
１
のB

ook-
keeping

、
２ Payroll

と
３ 

C
ash M

anagem
ent

と

な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
す
る
時
の
ポ
イ
ン
ト

は
、B

ookkeeping

と
給
与

計
算
の
両
方
を
同
時
に
き
ち
ん

と
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。
ど

ち
ら
か
片
方
だ
け
な
ら
正
確
に

行
え
る
の
で
す
が
、
両
方
と
も

で
き
る
会
社
は
少
な
い
の
が
実

情
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
両
方

会
計
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て

の
仕
事
に
は
関
連
性
が
な
く
、

ど
ち
ら
と
も
全
く
別
々
の
知
識

と
経
験
を
必
要
と
す
る
作
業
だ

か
ら
で
す
。
給
与
計
算
の
知
識

が
な
く
て
もB

ookkeeping

は
で
き
ま
す
し
、B

ookkeep-
ing

の
知
識
が
な
く
て
も
給
与

計
算
は
で
き
ま
す
。
両
方
の
仕

事
を
整
合
性
を
も
っ
て
で
き
な

い
場
合
、
給
与
計
算
と
会
社
の

財
務
数
字
が
合
わ
な
く
な
り
ま

す
。
駐
在
員
が
多
い
と
、
こ
の

差
額
は
た
ち
ま
ち
多
額
に
な

り
、
内
部
統
制
上
の
重
大
な
欠

陥
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
会
計
事
務
所
以
外
の

一
般
の
会
社
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
を
依
頼
す
る
場
合
で
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、

情
報
の
管
理
で
す
。
会
計
事
務

所
以
外
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

す
る
場
合
に
は
守
秘
義
務
契
約

を
最
初
に
結
ぶ
べ
き
で
す
。
相

手
が
会
計
事
務
所
で
あ
れ
ば
、

会
計
士
の
規
約
で
た
と
え
契
約

書
が
な
く
て
も
守
秘
義
務
が
強

制
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
か
ら
３

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
は
多

量
の
情
報
が
行
き
交
い
ま
す
の

で
、
使
い
勝
手
が
よ
い
と
か
、

安
い
か
ら
と
言
っ
て
、
信
頼
の

で
き
な
い
会
社
に
任
せ
る
こ
と

は
非
常
に
危
険
で
す
。
ま
た
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

給
与
計
算
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
実

際
に
扱
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

信
頼
の
で
き
る
会
社
に
任
せ
な

け
れ
ば
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
不
正

流
用
さ
れ
る
危
険
性
も
あ
り
ま

す
。

　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
長
所

は
、
会
計
組
織
を
す
ぐ
に
入
手

で
き
る
こ
と
で
す
。
自
前
で
会

計
組
織
を
創
り
上
げ
る
に
は
、

大
変
な
時
間
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
経
理
課
員
の

出
入
り
を
心
配
す
る
必
要
も
な

く
な
り
ま
す
。
自
社
に
適
し
た

経
理
の
専
門
家
を
雇
う
こ
と
は

ア
メ
リ
カ
で
は
大
変
な
こ
と
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
心
配
が
い

ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
短
所
は
経
理
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
社
内
に
構
築
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
会
社
を

選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
、
長
年
実
績

が
あ
り
信
用
が
で
き
る
組
織
で

あ
る
こ
と
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
に
つ
い
て
の
し
っ
か
り
し
た

ス
キ
ー
ム
が
で
き
て
い
る
組
織

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
運
用

で
き
る
人
員
が
十
分
に
備
わ
っ

て
い
る
組
織
で
あ
る
こ
と
で

す
。

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：

齊
藤
幸
喜

https://www.maxjob.com/
https://www.takenakapartners.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://myriverside.net/home
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　Resume　Embellishment（履歴書の美化・粉飾）という表現が、大きい話題になって
いるのは、11 月の下院選挙で共和党から出馬して当選した ジョージ・サントス議員の選挙
での履歴書が全くの嘘だらけだったからです。NY タイムズ紙が暴露したところによると、
一流大学の学歴も嘘、ウオール街での職歴もすべて嘘。持っていたと主張する不動産や選
挙資金に関する嘘も次々に明るみに出てきました。

　この報道に対する、サントス議員の弁解は「それは Resume Embellishment です。」　つまり、嘘ではなく、
美化しただけだと強弁したのです。確かに、嘘と美化・粉飾の境界がはっきりしないことはあるでしょう。し
かし、彼の行為は、学校の成績にゲタを履かせることとは次元が違うのです。国民の大多数がサントス議員の
嘘には呆れ返り、議員辞職を要求する声が出ています。しかし、今の所、本人は居座るつもりのようで、共和
党のリーダー達も、下院をぎりぎり僅差で抑えている状況のもと、とりあえず様子見の姿勢です。サントス議
員に関しては、下院倫理委員会や検察当局が彼の行為を調査しており、何らかの処分が出る可能性があります。
　日本でも米国でも、就職活動に Resume Embellishment をする人がいるでしょうが、重要事項に関する経
歴詐称は、入社後でも解雇の理由になりえます。ネット検索などの手法が進み、嘘は簡単に見破られるよう
になってきました。議員であろうが社員であろうが、ウソをついて周りの信頼を失えば、仕事ができないの
は自明のことですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Resume Embellishment  履歴書の美化・粉飾 米 語
Watch

 【245】

■
﹃
米
税
関
、
ウ
イ
グ
ル
強
制

労
働
防
止
法
の
追
加
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
発
表
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

発
︶
＝
米
国
税
関
・
国
境
警
備

局
︵
Ｃ
Ｂ
Ｐ
︶
は
2
月
23
日
、

中
国
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

が
関
与
す
る
製
品
の
輸
入
を
原

則
禁
止
す
る
ウ
イ
グ
ル
強
制
労

働
防
止
法
︵
Ｕ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
Ａ
︶
に

関
す
る
追
加
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

発
表
し
た
。

■
﹃
レ
モ
ン
ド
米
商
務
長
官
、

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
プ
ラ
ス
法
に
よ
る

半
導
体
産
業
再
興
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
講
演
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
発
︶
＝
米
国
の
ジ
ー
ナ
・

レ
モ
ン
ド
商
務
長
官
は
2
月
23

日
、﹁
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
お
よ
び
科

学
法
︵
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
プ
ラ
ス

法
︶﹂
に
よ
り
国
内
の
半
導
体

産
業
を
再
興
さ
せ
る
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

■
﹃

米

小

売

り

各

社

が

２
０
２
２
年
第
4
四
半
期
決

算
を
発
表
、
景
気
不
透
明
感

か
ら
先
行
き
に
慎
重
な
見
通

し
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝

米
国
小
売
り
大
手
ウ
ォ
ル
マ
ー

ト
は
2
月
21
日
、
２
０
２
２

年
第
4
四
半
期
︵
２
０
２
２

年
11
月
〜
２
０
２
３
年
1
月

期
︶
決
算
を
発
表
し
、
純
利

益
は
前
年
同
期
比
76
・
2
％

増
の
62
億
７
５
０
０
万
ド
ル
、

純
売
上
高
は
7
・
4
％
増
の

１
６
２
７
億
４
３
０
０
万
ド
ル

で
、
い
ず
れ
も
大
幅
に
上
昇
し

た
。

■
﹃
バ
イ
デ
ン
米
政
権
、
初
回

住
宅
購
入
者
へ
の
支
援
策
発

表
、
年
間
約
８
０
０
ド
ル
を
実

質
的
に
補
助
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
発
︶
＝
米
国
の
バ
イ
デ
ン
政

権
は
2
月
23
日
、
初
回
住
宅
購

入
者
へ
の
支
援
策
を
発
表
し

た
。
今
回
の
支
援
策
に
は
、
中

低
所
得
者
の
住
宅
購
入
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
、
住
宅
所
有

を
後
押
し
す
る
狙
い
が
あ
る
。

■
﹃
米
船
級
協
会
、
海
運
で
使

用
す
る
不
燃
性
電
池
技
術
実
用

化
へ
新
技
術
認
証
﹄︵
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
発
︶
＝
米
国
の
船
級
協

会
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ

ー
・
オ
ブ
・
シ
ッ
ピ
ン
グ
︵
Ａ

Ｂ
Ｓ
︶
は
2
月
22
日
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
ジ
ェ
ン
ナ
ル
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
開
発
し
た
、

海
運
で
使
用
す
る
不
燃
性
電
池

技
術
に
対
し
て
新
技
術
認
定

︵
Ｎ
Ｔ
Ｏ
︶
す
る
と
発
表
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
２
月

24
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。

Ｅ

メ

ー

ル
　rept@

jetro.
go.jp

　
人
生
に
は
﹃
墓
場
ま
で
持
っ

て
い
く
話
﹄
が
あ
る
と
言
い
ま

す
。
確
か
に
人
が
絡
む
話
に
は

忖
度
も
生
ま
れ
ま
す
。
誰
に
も

体
験
し
た
秘
密
は
あ
る
で
し
ょ

う
ね
。
日
本
で
は
﹃
言
わ
ぬ
が

花
﹄
と
も
言
い
ま
す
。
し
か
し

私
は
自
分
で
見
て
聞
い
て
感
じ

た
事
を
記
録
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
若
い
頃
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

あ
り
ま
す
。
出
逢
い
が
人
生
の

チ
ャ
ン
ス
で
熱
量
が
あ
り
ま
し

た
。
個
人
事
業
主
の
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
は
山
あ
り
谷
あ
り
波
乱
の

連
続
。
個
人
の
集
ま
り
で
ス
ポ

ン
サ
ー
も
な
く
イ
ベ
ン
ト
で
世

界
へ
出
る
訳
で
す
。
失
敗
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
最
近
は
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
の
学
者
で
頻
繁
に
テ

レ
ビ
に
出
て
る
若
き
論
客
で
イ

ェ
ー
ル
大
学
助
教
授
の
成
田
悠

輔
氏
が
高
齢
者
は
﹃
集
団
自
決

か
集
団
切
腹
す
べ
き
﹄
の
持
論

を
披
露
し
て
こ
れ
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
が
掲
載
し
話

題
に
な
っ
て
ま
す
。
本
音
は
世

代
交
代
で
し
ょ
う
。
確
か
に
日

本
の
学
会
や
政
界
、
財
界
を
国

外
か
ら
見
れ
ば
歪
な
構
造
で
そ

れ
が
日
本
の
足
枷
だ
と
言
う
真

っ
当
な
指
摘
で
す
ね
。
地
方
に

も
歳
で
は
な
く
て
も
老
害
は
蔓

延
し
て
既
得
利
権
の
死
守
に
頑

な
輩
も
多
い
で
す
。
こ
れ
ま
で

私
は
銀
座
を
仕
事
の
拠
点
に

し
て
ほ
ぼ
30
年
間
に
な
り
ま

す
。
銀
座
の
﹃
沖
縄
物
産
館
わ

し
た
店
﹄
の
地
下
事
務
所
で
机

を
1
台
借
り
て
立
ち
上
げ
た
オ

ー
キ
ッ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ス
ク
ー
ル

は
﹃
国
際
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
協
会
﹄
と
な
り
や
が
て

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
バ
ブ

ル
で
﹃
株
式
会
社
銀
座
﹄
で
自

社
が
ビ
ル
が
如
く
の
家
賃
を
払

い
ま
す
。
そ
し
て
今
は
コ
ロ
ナ

騒
動
の
前
か
ら
銀
座
の
６
丁
目

は
み
ゆ
き
通
り
に
面
す
る
カ
ラ

オ
ケ
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
﹃
銀
座

パ
セ
ラ
﹄
の
３
部
屋
を
自
由
に

使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
勿

論
部
屋
代
も
な
く
て
も
飲
食
費

は
お
支
払
い
し
て
の
話
で
す
。

銀
座
の
一
区
画
全
部
に
地
下
２

階
上
２
階
に
と
全
部
で
60
数
室

の
個
室
と
聞
き
ま
す
。
以
前
に

歌
手
の
小
柳
ゆ
き
さ
ん
が
歌
っ

た
地
下
２
階
に
は
２
５
０
人
の

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
も
出
来
る
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
も
携
え
て
ま

す
。
確
か
こ
こ
の
オ
ー
ナ
ー
は

以
前
は
﹃
ス
キ
ー
に
連
れ
て
っ

て
﹄
の
頃
ス
キ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の

﹃
ビ
ク
ト
リ
ア
﹄
が
転
身
し
て

と
聞
い
て
ま
す
。
料
理
も
美
味

し
く
食
事
と
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り

上
が
り
ま
す
。
当
時
の
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
先
生
方
や
親

し
い
芸
能
人
や
知
り
合
い
の
政

治
家
と
交
流
に
常
に
使
用
し
て

ま
し
た
。
い
つ
だ
っ
た
か
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
三
越
の
渡
辺
社
長
は
初

対
面
で
の
﹃
い
き
な
り
の
カ
ラ

オ
ケ
で
す
か
！
﹄
と
ビ
ッ
ク
リ

さ
れ
た
り
大
使
館
員
も
招
待
し

た
り
民
間
交
流
に
も
使
用
し
て

い
た
の
で
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
社

の
幹
部
の
方
々
も
よ
く
見
え
て

ま
し
た
。
約
10
数
年
は
そ
う
い

う
時
期
が
続
き
多
い
に
歌
や
食

事
会
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ

の
中
で
企
業
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ

ク
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
の
上
下
関

係
を
私
達
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
も
人
に
出
逢
い
社
会
勉
強

に
も
な
り
男
性
社
会
文
化
の
現

実
も
見
た
思
い
だ
っ
た
で
し
ょ

う
ね
。
基
本
的
に
は
歌
を
歌
い

食
事
を
し
て
会
話
を
し
て
楽
し

い
宴
で
す
。
当
時
は
会
社
の
飲

み
会
は
自
由
参
加
で
す
。
会
社

の
奢
り
と
は
言
え
出
席
が
面
倒

な
人
も
い
た
で
し
ょ
う
ね
。
最

初
か
ら
ス
タ
ッ
フ
で
時
間
給
を

つ
け
て
る
人
も
居
ま
し
た
。
今

な
ら
ば
当
然
か
も
で
す
ね
。
い

ず
れ
に
せ
よ
そ
の
頃
の
交
際
費

は
カ
ラ
オ
ケ
の
パ
セ
ラ
に
10
年

間
で
も
３
億
円
以
上
は
使
っ
て

た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
私
の
パ

セ
ラ
と
の
縁
も
あ
り
今
は
創
業

者
と
し
て
一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｊ

国
際
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
連
盟
を
ひ

た
す
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
み
で

す
。
そ
う
す
る
う
ち
に
昔
し
か

ら
お
付
き
合
い
の
あ
っ
た
流
通

の
マ
ル
イ
さ
ん
か
ら
有
楽
町
出

店
の
話
が
出
て
き
ま
す
。

︵
か
じ
き
。
と
し
み
Ｉ
Ｆ
Ａ
花

の
あ
る
街
振
興
財
団
理
事
長
︶

米
政
府
が
初
回
住
宅
購
入
者
に
年
間
８
０
０
ド
ル
補
助

銀
座
を
仕
事
の
拠
点
に
し
て
30
年

 
梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

52

 

　
漫
画
家
ス
コ
ッ
ト
・
ア
ダ

ム
ス
氏
が
動
画
サ
イ
ト
で
人
種

差
別
的
な
発
言
を
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
国
内
で
多
数
の

新
聞
を
発
行
す
る
Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ

デ
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
や
Ｎ

Ｙ
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
デ
イ
リ
ー

ニ
ュ
ー
ズ
、
多
く
の
大
手
新
聞

社
が
次
々
に
、
同
氏
の
４
コ
マ

漫
画
﹁
デ
ィ
ル
バ
ー
ト
﹂
の
掲

載
を
取
り
下
げ
て
い
る
。 

　
ア
ダ
ム
ス
氏
は
２
月
22
日
に

配
信
し
た
自
身
の
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
番
組
﹁
リ
ア
ル
・
コ
ー
ヒ

ー
・
ウ
ィ
ズ
・
ス
コ
ッ
ト
・
ア

ダ
ム
ス
﹂
で
、
黒
人
系
米
国
人

を
﹁
扇
動
集
団
﹂
と
称
し
、
白

人
視
聴
者
に
向
け
﹁
黒
人
た
ち

か
ら
逃
れ
ろ
﹂
と
呼
び
か
け
た
。

同
氏
の
こ
の
発
言
は
、
保
守
系

世
論
調
査
会
社
ラ
ス
ム
セ
ン
・

レ
ポ
ー
ト
が
伝
え
た
﹁
53
％
の

黒
人
系
米
国
人
が
﹃
白
人
に
な

っ
て
も
い
い
﹄
と
思
っ
て
い
る
﹂

と
い
う
調
査
結
果
に
対
し
て

の
反
応
だ
っ
た
。
﹁It’

s O
K

 
to be W

hite

︵
白
人
に
な
っ

て
も
い
い
︶
﹂
と
い
う
陳
述
は
、

右
派
サ
イ
ト
が
ネ
ッ
ト
上
や
ス

ピ
ー
チ
で
頻
繁
に
使
用
し
、
ユ

ダ
ヤ
人
団
体
の
名
誉
毀
損
防
止

同
盟
︵
Ａ
Ｄ
Ｌ
︶
は
、
長
い
歴

史
に
基
づ
く
白
人
至
上
主
義
者

た
ち
の
﹁
ヘ
イ
ト
・
チ
ャ
ン
ト
﹂

と
非
難
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
。 

　
ア
ダ
ム
ス
氏
は
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で

Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
、
１
９
８
９
年

か
ら
Ｉ
Ｔ
企
業
で
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
勤
め
た
経
験
を
基
に
し

た
﹁
デ
ィ
ル
バ
ー
ト
﹂
の
連
載

を
開
始
し
た
。
管
理
的
で
典
型

的
な
企
業
社
会
を
皮
肉
と
ユ
ー

モ
ア
で
描
い
た
４
コ
マ
漫
画
は

人
気
を
博
し
、
こ
れ
ま
で
世
界

65
か
国
、
25
言
語
、
２
５
０
０

の
新
聞
で
掲
載
さ
れ
、
単
行
本

や
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ゲ
ー
ム
、
関
連
商
品
も
発

売
さ
れ
て
い
る
。
同
作
品
の
成

功
の
一
方
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を

嘲
笑
す
る
な
ど
、
た
び
た
び
言

動
が
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。

新
聞
４
コ
マ
漫
画
﹁
デ
ィ
ル
バ
ー
ト
﹂ 

差
別
的
発
言
で
各
紙
打
ち
切
り

http://www.rostamilaw.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.swlgpc.com/jp/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.nykoshin.com
mailto:info@tsutech.com
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こ
ん
に
ち
は
！ 

理
学
療
法

士
の
須
賀
で
す
。
今
回
は
ス
ポ

ー
ツ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
筋

膜
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皮
膚
の

少
し
下
で
、
全
身
を
ボ
デ
ィ
ー

ス
ー
ツ
の
よ
う
に
覆
い
、
神
経

の
セ
ン
サ
ー
を
豊
富
に
含
み
、

第
２
の
骨
格
と
も
言
わ
れ
る
筋

膜
。
そ
こ
に
過
去
の
怪
我
や
手

術
、
足
首
の
捻
挫
や
盲
腸
の
手

術
が
加
わ
る
と
ど
う
な
る
で
し

ょ
う
か
？
﹁
今
そ
こ
は
痛
く
な

い
か
ら
大
丈
夫
﹂
と
お
っ
し
ゃ

る
方
が
大
半
で
す
。
し
か
し
、

人
間
の
体
は
怪
我
や
手
術
な
ど

が
あ
る
と
そ
の
治
癒
過
程
で
く

っ
つ
き
ま
す
。
一
時
的
に
壊
れ

た
り
、
切
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
く

っ
つ
か
な
い
と
そ
の
ま
ま
治
ら

な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
く
っ
つ

い
た
状
態
を
癒
着
と
言
い
ま

す
。
癒
着
が
生
じ
る
と
そ
の
場

所
自
体
に
症
状
が
な
く
て
も
、

そ
こ
が
動
か
な
い
せ
い
で
、
全

身
の
他
の
場
所
が
引
っ
張
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
状
態
が

生
じ
る
と
、
足
首
の
過
去
の
怪

我
の
せ
い
で
膝
に
異
常
が
な
い

の
に
走
っ
た
時
に
硬
い
感
じ
が

す
る
、
過
去
の
盲
腸
の
手
術
の

せ
い
で
、
サ
ッ
カ
ー
で
ボ
ー
ル

を
蹴
る
と
き
に
股
関
節
︵
鼠
径

部
︶
に
違
和
感
が
あ
る
、
と
い

っ
た
こ
と
が
生
じ
得
ま
す
。
そ

の
状
態
を
放
置
す
る
と
、
知
ら

ぬ
間
に
ス
ポ
ー
ツ
中
の
動
き
も

硬
く
な
っ
た
り
、
自
分
の
イ
メ

ー
ジ
と
実
際
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
ず
れ
て
き
ま
す
︵
イ
ッ
プ

ス
の
状
態
の
要
因
の
一
つ
に
も

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
︶。

　
さ
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
筋

膜
は
２
〜
３
枚
の
層
構
造
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
深
筋

膜
と
い
う
筋
肉
の
直
上
を
覆
っ

て
い
る
筋
膜
に
つ
い
て
は
強
固

で
な
か
な
か
伸
び
な
い
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

筋
膜
の
層
の
間
は
動
く
と
言
わ

筋
膜
と
ス
ポ
ー
ツ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係

12

ち
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
日
本
理
学
療
法

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に

も
携
わ
っ
た
セ
ラ
ピ
ス

ト
。
世
界
初
でFascial 

Manipulation ®

の
認
定

を
取
得
し
た
筋
膜
の
専
門

家
。
専
門
は
筋
膜
、
め
ま

い
、
整
形
外
科
全
般
と
ス

ポ
ー
ツ
。

れ
て
い
る
の
で
、
皮
膚
を
さ
ま

ざ
ま
な
方
向
に
動
か
す
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

と
お
互
い
の
筋
膜
が
滑
っ
て
動

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
状

態
を
作
っ
て
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

を
し
て
い
く
と
、
筋
膜
の
状
態

を
保
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
実

際
に
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
村
で
選
手
の
治

療
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
動
か

し
づ
ら
い
、
違
和
感
と
痛
み
が

あ
る
と
い
う
方
々
に
上
記
の
よ

う
な
方
法
を
用
い
た
時
の
反
応

は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
　

　
違
和
感
や
動
き
に
く
さ
を
取

っ
て
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
も
っ
と
上
げ
た
い
！
と
言

う
方
は
ぜ
ひ
一
度
私
た
ち
に
ご

相
談
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。

■Dr. Kohei Suga

︵
須
賀
康
平
︶、
Ｐ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
、

Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｓ

  

日
米
で
の
臨
床
経
験
を
持

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
と
米
国
ヤ
ド
・
ヴ
ァ

シ
ェ
ム
協
会
︵
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｖ
︶
は

3
月
14
日
︵
火
︶
午
後
６
時
30

分
か
ら
、
Ｊ
Ｓ
︵
東
47
丁
目

３
３
３
番
地
︶
に
て
﹁
日
本
の

シ
ン
ド
ラ
ー
﹂
と
呼
ば
れ
る
杉

原
千
畝
の
生
涯
を
記
念
し
た

特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

当

日

は
﹁A

 C
oncert for 

Sugihara

﹂
を
4
月
19
日
に

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
公
演
す

る
チ
ェ
リ
ス
ト
、
ク
リ
ス
テ
ィ

ー
ナ
・
レ
イ
コ
・
ク
ー
パ
ー
を

迎
え
、
尺
八
奏
者
、
ザ
ッ
ク
・

ジ
ン
ガ
ー
と
共
に
ミ
ニ
・
コ
ン

サ
ー
ト
と
、
そ
の
後
ワ
イ
ン
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。

　
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
4
月

に
演
奏
さ
れ
る
杉
原
千
畝
の
英

雄
的
行
為
を
称
え
た
交
響
曲
の

委
嘱
は
、
ク
ー
パ
ー
の
ア
イ
デ

ア
で
実
現
さ
れ
た
。
彼
女
の
夫

の
父
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
ロ
ー

ゼ
ン
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

杉
原
が
在
リ
ト
ア
ニ
ア
日
本
国

副
領
事
と
し
て
発
行
し
た
ビ
ザ

に
よ
り
救
出
さ
れ
た
一
人
だ
っ

た
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で

学
ん
だ
ク
ー
パ
ー
は
、
ソ
ロ
や

室
内
楽
奏
者
と
し
て
世
界
の
舞

台
で
演
奏
し
、
そ
の
音
楽
の
多

様
性
と
芸
術
性
、
そ
し
て
カ
リ

ス
マ
的
な
存
在
感
で
世
界
中
か

ら
賞
賛
を
浴
び
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
杉
原

に
父
を
救
わ
れ
た
国
立
イ
デ
ィ

ッ
シ
ュ
劇
場
の
芸
術
監
督
、
ザ

ル
メ
ン
・
ム
ロ
テ
ッ
ク
も
登
場

し
、
自
身
の
家
族
の
物
語
に
つ

い
て
語
る
。

　
入
場
料
は
一
般
25
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
20
ド
ル
。
問
い
合
わ

せ
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

w
w

w
.japansociety.org

ジャパン・ソサエティーで3月14日コンサート

杉原千畝の
生涯を記念

　
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
運
営
す

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・

ア
メ
リ
カ
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス﹁
ｄ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ジ
ャ
パ
ン
﹂

は
日
本
の
ド
ラ
マ
や
映
画
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
、
ア
ニ
メ
か
ら
子
ど
も
番
組

ま
で
、
充
実
し
た
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
が
揃
っ
て
い
る
。

　
ド
ラ
マ
は
、
阿
部
寛
が
伝
説

の
弁
護
士
を
演
じ
る
﹁
ド
ラ
ゴ

ン
桜
﹂
や
木
村
拓
哉
主
演
の
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
﹁A
 LIFE

〜

愛
し
き
人
〜
﹂、
山
下
智
久
主

演
の
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ス
テ
リ

ー
﹁
イ
ン
ハ
ン
ド
﹂
や
、
松
重

豊
主
演
の
人
気
グ
ル
メ
ド
ラ

マ
﹁
孤
独
の
グ
ル
メ
﹂
シ
リ
ー

ズ
の
最
新
作
シ
ー
ズ
ン
10
の
ほ

か
、
斎
藤
工
主
演
で
秋
元
康
が

企
画
・
原
作
・
脚
本
を
担
当
し

た
新
感
覚
ド
ラ
マ
﹁
漂
着
者
﹂

も
追
加
さ
れ
た
。

　
映
画
は
、
夢
枕
獏
原
作
の
山

岳
小
説
を
映
像
化
し
た
岡
田
准

一
主
演
の
﹁
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト 

神
々
の
山
嶺
﹂
や
、
新
宿
・
歌

舞
伎
町
を
舞
台
に
中
国
系
マ
フ

ィ
ア
の
抗
争
を
描
い
た
懐
か
し

い
作
品
﹁
不
夜
城
﹂、
有
村
架

純
主
演
の
﹁
ビ
リ
ギ
ャ
ル
﹂
な

ど
が
視
聴
で
き
る
。
そ
の
ほ
か

ア
ニ
メ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
、
教
養

番
組
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
番
組
が
続
々
と
登
場
す

る
。
視
聴
料
金
は
月
額
９
ド
ル

99
セ
ン
ト
。
視
聴
方
法
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

dlibjapan.net/

を
参
照
。

ドラマ 「漂着者」

日本の人気番組を

オンデマンドで楽しめる

ｄライブラリジャパン

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www.funcphysio.com/dr-kohei-suga/?lang=ja 

http://kkobo.com/
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:9175773969
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
https://www.funcphysio.com/dr-kohei-suga/?lang=ja
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

　
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
駅
か

ら
車
で
30
分
ほ
ど
、
ハ
リ
マ
ン

州
立
公
園
の
西
側
、
タ
キ
シ
ー

ド
湖
の
東
側
を
走
る
17
号
線

の
、
こ
れ
と
言
っ
て
何
も
な
い

と
こ
ろ
に
小
さ
な
ス
ト
リ
ッ
プ

モ
ー
ル
が
ポ
ツ
ン
と
あ
る
。
ほ

ん
の
数
軒
の
店
が
並
ぶ
小
さ
な

モ
ー
ル
が
、
週
末
の
昼
時
に
な

る
と
駐
車
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
ほ
ど
賑
わ
う
。

　
そ
の
理
由
が
ベ
ー
カ
リ
ー
レ

ス
ト
ラ
ン
の
﹁
ド
ッ
テ
ィ
ー
・

何
も
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
人
気
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

■室内楽コンサート
　３月５日（日）午後３時開演。ウエスト
チェスターを拠点に活動する室内楽オーケ
ストラおよびアンサンブルのネットワーク

（Westchester Chamber Soloists/WCS）に
よるコンサート。演目はベートーベンのピア
ノコンチェルト４番、エルガーの弦楽セレナ
ーデ、トゥイレのピアノ五重奏曲など。会
場：サラ・ローレンス・カレッジ（1 Mead 
Way,Bronxville）チケット：23 ドル 41 セ
ントから。
https://www.westchesterchambersoloists.com/
■メープルシロップ作りとパンケーキの朝
食
　３月 11 日（土）午前９時から正午まで。
早春の自然の中、シュガーハウス（メープル
シロップを作る小屋）でメープル職人が行
うシロップ作りのデモンストレーション見
学と、パンケーキの朝食を楽しむイベント。
朝食にはパンケーキのほかスクランブルエ
ッグとベーコン、コーヒー／紅茶／オレンジ
ジュースがつく。場所：Green Chimneys 
Clearpool Campus（33 Clearpool Road, 
Carmel）料金：大人 10 ドル、10 才以下の
子供 8 ドル 50 セント。要予約。

には築百年近い古い建物が現存しており、
内部の見学ができる。農園では毎週水曜日
午前９時 30 分から 10 時 30 分まで、お話
やクラフト、動物とのふれあいなど子ども
向けのプログラムを開催している。場所：
Muscoot Farm（51 Rt. 100,Katonah） 入
場無料。https://www.muscootfarm.org/

オ
ー
ド
リ
ー
﹂。
な
ぜ
そ
ん
な

に
繁
盛
し
て
い
る
の
か
、
２
月

の
日
曜
日
に
訪
れ
て
み
た
。
モ

ー
ル
左
端
の
入
り
口
か
ら
入

り
、
店
内
で
食
べ
る
に
し
ろ
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
に
し
ろ
、
ま
ず
は

列
に
並
ぶ
。
順
番
を
待
つ
間
に

メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
オ
ー
ダ
ー
を

決
め
る
の
だ
が
、
品
数
の
多
さ

に
頭
が
ぐ
る
ぐ
る
す
る
わ
、
思

い
の
ほ
か
順
番
が
早
く
回
っ
て

く
る
わ
で
、
あ
わ
あ
わ
し
な
が

ら
注
文
を
決
め
た
。
レ
ジ
で
会

計
を
済
ま
す
と
、
何
や
ら
地
名

の
よ
う
な
名
前
を
言
わ
れ
、
そ

の
名
前
の
立
て
札
が
置
い
て
あ

る
テ
ー
ブ
ル
が
自
分
の
席
に
な

る
。
レ
ジ
の
あ
る
店
舗
部
分
は

狭
い
が
、
廊
下
を
通
っ
て
奥
に

行
く
と
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
テ
ー

ブ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
客
の

回
転
が
と
て
も
良
い
。
今
回
食

べ
た
の
は
グ
ラ
ナ
リ
ー
ブ
レ
ッ

ド
を
使
用
し
た
ル
ー
ベ
ン
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
︵
13
ド
ル
︶
と
バ
タ

ー
ミ
ル
ク
パ
ン
ケ
ー
キ
︵
10

3 月のイベント

Dottie Audrey's 
Bakery Restaurant

549 Rt. 17, Tuxedo Park, NY 10987
電話 845-915-3088

月・木・金 9:00-17:00 
土日 8:00-16:00 

火・水休業
www.dottieaudreys.com/

食べ歩き

　冬の終わり、でも春はまだ遠いニューヨ
ークの３月。郊外ならではのおすすめイベ
ントをご紹介。

www.greenchimneys.org/news-events/
event/maple-sugaring-pancake-breakfast/
■セントパトリックデー・パレード＠ホワ
イトプレーンズ
　３月 11 日（土）正午から。１９９８年か
ら開催されているパレードで、ママロネッ
クアベニューをオールドママロネックアベ
ニューの交差点から南下してメインストリ
ートを右折、シティホールへと向かう。
https://www.wpsaintpatricksdayparade.
com/
■ハドソンバレー春のレストランウィーク
　３月 20 日（月）から４月２日（日）まで。
ウェストチェスターやオレンジ、ダッチェ
スなどハドソンバレーの８つのカウンティ
のレストランが参加するレストランウィー
クではプリ・フィックスメニューが 24 ドル
95 セントから 44 ドル 95 セントまで４段
階に設定された値段のいずれかで楽しめる

（コースの内容は店ごとに異なる）。ウェブ
サイトには「Train to Table」という検索
機能があり、駅を選ぶと駅近の参加レスト
ランの一覧が出て、シティから電車で行け
る店が探せて便利。
https://valleytable.com/restaurant-week/
■健康エキスポ「ヘルス・バイブス・オン
リー！」
　３月 25 日（土）午前 10 時から午後４時
まで。家族全員を対象にしたアクティビテ
ィ、健康サービス、ウェルネス教育のイベ
ントで、メンタルヘルスやマッサージ、栄
養、ヨガ、フィットネスの専門家が参加する。
会場：St. Gabriel's Church の体育館（5 0 
Washington Ave,New Rochelle） 参 加 費
無料。
https://www.eventbrite.com/e/health-vibes-
only-westchester-expo-tickets-468434589467
■郡営農園の子ども向けプログラム
　マスクートファームはもともと個人所有
だった農園が郡の公園になったもので、広
大な土地には野原や森、湿地帯を歩く７マ
イルのトレイルが整備されている。敷地内

ド
ル
95
セ
ン
ト
︶。
ベ
ー
カ
リ

ー
だ
け
あ
っ
て
パ
ン
が
と
て
も

美
味
し
く
、
自
家
製
コ
ン
ビ
ー

フ
と
ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト
も
い
け

る
。
パ
ン
ケ
ー
キ
に
添
え
ら
れ

た
キ
ャ
ラ
メ
ル
バ
タ
ー
も
、
エ

ス
プ
レ
ッ
ソ
の
風
味
が
濃
厚
な

カ
フ
ェ
ラ
テ
も
文
句
な
し
。
全

て
自
家
製
の
食
材
で
豊
富
な
メ

ニ
ュ
ー
、
大
盛
り
、
そ
し
て
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
。
大
繁
盛

納
得
の
﹁
ド
ッ
テ
ィ
ー
・
オ
ー

ド
リ
ー
﹂
で
し
た
。

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://www.westchesterchambersoloists.com/
https://www.muscootfarm.org/
http://www.dottieaudreys.com/
http://www.greenchimneys.org/news-events/
https://www.wpsaintpatricksdayparade
https://valleytable.com/restaurant-week/
https://www.eventbrite.com/e/health-vibes-only-westchester-expo-tickets-468434589467
https://www.eventbrite.com/e/health-vibes-only-westchester-expo-tickets-468434589467
https://www.eventbrite.com/e/health-vibes-only-westchester-expo-tickets-468434589467
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MEN’S COLUMN
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

　
現
在
、
全
米
大
学
体
育
協
会
︵
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
︶
の
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
リ
ー
グ
・
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
1
に
入
る
サ
ー
ク
レ
ッ
ド
・
ハ

ー
ト
大
学
︵
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
︶
で
プ
レ
ー
す
る
榛
澤
力
選

手
︵
21
︶
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
強
豪
清
水

高
校
を
中
退
し
、
ま
ず
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
行
き
、
そ
の
後
米

国
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
、
今
季
か
ら
同
大
で
プ
レ

ー
し
て
い
る
。
Ｕ
20
お
よ
び
Ｕ
18
日
本
代
表
で
、
近
い
将
来
、

シ
ニ
ア
代
表
に
も
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
逸
材
と
言
わ
れ
る
。
２

月
21
日
、
同
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
リ
ー
ド
オ
フ
・
ス
ポ
ー
ツ

社
の
仲
介
を
得
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

︵
聞
き
手
・
本
紙
・
三
浦
良
一
︶

　
榛
澤
は
西
武
鉄
道
な
ど
で
プ

レ
ー
し
た
元
日
本
リ
ー
ガ
ー
の

父
親
の
淳
さ
ん
に
影
響
を
受

け
、
帯
広
近
郊
の
清
水
町
御
影

小
１
年
の
時
に
地
元
少
年
団
で

競
技
を
始
め
た
。
清
水
高
２
年

時
の
夏
に
悩
ん
だ
末
に
休
学

し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
。
18
歳

以
下
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
﹁
Ｕ
18

エ
リ
ー
ト
﹂
の
フ
ァ
ー
ル
ン
に

入
団
し
、
第
１
セ
ッ
ト
の
Ｆ
Ｗ

と
し
て
活
躍
し
た
。

　
現
在
21
歳
。
米
国
の
大
学
に

来
て
か
ら
今
シ
ー
ズ
ン
の
チ
ー

ム
の
成
績
は
リ
ー
グ
２
位
で
14

勝
８
敗
。
個
人
で
は
１
ゴ
ー

ル
、
３
ア
シ
ス
ト
。
フ
ォ
ワ
ー

ド
で
得
点
を
取
り
に
行
く
ポ
ジ

シ
ョ
ン
な
の
で
自
己
評
価
を
聞

く
と
﹁
１
０
０
点
満
点
中
50
点

く
ら
い
で
す
﹂
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。
２
０
２
２
〜

２
０
２
３
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
自

分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
プ
レ

ー
し
て
き
た
。
来
季
10
月
か
ら

の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
大
学
の

学
期
が
終
わ
る
５
月
中
旬
か
ら

一
時
帰
国
し
、
日
本
に
帰
っ
た

時
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
８
月

下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
再
び
米

国
に
戻
っ
て
く
る
予
定
だ
。

　
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
と
し

て
の
長
所
と
短
所
を
聞
く
と

﹁
長
所
は
ス
ピ
ー
ド
、
俊
敏
さ

が
一
番
の
強
み
。
サ
イ
ズ
︵
身

長
１
６
８
セ
ン
チ
、
72
キ
ロ
︶

は
周
り
の
選
手
と
比
べ
る
と
小

さ
い
方
な
の
で
、
抑
え
つ
け
ら

れ
た
り
バ
ト
ル
で
負
け
た
り
す

る
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
差
を
俊
敏
さ

で
カ
バ
ー
し
て
戦
え
て
い
る
﹂

と
話
す
。

　
高
校
を
中
退
し
て
ま
で
海
外

に
出
て
よ
か
っ
た
と
思
う
か
と

い
う
質
問
に
は
﹁
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
ね
。
悪
か
っ
た
と
そ

う
感
じ
た
こ
と
は
な
く
て
、
日

本
を
出
て
か
ら
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
選
手
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

で
き
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
け
ど
、
人
間
性
と
い
う
か
、

言
葉
の
壁
や
文
化
の
違
い
を
感

じ
た
り
と
か
し
て
、
日
本
に
い

た
ら
当
た
り
前
で
感
じ
な
か
っ

た
こ
と
と
か
が
、
い
ろ
ん
な
人

間
的
な
部
分
で
い
ろ
ん
な
こ
と

を
知
れ
て
、勉
強
で
き
て
い
て
、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
が
中
心
の
人

生
で
す
け
ど
、
本
当
に
、
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
が
な
く
な
っ
た
と

し
て
も
一
生
の
自
分
の
宝
物
に

な
る
生
活
が
で
き
て
い
る
な
と

感
じ
て
い
ま
す
﹂
と
語
っ
た
。

　
３
月
中
旬
ま
で
の
プ
レ
ー
オ

フ
期
間
中
も
榛
澤
さ
ん
が
出
る

試
合
が
何
度
か
あ
り
そ
う
だ
と

い
う
。
１
週
間
く
ら
い
前
か
ら

の
練
習
メ
ン
バ
ー
構
成
で
試
合

に
出
る
か
外
れ
る
か
は
大
体
わ

か
る
そ
う
だ
。
最
後
に
本
紙
読

者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
す

る
と
﹁
僕
は
大
学
で
ホ
ッ
ケ
ー

を
や
っ
て
い
て
、
こ
こ
で
プ
ロ

を
目
指
し
て
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
っ

て
い
る
の
で
、
も
し
機
会
が
あ

っ
た
ら
ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く
れ

る
と
頑
張
れ
ま
す
﹂
と
笑
顔
を

見
せ
て
話
し
て
く
れ
た
。

　
試
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
問
い
合
わ
せ
は
リ
ー
ド
オ

フ
・
ス
ポ
ー
ツ
社
の
白
井
さ
ん

︵info@
leadoffsports.nyc

︶

ま
で
。

僕
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
中
心
の
人
生
だ
け
ど

そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
大
切
な
宝
物
を
海
外
で
見
つ
け
た

NCAA

アイスホッケー選手

榛澤力さん（21）

Photo: Sacred H
eart U

niversity

https://www.bozubrooklyn.com/
https://america-keitai.com/
mailto:info@leadoffsports.nyc%EF%B8%B6
mailto:info@leadoffsports.nyc%EF%B8%B6
mailto:info@leadoffsports.nyc%EF%B8%B6
mailto:info@leadoffsports.nyc%EF%B8%B6
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 SCHOOL LIFE  新学期
特集

 特集で紹介する教育機関リスト
   全日制日本人学校
■スターチャイルド・デイケア
■こどものくに幼稚園
■リセ・ケネディ日本人学校

（＊補習校も併設）
■ニューヨーク育英学園
■フレンズアカデミー
■ニューヨーク日本人学校
■ニュージャージー日本人学校
■ニューヨーク市立ＰＳ１４７
■あおぞらアカデミー
■ＮＪこぐま幼稚園

補習授業校
■Alto 日本語補習校
■育英サタデー・サンデー・
　アフタースクール
■プリンストン日本語学校
■ニューヨーク補習授業校
■ニュージャージー補習授業校
■ブルックリン日本語学園

学習塾
■駿台ニューヨーク校・
　ニュージャージー校
■早稲田アカデミーニューヨーク校
■Ｚ会・栄光ラーニングセンター
■おかがき ONLINE SCHOOL
■みらい塾
■ヴァーテックス・
　エデュケーションズ

 

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
は
、
21
世
紀
の
国
際
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。
同
校
の
前
身
は

１
９
６
４
年
設
立
の
フ
ラ
ン
ス

人
学
校
で
あ
り
、
そ
の
後
、
所

在
地
や
就
学
年
限
、
内
容
の
変

遷
を
経
て
、
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン

ト
ラ
ル
駅
近
く
の
現
在
地
に
開

設
さ
れ
た
の
は
１
９
９
７
年
。

同
校
に
は
全
日
課
程
と
土
曜
課

程
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
全
日

課
程
に
は
幼
児
ク
ラ
ス
︵
3
〜

５
歳
児
の
異
年
齢
保
育
︶
を
、

土
曜
課
程
に
は
幼
児
部
︵
３
、

４
、５
歳
児
年
齢
別
︶、
小
学
部
、

中
学
部
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、

２
０
２
１
年
度
よ
り
高
等
部
も

開
設
さ
れ
、
毎
週
土
曜
日
2
時

間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　
全
日
課
程
幼
児
部
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
保
健
局
の
監
督
の
も

と
、
文
部
科
学
省
が
定
め
る
幼
稚

園
教
育
指
導
要
領
を
基
に
独
自

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
実

施
し
て
い
る
。
子
供
の
生
活
の
中

心
で
あ
る
﹁
遊
び
﹂
を
通
し
て
好

奇
心
や
探
求
心
を
育
て
る
と
と

も
に
、
集
団
行
動
で
は
礼
儀
を
身

に
つ
け
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

育
む
こ
と
を
目
指
す
。

　
土
曜
課
程
幼
児
部
で
は
日
本

語
の
習
得
と
日
本
文
化
の
継
承

を
中
心
と
し
た
保
育
が
行
わ
れ

る
。
各
年
齢
の
発
達
段
階
を
考

慮
し
た
﹁
聞
く
、
話
す
、
読
む
、

書
く
﹂
活
動
を
保
育
の
な
か
に

組
み
入
れ
、
小
学
生
以
降
の
学

習
へ
の
準
備
を
し
て
い
る
。

　
土
曜
課
程
小
学
部
・
中
学
部

は
、
国
語
・
算
数
を
中
心
に
日

本
の
教
科
書
を
使
っ
て
指
導
を

行
う
。﹁
言
葉
は
知
的
活
動
の

基
礎
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
知
的

好
奇
心
を
育
み
自
分
で
考
え
学

ぶ
習
慣
を
持
た
せ
て
い
る
。﹁
考

え
る
↓
分
か
る
↓
楽
し
い
﹂
の

体
験
的
な
活
動
の
な
か
で
国
語

学
習
を
読
書
力
へ
と
つ
な
げ
、

語
彙
を
増
や
し
、
世
界
を
知
り

他
者
を
慈
し
む
気
持
ち
を
育
て

て
い
く
。
高
等
部
は
１
〜
３
年

を
1
ク
ラ
ス
に
し
た
2
時
間
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
。
日
本
の
高

校
教
科
書
に
基
づ
く
漢
字
や
古

典
の
知
識
の
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
資
料
制
作
活
動
も
行
う
。

　
２
０
２
３
年
度
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
は
7
月
３
日
︵
月
︶
か
ら

７
月
28
日
︵
金
︶
ま
で
４
週
間

に
わ
た
っ
て
実
施
。
１
週
間
ご

と
の
参
加
が
可
能
で
あ
る
。

 

日
本
文
化
を
大
切
に
す
る
心

を
養
い
、
国
際
人
を
育
て
る

 

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

   リセ・ケネディ
日本人学校

  Lyceum Kennedy
Japanese School

 225 E. 43rd St. 
New York, NY 10017

Tel: 212-681-7929
www.lyceumkennedy.org

JapaneseSchool@lyceumkennedy.org

 

　
海
外
で
あ
っ
て
も
、
子
供
た

ち
が
心
身
共
に
健
や
か
な
幼
児

期
を
過
ご
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
成
長
と
発
達
が
で
き
る
よ

う
に
と
設
立
さ
れ
、﹁
幼
児
の

た
め
の
最
良
の
母
国
語
環
境
﹂

を
提
供
し
て
い
る
。

　
人
格
形
成
の
基
礎
が
つ
く
ら

れ
る
幼
児
期
に
は
、
母
国
語

に
よ
る
﹁
遊
び
こ
み
﹂
の
体

験
が
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
に

立
ち
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
保

育
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
た
年
齢

別
ク
ラ
ス
の
保
育
を
柱
に
、
社

会
性
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む

﹁
縦
割
り
保
育
﹂、
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
Ｅ
Ｓ
Ｌ
も
取
り
入
れ
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
異

文
化
交
流
も
実
施
。
日
本
語
の

理
解
力
や
表
現
力
を
楽
し
い
遊

び
の
体
験
を
通
し
て
培
い
、
自

信
や
意
欲
を
育
て
、﹁
自
ら
考

え
、
行
動
で
き
る
子
ど
も
像
﹂

を
目
指
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

認
可
私
立
学
校
法
人
。

◎
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き

な
柱
の
一
つ
は
﹁
こ
と
ば
の
ク

ラ
ス
﹂。
5
歳
以
上
は
英
語
ま

た
日
本
語
を
選
択
し
、
レ
ベ
ル

に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
毎
日

行
わ
れ
る
。
現
地
校
生
活
の
手

助
け
と
な
る
英
語
ク
ラ
ス
︵
Ｅ

Ｓ
Ｌ)

、
ま
た
は
日
本
語
ク
ラ

ス
で
長
い
ア
メ
リ
カ
生
活
で
少

し
不
安
に
な
っ
て
き
た
日
本
語

力
を
夏
の
間
の
集
中
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
っ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
。
こ
の
夏
は
﹁
職
業
体

験
ワ
ー
ル
ド
﹂
を
テ
ー
マ
に
、

毎
週
色
々
な
仕
事
の
世
界
を
体

験
し
て
い
く
。
広
い
園
庭
や
室

内
の
ホ
ー
ル
な
ど
様
々
な
場
所

を
使
っ
て
、
水
遊
び
か
ら
各
種

ス
ポ
ー
ツ
ま
で
楽
し
み
は
盛
り

だ
く
さ
ん
。

 

日
本
語
幼
稚
園
と
し
て
48
年
の
歴
史

 
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

 こどものくに幼稚園
Kodomono Kuni

252 Soundview Ave.
White Plains, NY 10606

Tel: 914-949-0067 
Fax: 914-949-0247
www.kodomony.org
kk@kodomony.org

 

　﹁
和
の
保
育
﹂
と
し
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
に
開
園
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
公
認
の
日
系
デ
イ
ケ

ア
・
ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
。﹁
遊

び
を
通
し
て
友
情
を
育
む
﹂
を

保
育
理
念
に
、
日
本
で
の
保
育

経
験
を
持
つ
職
員
を
中
心
に
、

日
本
の
保
育
園
と
同
様
の
ケ
ア

を
目
指
し
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
の
成
長
に
合
わ

せ
、
日
本
語
に
よ
る
日
本
の
保

育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
社
会

性
や
協
調
性
、
人
を
思
い
や
る

心
を
育
て
る
幼
少
期
に
お
け
る

多
様
性
か
ら
の
学
び
も
目
標
に

し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ス
は
満
６
か
月
か
ら
の

﹁
こ
と
り
ク
ラ
ス
﹂
と
﹁
う
さ

ぎ
ク
ラ
ス
﹂
が
あ
る
。
季
節
の

歌
を
始
め
と
し
た
、
手
遊
び
、

か
ら
だ
遊
び
、
製
作
な
ど
、
日

本
の
保
育
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
魅
力
の
ひ
と
つ
。
ま
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
事
か

ら
、
節
分
や
ひ
な
祭
り
と
い
っ

た
日
本
の
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、

イ
ー
ス
タ
ー
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と

い
っ
た
様
々
な
行
事
も
取
り
入

れ
て
い
る
。
ま
た
同
様
の
施
設

に
て
、
土
曜
日
は
補
習
塾
サ
タ

デ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
寺
子
屋
を
開

講
。
デ
イ
ケ
ア
、
サ
タ
デ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
共
に
見
学
は
随
時
受

付
中
︵
要
予
約
︶。
ま
た
、
大

人
向
け
日
本
語
ク
ラ
ス
も
開
講

準
備
中
。

和
の
保
育
で
日
本
語
で

考
え
る
力
の
育
成

 

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
・
デ
イ
ケ
ア

  スターチャイルド・デイケア
 イーストビレッジ園

435 E. 6th St., #1F or #1R 
(Between 1st Ave. & Avenue A) 

New York, NY 10009
daycare@starchildny.com 

www.starchildny.com
    @starchildny6st

　
Ａ
ｌ
ｔ
ｏ 

日
本
語
補
習
校

は
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
個

性
に
合
わ
せ
て
、
学
習
内
容
や

方
法
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る

新
し
い
か
た
ち
の
補
習
校
で
あ

る
。

　
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
教
育
も
変
わ
ら
な
け

れ
ば
時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
し

ま
う
。
子
ど
も
た
ち
は
、
一
人

ひ
と
り
違
う
の
だ
か
ら
、
学
習

の
内
容
、
教
師
の
教
え
方
、
勉

強
の
仕
方
は
違
っ
て
当
た
り

前
。
教
師
と
児
童
・
生
徒
の
割

合
が
１

：

８
で
あ
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
と
き
ち
ん

と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に

最
適
な
環
境
を
徹
底
的
に
追
求

し
た
の
が
Ａ
ｌ
ｔ
ｏ 

日
本
語
補

習
校
で
あ
る
。
画
一
的
な
一
斉

指
導
で
は
な
く
、
自
由
進
度
・

個
別
学
習
を
学
び
の
中
心
と
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
主

体
的
に
楽
し
く
学
習
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

︻
季
節
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

大
人
気
︼

　
全
８
週
間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、
水
泳
、
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
イ
、
生
花
、
リ
ア
ル
脱
出
ゲ

ー
ム
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
夢

中
に
な
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

直
近
の
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

で
は
﹁
日
本
一
周
﹂
と
い
う
テ

ー
マ
を
掲
げ
、
各
地
の
郷
土
料

理
を
自
分
た
ち
で
作
っ
た
り
、

伝

統

工

芸

品

の

制

作

に

挑

戦

し

た
り
す
る
。

Alto 日本語補習校
一
人
ひ
と
り
に
適
切
な
学
習
を
提
供
で
き
る

教
師
と
子
ど
も
の
割
合
１

：

８
の
補
習
校

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
︵
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
︶

  Alto 日本語補習校 
Alto Japanese School 

 370 Lexington Ave, Suite 1804
New York, NY10017 

グランドセントラル駅徒歩３分  
Tel: 646-649-3100
info@alto-edu.com
https://alto-edu.com 

           alto.weekendschool

自
由
進
度
・
個
別
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
は
、
海
外
で

も
日
本
人
教
育
機
関
が
集
中
す
る
有

数
の
場
所
だ
。
全
日
制
日
本
人
学
校
、

補
習
授
業
校
、
学
習
塾
と
教
育
の
選

択
肢
が
充
実
し
て
い
る
。
米
国
の
新

学
期
は
9
月
だ
が
、
在
米
の
日
本
人

向
け
教
育
機
関
の
ほ
と
ん
ど
の
学
校

が
日
本
式
の
4
月
方
式
を
採
用
し
て

い
る
。
Ｎ
Ｙ
地
域
の
日
本
人
向
け
教

育
機
関
を
紹
介
す
る
。

http://www.lyceumkennedy.org
mailto:JapaneseSchool@lyceumkennedy.org
http://www.kodomony.org
mailto:kk@kodomony.org
mailto:daycare@starchildny.com
http://www.starchildny.com
mailto:info@alto-edu.com
https://alto-edu.com
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文
部
科
学
省
認
可
の
日
本

語
、 

補
習
授
業
校
で
あ
り 

Ｎ

Ｊ
州
承
認
非
営
利
団
体
で
も
あ

る
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

(

生
徒
数
２
７
０
人
、
濟
藤
和

彦
校
長)

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
中
心
部
の
緑
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。

同
校
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
海

外
子
女
教
育
お
よ
び
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
教
育
の
実
績
に
基
づ
い
て

考
案
さ
れ
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
継
承

語
教
育
の
先
駆
的
な
存
在
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
同
校
の
提
供
す
る
コ
ー
ス
に

は
、

・
文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要

領
に
そ
っ
た
教
科
学
習
や
日
本

語
力
の
維
持
向
上
を
め
ざ
す
児

童
・
生
徒
の
た
め
の
補
習
校
部

コ
ー
ス(

４
月
開
講)

・
継
承
語
と
し
て
の
日
本
語
と

日
本
文
化
を
習
得
し
た
い
長
期

滞
在
・
永
住
家
庭
の
児
童
・
生

徒
の
た
め
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ

ー
ス(

４
月
開
講)

・
日
本
語
を
外
国
語
と
し
て
学

び
た
い
児
童
・
生
徒
や
成
人
の

た
め
の
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス (

９
月
開
講)

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
コ
ー
ス
︵
10
月
開
講)

な
ど

が
あ
る
。

　

多
様
で
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
、
Ｎ
Ｊ
州
全
域
は
も
と
よ

り
近
隣
他
州
か
ら
も
幼
児
、
児

童
・
生
徒
、
成
人
が
集
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
3
歳
か
ら
5
歳

ま
で
の
子
供
を
日
本
語
で
保
育

す
る
幼
稚
部
、
さ
ら
に
、
高
等

部
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

　
経
験
豊
富
で
熱
心
な
教
職
員

は
、
毎
月
定
期
研
修
を
行
い
、

近
隣
の
補
習
授
業
校
や
日
本
人

学
校
へ
の
視
察
研
修
お
よ
び
情

報
交
換
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
外
部
の
専
門
家
に

よ
る
教
育
講
演
会
や
書
道
師
範

に
よ
る
書
初
め
、
節
分
、
七
夕

祭
、
運
動
会
、
学
芸
会
・
学
習

発
表
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ

イ
な
ど
﹁
日
本
語
学
校
﹂
な
ら

で
は
の
行
事
を
通
じ
て
、
日
本

文
化
・
伝
統
に
触
れ
る
機
会

を
設
け
た
り
、
中
高
生
に
よ
る

表
現
学
習
発
表
会
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
・
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て

表
現
力
の
育
成
を
図
っ
た
り
し

て
、
個
々
の
目
的
や
目
標
に
沿

っ
た
最
適
な
学
習
環
境
を
提
供

し
て
い
る
。

多
様
化
す
る
日
本
語
学
習
者
へ
の

対
応
ー
先
駆
的
存
在

 

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

 プリンストン
日本語学校
 Princeton Community 
Japanese Language 
School
 事務局 : 14 Moore St., 
Princeton, NJ 08542
Tel: 609-683-5080   
offi ce@pcjls.org

校舎および日曜事務局 : 
ライダー大学内
ビエレンバーム・
フィッシャーホール
Rider University, 
Bierenbaum Fisher Hall 
2083 Lawrenceville Rd., 
Lawrenceville, NJ 08648
Tel: 609-903-9014   
www.pcjls.org

 

　
幼
児
部
で
は
、
日
本
の
文
部

科
学
省
が
定
め
る
幼
稚
園
教
育

要
領
、
保
育
５
領
域
に
加
え
、

英
語
を
取
り
入
れ
た
保
育
課
程

を
編
成
し
、
３
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
の
年
齢
別
保
育
を
行
っ

て
い
る
。

　
小
学
部
は
文
部
科
学
省
の
定

め
る
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く

教
科
指
導
の
ほ
か
に
英
語
︵
週

10
時
間
︶
を
加
え
た
教
育
課
程

を
編
成
し
、
密
度
の
高
い
教
育

を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
書

き
初
め
や
餅
つ
き
、
節
分
、
ひ

な
祭
り
、
子
供
の
日
、
運
動
会

や
遠
足
な
ど
の
日
本
の
行
事
の

ほ
か
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
の

米
国
の
行
事
も
多
く
取
り
入
れ

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
文
化
交
流
や

野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
部
な
ど
放
課
後
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
夏
に
は
毎
年
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
。
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
や

野
球
教
室
、
日
本
語
教
室
、
宿

泊
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
内
部
生
、

外
部
生
か
ら
好
評
を
博
し
て
い

る
。
冬
に
は
週
末
に
ス
キ
ー
教

室
が
あ
り
、
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
の
日
帰
り
や
宿
泊
キ
ャ

ン
プ
も
盛
ん
だ
。

　
93
年
秋
か
ら
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
︵
幼
児
部
、
小
学
部
、
中
学

部
、
高
等
部
︶
を
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
に
開
設
。

２
０
０
０
年
に
は
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
、
07
年
に
は
長
時
間
保

育
部
門
﹁
き
り
ん
の
へ
や
﹂
や

言
語
学
習
の
た
め
の
﹁
り
ん
ご

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
﹂、
08

年
に
は
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
も

開
設
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
教
育
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
フ
レ
ン
ズ

ア
カ
デ
ミ
ー
が
２
０
１
５
年
９

月
に
西
１
０
３
丁
目
へ
移
転
し

た
の
に
伴
い
、
同
校
内
に
全
日

制
の
﹁
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
﹂
が

開
園
し
た
。
閑
静
な
住
宅
地
の

中
に
広
く
、
落
ち
着
い
た
教
室

や
保
育
室
を
有
し
て
い
る
。
公

園
に
も
近
く
、
の
び
の
び
と

し
た
保
育
活
動
を
実
践
し
て
い

る
。
２
０
２
１
年
春
よ
り
、
日

曜
日
に
教
科
書
準
拠
の
小
学
生

オ
ン
ラ
イ
ン
国
算
教
室
が
開
設

さ
れ
た
。

バイリンガル教育の学校
日本式で幼小一貫 43 周年目

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

 ニューヨーク育英学園
  8 West Bayview Ave., Englewood Cliffs, NJ 07632

www.JapaneseSchool.org
ニューヨーク育英学園全日制、育英サタデーＮＪ校、
アフタースクール
育英サンデーＮＪ校 Tel : 201-947-4832
フレンズアカデミー Tel : 212-935-8535
育英サタデー・マンハッタン校 Tel : 201-947-4832
育英サタデー・ポートワシントン校

（月〜金 Tel : 516-767-3139）
りんごラーニングセンター Tel : 201-947-4707

　
現
地
校
に
通
う
子
ど
も
達
の

為
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学

園
運
営
に
よ
る
、
土
曜
補
習
校

と
し
て
１
９
９
３
年
に
設
立
。

幼
児
部
で
は
日
本
の
幼
稚
園
教

育
要
領
に
そ
っ
て
四
季
折
々
の

行
事
を
取
り
入
れ
た
保
育
を
行

っ
て
い
る
。
小
学
部
で
は
文
部

科
学
省
の
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
国
語
、
算
数
、
理
科
、

社
会
、
生
活
、
体
育
の
他
、
音

楽
や
図
工
も
取
り
入
れ
た
年
間

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い

る
。
中
学
部
で
は
国
語
、
数
学
、

社
会
、
理
科
の
他
、
絵
画
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
も
取
り
入
れ

て
い
る
。 

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

校
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
に

は
高
等
部
が
あ
り
、
国
語
、
数
学
、

社
会
な
ど
を
学
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
土
曜
日
に
通
え
な
い

児
童
生
徒
の
為
に
週
日
放
課
後

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
︵
幼
児
部
・

小
学
部
︶
や
日
曜
日
の
サ
ン
デ

ー
ス
ク
ー
ル
︵
幼
児
部
・
小
学

部
︶が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

各
校
舎
ま
で
の
通
学
が
難
し
い

児
童
を
対
象
の
日
曜
日
午
前
中

実
施
の
﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
国
算
教

室
﹂
や
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
日

時
に
学
習
で
き
る
﹁
ホ
ー
ム
ス

ク
ー
ル
シ
ス
テ
ム
﹂
を
用
意
し

て
お
り
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
し
て

い
る
。
各
校
と
も
放
課
後
の
ク

ラ
ブ
活
動
が
充
実
し
て
い
る
。

育
英
サ
タ
デ
ー
・
サ
ン
デ
ー
・
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

 育英サタデー NJ 校、

育英サンデー、アフタースクール
  8 West Bayview Ave., Englewood Cliffs, NJ 07632

Tel: 201-947-4832
www.JapaneseSchool.org  info@nyikuei.org

育英サタデーポートワシントン校 Tel：516-767-3139、516-455-3871
育英サタデーマンハッタン校 Tel：201-947-4832  土のみ 201-637-3927

オンライン国算教室　Tel：201-947-4707

週
一
回
の
楽
し
み
が
集
ま
る
学
び
舎
、

日
本
語
で
学
ぶ
子
ど
も
達
の
母
校

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ブ
ラ
ン
チ
と
し

て
１
９
９
７
年
に
開
校
。
日
系
、

長
期
・
短
期
滞
在
、
国
際
結
婚

な
ど
の
様
々
な
背
景
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の
伝
統

や
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
、
日
本
語
に
よ
る
子
ど
も
た

ち
の
人
格
形
成
の
基
礎
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。
ア
ッ
パ
ー

ウ
エ
ス
ト
の
閑
静
な
住
宅
地
の

中
に
５
０
０
０
ス
ク
エ
ア
フ
ィ

ー
ト
の
敷
地
面
積
を
誇
り
、
広

く
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
教
室

や
保
育
室
を
有
し
て
お
り
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局
認
可
の

プ
リ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

　
週
日
は
、
就
学
前
の
幼
児
を

対
象
に
、
一
歳
か
ら
親
子
で
参

加
す
る
﹁
親
子
教
室
ひ
よ
こ

組
﹂、
二
歳
か
ら
の
﹁
幼
児
教
室

い
ち
ご
組
﹂、
三
歳
か
ら
の
﹁
た

ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
﹂
と
、
年
齢
別

に
三
つ
の
ク
ラ
ス
を
展
開
し
て

い
る
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
日
々

の
発
見
や
体
験
を
大
切
に
、
子

ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
び
や
か

に
育
む
と
と
も
に
、
集
団
の
生

活
を
通
し
て
社
会
性
の
基
礎
を

培
っ
て
い
る
。
母
国
語
で
あ
る

日
本
語
環
境
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
年
齢
に
応
じ
た
英
語
の
時

間
︵
週
一
〜
二
回
︶
を
設
け
、

楽
し
み
な
が
ら
英
語
の
コ
ミ
ュ

二
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
国
際

感
覚
の
芽
を
育
て
て
い
る
。
運

動
会
や
子
ど
も
の
日
の
集
い
、

七
夕
、
餅
つ
き
な
ど
、
日
本
な

ら
で
は
の
年
間
行
事
を
通
し
て
、

日
本
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
大

切
に
し
て
い
る
。
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
は
、
幼
児
か
ら
小
学
生

を
対
象
と
し
た
、﹁
う
ん
ど
う
ク

ラ
ブ
﹂、﹁
ピ
ア
ノ
教
室
﹂、﹁
バ

イ
オ
リ
ン
教
室
﹂
な
ど
、
日
本

語
に
よ
る
様
々
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
語
の

習
得
を
目
指
し
た
﹁
ひ
ら
が
な

教
室
﹂
や
﹁
国
語
教
室
﹂
で
は
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
や
目
標
、
日
本

語
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
少

人
数
に
よ
る
教
育
を
行
な
っ
て

い
る
。
週
末
は
、
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
幼
児
・

小
学
生
を
対
象
と
し
た
日
本
語

補
習
ク
ラ
ス
を
開
講
し
て
お
り
、

現
地
校
に
通
う
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
利
用
し
て
い
る
。

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

 フレンズアカデミー
 Friends Academy of Japanese Children’s Society, INC.
  310 West 103rd St.,New York, NY 10025

www.JapaneseSchool.org
friends.nyikuei@gmail.com

Tel: 212-935-8535
たんぽぽ幼稚園、幼児教室、親子教室、

アフタークラス、ウィークエンドスクール

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

体
得
し
つ
つ
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
し

て
生
き
る
柔
軟
な
心
を
養
う
学
び
舎

http://www.pcjls.org
mailto:office@pcjls.org
http://www.JapaneseSchool.org
http://www.JapaneseSchool.org
mailto:info@nyikuei.org
http://www.JapaneseSchool.org
mailto:friends.nyikuei@gmail.com
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 ● NY 日本人教育審議会運営の４校●

運
動
会

パ
ラ
マ
ス
校
舎

 

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
︵
児
童
生
徒
数
３
６
１
人
、

高
畑
誠
校
長
︶
は
、
文
部
科
学

省
の
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
国

語
・
算
数
︵
数
学
︶・
社
会
︵
生

活
︶
科
の
学
習
を
通
し
て
、
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
で
国
際
性
豊
か
な

子
供
の
育
成
を
進
め
て
い
る
。

︻
幼
小
中
高
の
一
貫
教
育
︼

　
幼
児
部
・
初
等
部
・
中
等
部
・

高
等
部
に
加
え
、
日
本
語
を
学

ぶ
国
際
学
級
も
設
置
。
週
１
回

土
曜
︵
42
日
︶
の
授
業
や
行
事

を
通
し
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
、
子
供
た
ち
同
士
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
一
貫
教
育
を

行
う
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
派

遣
の
校
長
を
中
心
に
し
て
教
員

の
校
内
研
修
を
重
ね
、
授
業
や

生
徒
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

︻
教
育
目
標
︼

１ 

日
本
語
を
意
欲
的
に
学
び
、

日
本
の
文
化
に
親
し
む
。

２ 

日
本
語
、
算
数
・
数
学
の
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

を
習
得
す
る
。

３ 

お
互
い
に
良
さ
を
認
め
合

い
、
友
達
と
の
対
話
を
通
し
て

学
び
を
深
め
る
。

︻
恵
ま
れ
た
学
習
環
境
︼

　
緑
豊
か
で
四
季
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
静
か
な
学
習
環
境

の
中
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活

用
し
た
﹁
分
か
る
授
業
﹂
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の

意
欲
を
高
め
、
自
信
を
持
た
せ
、

保
護
者
の
願
い
に
応
え
る
教
育

を
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、
運
動
会
、
中
高
等
部

の
遠
足
、
文
化
祭
、
春
・
秋
の

幼
児
部
の
遠
足
、
親
子
ク
ッ
キ

ン
グ
、
夏
の
水
遊
び
、
児
童
会

球
技
大
会
な
ど
多
彩
な
学
校
行

事
を
実
施
。
豊
か
な
国
語
力
の

育
成
を
目
指
し
、
作
文
や
硬
筆

コ
ン
ク
ー
ル
、
漢
字
検
定
、
毛

筆
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い

る
。
さ
ら
に
七
夕
や
雛
飾
り
、

夏
休
み
作
品
展
な
ど
父
母
の
会

主
催
の
季
節
の
行
事
に
加
え
、

放
課
後
に
は
各
種
ク
ラ
ブ
活
動

や
、﹁
化
学
教
室
﹂
な
ど
の
体

験
教
室
も
催
さ
れ
、
毎
回
多
く

の
子
供
が
楽
し
ん
で
い
る
。
言

葉
や
発
達
な
ど
の
悩
み
に
は
専

門
の
臨
床
心
理
士
に
よ
る
教
育

相
談
も
行
っ
て
い
る
。

 

す
べ
て
は
子
供
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

 

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

   ニュージャージー
補習授業校
 The Japanese Weekend 
School of New Jersey

水
遊
び

 2 Executive Dr., Suite 280, Fort Lee, NJ 07024（事務所）
Tel: 201-585-0555   Fax: 201-585-1981

www.jwsnj.org   njws@jwsnj.org 新年の集い

育
成
﹂、﹁
広
く
物
事
を
考
え
て

自
ら
実
践
す
る
人
間
育
成
﹂
の

も
と
、
幼
児
部
年
中
か
ら
高
等

部
２
年
ま
で
を
併
設
し
た
一
貫

教
育
機
関
で
あ
る
。
日
本
国
内

よ
り
校
長
・
教
頭
が
派
遣
さ
れ
、

文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要
領

に
準
拠
し
た
独
自
の
基
底
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
学
習
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
授
業
は
週
１
回

︵
年
間
４
３
日
︶、
土
曜
に
ポ
ー

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
︵
Ｗ
校
︶
と
ベ

イ
サ
イ
ド
︵
Ｌ
Ｉ
校
︶
に
あ
る

借
用
校
で
行
わ
れ
る
。

　
保
護
者
と
共
に
盛
り
上
げ
る

運
動
会
、
の
み
の
市
、
秋
祭

り
、
も
ち
つ
き
大
会
、
授
業
で

は
、
書
き
初
め
、
節
分
、
百
人

一
首
、
七
夕
行
事
な
ど
日
本
文

化
の
体
験
を
行
っ
て
い
る
。
中
・

高
等
部
を
中
心
と
し
た
球
技
大

会
、
バ
ザ
ー
、
レ
ク
活
動
等
の

生
徒
会
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
作
文
・
硬
筆
・
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
や
ス
ピ
ー
チ
大
会
、

音
読
発
表
な
ど
日
本
語
で
表
現

し
、
伝
え
る
力
や
自
己
表
現
を

発
揮
で
き
る
機
会
が
あ
る
。
令

和
４
年
度
か
ら
は
、
校
長
と
保

護
者
で
剣
道
体
験
の
機
会
を
設

け
て
い
る
。

　
教
職
員
と
保
護
者
会
が
一
層

緊
密
に
連
携
を
取
り
合
い
、
補

習
校
の
特
色
で
あ
る
互
い
の
よ

さ
や
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
、

自
分
の
得
意
分
野
で
助
け
合
う

中
で
授
業
や
日
本
文
化
等
い
ろ

い
ろ
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
環
境
の
創
意
工
夫
に
日
々

努
め
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶
は
、
世
界

の
補
習
授
業
校
の
中
で
２
番
目
、

１
９
６
２
年
に
設
立
さ
れ
た
歴

史
の
あ
る
学
校
で
あ
る
。
統
廃

合
を
く
り
返
し
て
現
在
は
、
２

校
に
な
っ
て
い
る
。

　
教
育
目
標
﹁
日
本
文
化
を
身

に
つ
け
た
個
性
豊
か
な
人
間
の

 

日
本
語
に
よ
る
一
貫
教
育
で

真
の
国
際
人
を
育
て
る

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｗ
校
の
み
の
市

Ｗ
校
初
等
部
授
業
風
景

Ｌ
Ｉ
校
初
等
部
授
業
風
景

 ニューヨーク補習授業校
The Japanese Weekend School 
of New York
Tel: 914-636-3770（事務所）
www.jwsny.org
hoshuko@jwsny.org

ＬＩ校高等部幼児部交流

 

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
、
北
米
で

最
も
古
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

日
本
人
学
校
で
あ
る
。
移
転
後

の
新
た
な
環
境
の
中
で
﹁
Ｓ
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｅ
が
あ
ふ
れ
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｙ
を
感
じ
ら
れ
る
学
校
﹂
を
目

指
し
た
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
子
供
た
ち

が
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
る
。

︻
日
本
語
で
の
教
育
の
充
実
︼

　
日
本
語
で
理
解
し
、
考
え
、

表
現
す
る
力
を
育
成
し
、
母
語

と
し
て
の
日
本
語
の
確
立
を
図

る
た
め
、
文
部
科
学
省
が
派
遣

す
る
教
員
が
、
一
人
一
人
を
大

切
に
し
た
日
本
語
で
の
き
め
細

か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
帰

国
後
も
困
ら
な
い
、
確
か
な
学

力
の
育
成
に
努
め
て
お
り
、
日

本
国
内
と
同
等
以
上
の
学
力
の

定
着
を
目
指
し
て
い
る
。

︻
英
語
教
育
の
充
実
︼

　
英
語
の
授
業
は
１
学
年
を
原

則
３
ク
ラ
ス
の
習
熟
度
別
ク
ラ

ス
編
制
で
実
施
し
て
い
る
。
初

等
部
は
週
４
時
間
、
中
等
部
は

週
５
時
間
の
英
語
の
授
業
の
ほ

か
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
科
も
ア
メ
リ
カ
人

の
教
師
が
英
語
で
進
め
て
い

る
。
生
活
に
生
き
る
実
践
的
な

英
語
を
子
供
た
ち
は
習
得
し
て

お
り
、
初
等
部
低･

中
学
年
で

英
検
２
級
に
合
格
す
る
例
も
見

ら
れ
る
。

︻
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
︼

　
小
中
学
生
が
同
じ
校
舎
で
学

習
、
生
活
し
、
思
い
や
り
の
心

を
も
つ
素
直
な
子
供
が
育
っ
て

い
る
。
異
年
齢
、
異
学
年
の
交

流
を
意
図
的･

計
画
的
に
行
う

こ
と
で
、
豊
か
な
人
間
性
の
育

成
に
努
め
て
い
る
。

︻
特
別
支
援
教
育
の
充
実
︼

　
北
米
で
唯
一
の
特
別
支
援
学

級
を
設
置
す
る
日
本
人
学
校
で

あ
る
。
ま
た
、
通
常
学
級
在
籍

の
子
供
に
も
、
必
要
に
応
じ
て

取
り
出
し
指
導
を
実
施
す
る
な

ど
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

︻
現
地
理
解
教
育
の
推
進
︼

　
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
や
警
察
署
、

消
防
署
を
始
め
、
国
連
本
部
、

博
物
館
、
美
術
館
等
へ
の
移
動

教
室
や
ボ
ス
ト
ン
、
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
等
へ
の
宿
泊
学
習
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
学
年

で
行
わ
れ
る
現
地
校
と
の
学
校

間
交
流
や
中
等
部
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
は
、
現
地
社
会
を
理
解
す

る
た
め
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

︻
進
路
指
導
の
充
実
︼

　
保
護
者
と
の
面
談
や
受
験
面

接
の
指
導
な
ど
、
丁
寧
で
具
体

的
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
指

定
校
推
薦
や
校
長
推
薦
等
の
推

薦
制
度
が
あ
り
、
日
本
の
国
立

大
学
附
属
高
校
や
有
名
私
立
高

校
へ
進
学
す
る
生
徒
も
多
い
。

 

世
界
で
活
躍
す
る

国
際
人
を
育
て
る
教
育

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

  ニューヨーク日本人学校
 The Japanese School of New York
(Greenwich Japanese School)
Tel: 203-629-9039　Fax: 203-629-9660
www.gwjs.org　gwjs@gwjs.org

運動会Art 科 イマージョン教育

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
は
、

昨
年
開
校
30
周
年
を
迎
え
た
。

Ｎ
Ｊ
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
自
然

豊
か
な
環
境
の
中
で
、
初
等
部
・

中
等
部
の
児
童
・
生
徒
は
、﹁
Ｎ

Ｊ
フ
ァ
ミ
リ
ー
﹂
を
合
言
葉
に

毎
日
の
び
の
び
と
生
活
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
つ
つ
、﹁
だ
れ
に
と
っ
て
も
居

心
地
の
よ
い
学
校
﹂
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る

人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

︻
き
め
細
か
な
少
人
数
指
導
︼

　
各
学
年
少
人
数
で
構
成
さ
れ

る
学
級
は
、
一
人
の
発
言
、
発

表
の
機
会
が
多
い
た
め
、
自
己

肯
定
感
・
自
己
有
用
感
が
育
ま

れ
、
自
信
が
身
に
付
い
て
い
く
。

ま
た
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
近
い

状
態
で
教
師
と
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
一
人
一
人
の
個

性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指

導
が
な
さ
れ
て
い
る
。

︻
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
︼

　
初
等
部
・
中
等
部
は
、
日
常

的
に
共
に
生
活
す
る
た
め
大
変

仲
が
良
く
、
兄
弟
の
よ
う
な
関

係
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
運
動

会
や
メ
イ
プ
ル
祭
︵
文
化
祭
︶

等
の
大
き
な
学
校
行
事
に
お
け

る
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
の
経
験

を
通
じ
て
、
互
い
を
尊
重
す
る

気
持
ち
や
豊
か
な
心
が
育
ま
れ

て
い
る
。

︻
グ
ロ
ー
バ
ル
な
英
語
力
の
育
成
︼

　
初
等
部
１
〜
３
年
生
週
４
時

間
、
初
等
部
４
年
〜
中
等
部
９

年
生
週
３
時
間
、
米
人
講
師
に

よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
時
間
が
あ
る
。

ど
の
ク
ラ
ス
も
習
熟
度
別
に
構

成
さ
れ
て
い
る
た
め
安
心
し
て

授
業
に
参
加
し
て
い
る
。
Ａ
Ｒ

Ｔ
も
米
人
講
師
が
指
導
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
地
校
と
の
交
流

も
初
等
部
は
年
に
２
回
、
中
等

部
は
年
に
３
回
実
施
さ
れ
、
日

頃
の
学
習
の
成
果
を
実
践
的
に

発
揮
し
て
い
る
。

︻
現
地
理
解
教
育
の
推
進
︼

　
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
、
イ
ー
ス

ト
バ
レ
ー
の
宿
泊
学
習
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
へ
の
修
学
旅
行

︵
２
０
２
２
年
度
︶、
社
会
科
見

学
︵
国
連
本
部
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
、
Ｆ

Ｃ
Ｉ
等
︶
や
校
外
学
習
︵
ア
ッ

プ
ル
・
パ
ン
プ
キ
ン
ピ
ッ
キ
ン

グ
等
︶
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ

社
会
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
体
験
を
通
じ
た

現
地
理
解
教
育
を
推
進
し
て
い

る
。

︻
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
︼

　
児
童
・
生
徒
は
各
自
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
、
日
常
的
に
検

索
・
発
表
活
動
、
担
任
と
の
連
絡
・

提
出
等
を
し
て
い
る
た
め
Ｉ
Ｃ

Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
は
高
い
。
ま
た
、

自
習
教
材
ソ
フ
ト
も
導
入
し
て

い
る
た
め
、
す
き
間
時
間
等
を

活
用
し
た
自
主
的
な
学
習
も
進

め
て
い
る
。

︻
充
実
し
た
進
路
指
導
︼

　
保
護
者
面
談
、
面
接
指
導
、

進
路
説
明
会
等
年
間
を
通
じ
て

実
施
し
、
国
内
の
国
立
、
私
立
、

公
立
等
ど
の
タ
イ
プ
の
学
校
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
適
切
な
進

路
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

「だれもが居心地のいい学校」

 ニュージャージー日本人学校

  ニュージャージー日本人学校 
 The New Jersey Japanese School
www.NewJersyJapaneseSchool.org
njjs@NewJersyJapaneseSchool.org

現
地
校
と
の
交
流

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
修
学
旅
行

http://www.jwsnj.org
mailto:njws@jwsnj.org
http://www.jwsny.org
mailto:hoshuko@jwsny.org
http://www.gwjs.org
mailto:gwjs@gwjs.org
http://www.NewJersyJapaneseSchool.org
mailto:njjs@NewJersyJapaneseSchool.org


 週刊ＮＹ生活 SCHOOL LIFE 2023
2023 年（令和 5 年）3 月 4 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［新学期特集］　　(14  )

■
万
全
の
受
験
準
備

日
本
国
内
に
あ
る
栄
光
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
の
教
室
と
同
じ
テ
キ
ス
ト

を
使
用
し
授
業
を
行
っ
て
い
る

こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。

急
に
本
帰
国
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
国
内
の
栄
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

に
通
っ
て
続
き
か
ら
学
習
で
き

る
た
め
、
安
心
し
て
受
験
の
準

備
が
で
き
る
。

　
算
数
・
数
学
／
国
語
／
英
語

の
主
要
科
目
の
対
策
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
作
文
・
小
論
文
対

策
も
万
全
。
入
試
科
目
に
作

文
・
小
論
文
の
あ
る
東
京
学
芸

大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校

や
、
慶
應
義
塾
湘
南
藤
沢
高
等

部
の
受
験
に
お
い
て
も
実
績
が

あ
る
。

■
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
受
講
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
授
業
後
に
は

授
業
の
様
子
を
詳
細
に
記
し
た

ク
ラ
ス
レ
ポ
ー
ト
が
送
ら
れ

る
。
保
護
者
と
も
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な

学
習
支
援
を
目
指
し
て
い
る
。

実
績
、
人
気
を
兼
ね
備
え
た
講

師
へ
の
信
頼
は
厚
く
、
ア
メ
リ

カ
東
海
岸
だ
け
で
な
く
、
西
海

岸
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
住
む
生

徒
、
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
も

継
続
受
講
す
る
生
徒
も
い
る
。

■
ア
ク
セ
ス
抜
群

　
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か

ら
徒
歩
３
分
の
校
舎
に
は
、
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
が
通
う
。

受
験
対
策
や
日
本
語
学
習
、
英

検
対
策
、
現
地
校
の
英
語
サ
ポ

ー
ト
な
ど
目
的
に
合
わ
せ
た
受

講
が
可
能
。

ポ
イ
ン
ト
は
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
合
格
に
導
く

 

Ｚ
会
・
栄
光
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Z 会・栄光

ラーニングセンター
マンハッタン校
370 Lexington Ave, Suite 1804
New York, NY10017 
グランドセントラル駅徒歩３分 
info@ekna-edu.com
https://ze-edu.com

︻
通
常
講
座
、
オ
プ
シ
ョ
ン
講

座
と
も
に
質
の
高
さ
が
違
う
︼

　
駿
台
海
外
校
で
は
、
駿
台
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
を
使
用
し
、

ベ
テ
ラ
ン
講
師
の
指
導
の
も

と
、
日
々
レ
ベ
ル
の
高
い
授
業

を
展
開
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
校
で

は
通
常
の
講
座
に
加
え
、
中
３

小
論
文
、
英
検
対
策
講
座
︵
準

２
級
〜
１
級)

、
高
校
数
学
︵
Ⅲ

Ｃ
ま
で
︶、
中
高
一
貫
数
学
︵
中

１
〜
３
︶
な
ど
の
充
実
し
た
講

座
を
提
供
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｊ

校
で
は
理
科
社
会
の
講
座
を
備

え
、
中
学
入
試
の
４
科
受
験
、

高
校
入
試
の
５
科
受
験
に
も
対

応
。
難
関
校
志
望
者
に
向
け
た

選
抜
講
座
や
、
各
種
模
試
を
用

意
し
進
路
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
。

︻
豊
富
な
受
験
情
報
の
提
供
︼

　
帰
国
生
入
試
の
受
験
情
報
は

一
般
入
試
に
比
べ
入
手
が
困
難

で
、
ま
た
自
分
の
現
在
の
成
績

を
把
握
す
る
の
も
難
し
い
が
、

駿
台
で
は
年
２
回
の
受
験
セ
ミ

ナ
ー
に
加
え
、
個
別
面
談
や
生

徒
対
象
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
豊
富

な
受
験
情
報
を
届
け
て
い
る
。

各
海
外
校
舎
の
講
師
は
、
日
本

の
一
般
入
試
・
帰
国
生
入
試
を

知
り
尽
く
し
た
ベ
テ
ラ
ン
講
師

で
、
問
い
合
わ
せ
に
も
気
軽
に

答
え
て
く
れ
る
。

︻
世
界
に
広
が
る
駿
台
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
︼

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
を
含
む
海
外
19
校
で

展
開
し
て
い
る
駿
台
海
外
校
。

駿
台
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
、
海
外
に
い
な
が
ら

全
世
界
の
ラ
イ
バ
ル
と
競
い
合

う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
海

外
校
独
自
の
模
試
ラ
ン
キ
ン
グ

を
作
成
し
、
帰
国
生
の
中
の
立

ち
位
置
を
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

︻
国
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

充
実
し
た
環
境
︼

　
日
本
帰
国
後
も
、
駿
台
国
際

教
育
セ
ン
タ
ー
や
、
駿
台
中
学

部
、
駿
台
浜
学
園
各
校
舎
で
、

受
験
を
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
体
制
を
調
え
て
い
る
。

︻
あ
ら
ゆ
る
学
年
の
入
試
・
教

育
に
対
応
︼

　
中
学
入
試
に
向
け
て
早
期
か

ら
準
備
し
た
い
児
童
や
、
一
般

入
試
を
含
め
た
中
学
入
試
、
日

本
全
国
の
入
試
に
対
応
可
能
な

高
校
入
試
、
編
入
試
験
、
大
学

入
試
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
学
年
に

対
応
し
て
い
る
。

 

駿
台
Ｎ
Ｙ
校
︵H

arrison

︶・
Ｎ
Ｊ
校
︵F

ort Lee

︶

無
料
体
験
授
業
・
無
料
個
別
面
談　

随
時
受
付
中

 

駿
台
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校

    駿台ニューヨーク校  
  47 Purdy St.

Harrison, NY 10528
Tel: 914-967-3331

駿台ニュージャージー校
2011 Lemoine Ave.
Fort Lee, NJ 07024
Tel: 201-461-2759

http://kaigai.sundai.ac.jp/us
対象学年：

幼稚園年長〜高校

　
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
創

業
以
来
の
教
育
理
念
﹁
本
気
で

や
る
子
を
育
て
る
﹂
を
実
践
す

べ
く
、
２
０
１
９
年
９
月
に
ウ

ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ
リ
ソ

ン
地
区
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校
を

開
校
し
た
。
今
春
も
、
聖
光
学

院
や
海
城
中
、
早
慶
附
属
高
校

や
国
立
附
属
高
校
と
い
っ
た
難

関
中
学
・
高
校
へ
の
多
数
の
合

格
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

　
難
関
中
学
・
高
校
入
試
の
合

格
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
同
塾

が
持
っ
て
い
る
強
み
は
6
つ
あ

る
。

①
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に
準
拠

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
開
講
学
年
は
小
学
1
年
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
。
志
望
校
合

格
へ
の
メ
ソ
ッ
ド
が
詰
ま
っ
た

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

校
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
融
合

さ
せ
て
最
大
効
果
を
上
げ
て
い

る
。

②
国
内
の
生
徒
と
競
争
で
き
る

環
境

　
毎
月
の
必
修
テ
ス
ト
や
志
望

校
別
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
模
試
を
通

じ
て
、
海
外
に
い
な
が
ら
、
国

内
で
頑
張
る
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と

切
磋
琢
磨
で
き
る
。
ま
た
、
国

内
生
と
の
比
較
が
で
き
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

③
豊
富
な
入
試
デ
ー
タ
に
基
づ

く
指
導

　
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
が
長
年

蓄
積
し
て
き
た
入
試
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
進
路
指
導
を
行
う
。

一
般
入
試
だ
け
で
な
く
、
つ
か

み
に
く
い
帰
国
生
入
試
の
合
格

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
同
塾
の

独
自
の
経
験
を
生
か
し
て
分
析

し
て
い
る
。

④
帰
国
生
入
試
に
対
応
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム

　
一
般
入
試
だ
け
で
な
く
、
帰

国
生
入
試
に
も
対
応
で
き
る
英

語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。
現
地

校
生
が
苦
手
に
し
て
い
る
英
文

法
、
日
本
人
学
校
生
が
頭
を
悩

ま
せ
る
英
作
文
の
指
導
も
万
全

だ
。

⑤
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

　
対
面
授
業
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
併
用
﹁
早
稲
ア
カ
Ｄ
Ｕ
Ａ

Ｌ
﹂
を
行
っ
て
い
る
。
同
塾
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
好
評
で
、

現
在
は
米
国
内
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
、中
西
部
、西
海
岸
、

カ
ナ
ダ
、メ
キ
シ
コ
、ブ
ラ
ジ
ル
、

チ
リ
に
受
講
生
が
い
る
。

⑥
帰
国
時
の
学
習
継
続
も
万
全

　
帰
国
の
際
は
、
首
都
圏
内

の
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
約

１
９
０
の
校
舎
、
ま
た
は

２
０
２
３
年
2
月
に
新
規
開
校

し
た
﹁
帰
国
生
専
門 LO

G
O

S 
A

K
A

D
EM

EIA

﹂
へ
の
案
内

が
可
能
。
ま
た
、
首
都
圏
外
に

帰
国
の
場
合
も
早
稲
田
ア
カ
デ

ミ
ー
と
つ
な
が
り
の
あ
る
進
学

塾
を
紹
介
で
き
る
。

　
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
校
は
、
生
徒
・
保
護
者

と
と
も
に
﹁
合
格
﹂
の
先
に
あ

る
未
来
を
創
造
す
べ
く
、
最
新

の
受
験
情
報
と
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
指
導
を
提
供
し
て
い
る
。

本
気
で
や
る
子
を
育
て
る

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

  早稲田アカデミーニューヨーク校 
1600 Harrison Ave. Suite 103, Mamaroneck, NY 10543

Tel: 914-698-1100
Email: newyork@waseda-academy.com

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html

校
舎
外
観

　﹁

お

か

が

き O
N

LIN
E 

SCH
O

O
L

﹂
は
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
手
軽
に
小
学
校
受
験
の

準
備
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
幼

児
教
室
。
母
体
と
な
る
﹁
お
か

が
き
幼
児
教
室
﹂
は
、
東
京
で

30
年
以
上
続
く
幼
児
教
室
で
、

個
人
塾
な
ら
で
は
の
き
め
細
や

か
な
指
導
に
よ
り
、
今
ま
で
に

５
０
０
名
超
の
生
徒
を
名
門
校

に
送
り
出
し
た
実
績
が
あ
る
。

　
小
学
校
受
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
っ
て

も
、
海
外
駐
在
を
し
て
い
る
と

ま
わ
り
に
幼
児
教
室
が
な
か
っ

た
り
、
時
差
が
あ
っ
て
ラ
イ
ブ

配
信
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
、
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
声
か
ら

誕
生
し
た
ス
ク
ー
ル
だ
。

　
授
業
講
師
の
岡
垣
先
生
は
、

７
年
間
の
私
立
小
学
校
教
諭
生

活
で
培
っ
た
﹁
学
校
側
の
視
点
﹂

と
長
年
の
小
学
校
入
試
の
指
導

を
し
て
き
た
﹁
受
験
す
る
側
の

立
場
﹂
の
両
面
を
熟
考
し
た
上

で
30
年
以
上
指
導
を
行
っ
て
き

た
大
ベ
テ
ラ
ン
。
子
供
本
来
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
を
大
切
に

し
な
が
ら
幼
児
と
し
て
の
必
要

な
知
力
と
能
力
の
育
成
、
基
本

的
生
活
習
慣
の
修
得
を
第
一
の

目
標
と
し
、
指
導
を
続
け
て
い

る
。

　
当
ス
ク
ー
ル
は
、実
際
に
﹁
お

か
が
き
幼
児
教
室
﹂
で
実
施
さ

れ
て
い
る
内
容
の
授
業
動
画
、

授
業
プ
リ
ン
ト
の
他
に
家
庭
学

習
用
の
プ
リ
ン
ト
や
教
材
も
、

毎
月
専
用
ア
プ
リ
内
に
配
信
さ

れ
る
仕
組
み
。
授
業
動
画
に
は
、

ペ
ー
パ
ー
学
習
だ
け
で
な
く
、

挨
拶
な
ど
の
所
作
や
面
接
に
繋

が
る
質
疑
応
答
に
至
る
ま
で
、

小
学
校
受
験
に
必
要
と
さ
れ
る

学
習
内
容
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
付
き
な
の
で
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で
も
十
分

に
理
解
で
き
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ
配
信
で

は
な
い
た
め
、
い
つ
で
も
子
ど

も
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
授
業

を
進
め
ら
れ
、
何
度
で
も
繰
り

返
し
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
卒
業
生
の
主
な
進
学
先
は
、

横
浜
雙
葉
小
学
校
・
雙
葉
小
学

校
・
東
洋
英
和
女
学
院
小
学
部
・

白
百
合
学
園
小
学
校
・
慶
應
義

幼
稚
舎
・
慶
應
義
塾
横
浜
初
等

部
・
学
習
院

初
等
科
・
青

山
学
院
初
等

部
な
ど

  おかがき ONLINE SCHOOL 
https://www.kugahara-okagaki.jp/online

Produced by おかがき幼児教室
3/20 より受講スタートの体験授業の

申込み受付中！詳しくはスクール HP へ

おかがき ONLINE SCHOOL 海
外
駐
在
中
で
も
小
学
校
受
験
の
準
備
が
で
き
る

名
門
校
へ
の
合
格
実
績
多
数
の
幼
児
教
室
の
授
業
配
信
が
ス
タ
ー
ト

mailto:info@ekna-edu.com
https://ze-edu.com
http://kaigai.sundai.ac.jp/us
mailto:newyork@waseda-academy.com
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://www.kugahara-okagaki.jp/online
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
認
可

の
Ｎ
Ｊ
こ
ぐ
ま
幼
稚
園
で
は
、

子
供
の
主
体
性
を
大
切
に
子
供

た
ち
が
自
分
で
課
題
を
見
つ
け

達
成
す
る
努
力
を
応
援
す
る
。

ま
た
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の

あ
る
心
を
育
て
る
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
季
節
ご
と
の
日
本
の

行
事
体
験
な
ど
も
充
実
。
発
表

会
や
運
動
会
で
も
子
供
た
ち
は

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
練
習
し
本
番

を
楽
し
ん
で
い
る
。
２
歳
半
児
、

３
歳
半
児
、
４
・
５
〜
６
歳
児

の
ク
ラ
ス
が
あ
る
が
、
週
１
日

か
ら
通
学
が
可
能
で
半
日
通
学

も
受
け
入
れ
て
お
り
、
共
働
き

の
両
親
の
た
め
に
朝
７
時
か
ら

夜
８
時
ま
で
延
長
保
育
も
受
け

入
れ
て
い
る
。
ま
た
ス
ク
ー
ル

バ
ン
で
の
送
迎
も
行
っ
て
い

る
。
通
常
の
日
本
語
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
加
え
、
英
語
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
取
り
入
れ
、
子
供
の
日

本
語
力
と
英
語
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
リ
ト
ミ
ッ
ク

ク
ラ
ス
、
ダ
ン
ス
ク
ラ
ス
、
キ

ッ
ズ
ヨ
ガ
な
ど
の
専
科
の
先
生

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
も
魅
力
だ
。

 
Ｎ
Ｊ
こ
ぐ
ま
幼
稚
園

    NJ こぐま幼稚園
 530 10th St.

Palisades Park, NJ 07650
Tel: 201-944-6968  
       201-966-5561

www.newjerseykogumayouchien.com
 theyouchien@gmail.com

こどもまんなかをスローガンに

オ
ン
ラ
イ
ン
個
人
授
業
で
日
本
の

難
関
大
学
受
験
を
サ
ポ
ー
ト  

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
東
京
に
拠
点

を
置
く
ヴ
ァ
ー
テ
ッ
ク
ス
・
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
日
本

帰
国
後
、
難
関
大
学
の
受
験
を

目
指
す
生
徒
の
た
め
、
帰
国
枠

受
験
対
策
︵ 

Ｓ
Ａ
Ｔ
、
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
、
日
本
理
系
科
目
︶
を

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
行
っ
て
い

る
。
講
義
は
個
人
指
導
の
み
。

当
初
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
成
績
ア
ッ
プ

に
有
利
な
理
系
科
目
指
導
専
門

塾
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

現
在
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、
英
語
検

定
、
帰
国
後
の
日
本
語
、
生
活

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
兄
弟
で
受

講
で
き
る
よ
う
小
中
学
生
向
け

講
座
︵
国
語
、
算
数
な
ど
補
習

校
と
現
地
校
の
宿
題
サ
ポ
ー

ト
︶
な
ど
指
導
分
野
と
講
座
を

増
や
し
、
総
合
的
な
受
験
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　
日
米
の
理
系
科
目
、
英
語
教

育
に
豊
富
な
指
導
経
験
を
持
つ

講
師
陣
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

志
望
校
、
受
験
時
期
、
学
力
に

合
わ
せ
た
授
業
を
行
っ
て
お

り
、
日
本
と
米
国
の
学
習
方
法

の
違
い
か
ら
得
意
に
し
て
い
た

教
科
が
苦
手
に
な
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
で
も
、
日
米
そ
れ
ぞ
れ

の
学
習
シ
ス
テ
ム
を
熟
知
し
た

講
師
に
よ
る
指
導
に
よ
り
生
徒

の
﹁
や
る
気
﹂
を
引
き
出
し
成

績
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
。

　
入
会
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
無

料
体
験
授
業
、
進
路
相
談
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
児

童
、
生
徒
に
最
も
適
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
提
案
。
春
期
、
夏

期
、
冬
期
や
統
一
試
験
前
の
集

中
講
座
な
ど
の
要
望
に
も
対
応

し
て
い
る
。

ヴ
ァ
ー
テ
ッ
ク
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

 VARTEX EDUCATIONS  
1115 Broadway, Suite 1200

New York, NY 10010   
www.vartexeducations.net  
info@vartexeducations.net  
児童・生徒数の増加にともない

オンライン講師を募集中。
 パートタイム歓迎。専門１科目、週１時間

から講師登録可能。完全在宅勤務。

　
地
域
で
子
供
を
育
て
て
い
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と

し
て
設
立
さ
れ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
日
本
語
学
園
は
、
日
本
政
府

認
定
の
補
習
授
業
校
と
し
て
、

長
期
滞
在
す
る
子
供
や
多
国
籍

な
家
族
構
成
の
中
で
生
ま
れ
育

つ
子
供
な
ど
、
多
様
な
子
供
達

の
状
況
に
合
わ
せ
た
日
本
語
学

習
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。

　
子
供
達
が
自
ら
学
び
た
い
と
感

じ
る
授
業
を
目
指
し
作
ら
れ

て
い
る
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
実
験
活
動
や
美
術
工
作
活

動
、
学
年
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
演
劇
活
動
な
ど
、
五
感

を
使
い
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
を
重
視
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
内

容
。
今
年
度
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
教
育
局
や
借
用
校
の
ル
ー

ル
に
則
り
な
が
ら
対
面
で
の
授

業
を
行
な
っ
て
い
る
。
児
童
生

徒
が
仲
間
と
一
緒
に
毎
週
土
曜

日
、
健
康
で
安
全
に
学
べ
る
環

境
を
整
え
て
い
る
。

　
学
習
の
相
乗
効
果
を
考
え
、

現
地
校
で
の
教
育
内
容
も
柔
軟

に
取
り
入
れ
て
い
る
傍
ら
、
日

本
文
化
を
継
承
す
る
た
め
の
文

化
行
事
も
年
間
を
通
し
て
数
多

く
実
施
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
に
暮
ら
す
日
本
人
・
日
系
人

の
子
供
達
に
必
要
と
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
表
現

力
な
ど
を
、
読
む
、
書
く
、
話
す
、

聞
く
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
る
た
め
の
ク

ラ
ス
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
借
用
校
で
の
授
業
時
間
は
9

時
20
分
か
ら
12
時
20
分
ま
で
の

通
常
授
業
と
、
午
後
2
時
ま
で

の
延
長
授
業
の
組
み
合
わ
せ
で

構
成
さ
れ
、
全
ク
ラ
ス
現
在
15

人
以
下
の
少
人
数
制
。
各
ク
ラ

ス
で
は
担
任
教
員
と
ア
シ
ス
タ

ン
ト
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子

供
の
日
本
語
習
熟
度
を
き
め
細

か
く
把
握
し
な
が
ら
指
導
を
行

う
。

　 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
暮
ら

す
子
供
と
家
族
の
生
活
に
配
慮

し
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
は
9

月
。
休
み
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
公
立

学
校
に
準
じ
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　
運
営
母
体
で
あ
る
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
日
系
人
家
族
会
︵
Ｂ
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ａ
︶
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
し
、
子
供
達
は
学
園
の
内

外
で
出
会
い
、
絆
を
深
め
る
環

境
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

現
児
童
生
徒
数
１
６
１
名
。
幼

稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の
一
貫

教
育
。
新
年
度
Ｐ
ｒ
ｅ-

Ｋ
ク

ラ
ス
︵
２
０
１
９
年
生
ま
れ
︶

の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は

4
月
29
日
。
２
０
０
６
年
〜

２
０
１
１
年
生
ま
れ
の
入
園
希

望
者
は
随
時
募
集
し
て
い
る
。

 

五
感
を
使
い
体
験
を
通
し
て
学
ぶ

 

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

中
等
部
お
せ
ち
料
理
作
り

年
中
ク
ラ
ス
授
業
風
景

 ブルックリン日本語学園 
事務局 BJAFA（ブルックリン日系人家族会）

254 36th St., Suite B516, Brooklyn, NY 11232
                     Tel: 917-284-5871

                                http://nihongogakuen.org
                                   nihongogakuen@bjafa.org

12
月
学
習
発
表
会

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
所
在
す
る

日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
日
本
語
学

校
・
あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
は
、
２
０
２
２
年
9
月
、

﹁
あ
お
ぞ
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
﹂
を

発
足
。
同
校
で
10
年
の
歴
史
を

誇
る
幼
児
部
門
﹁
あ
お
ぞ
ら
プ

リ
ス
ク
ー
ル
﹂
の
卒
業
生
が
継

続
し
て
日
本
語
学
習
を
続
け
て

い
く
場
所
を
提
供
し
た
い
と
い

う
熱
い
想
い
か
ら
、
小
学
部
と

し
て
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
誕
生
し

た
。
あ
お
ぞ
ら
プ
リ
ス
ク
ー
ル

は
大
変
人
気
で
、
ウ
エ
イ
テ
ィ

ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
し
て
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
有

名
。
子
ど
も
た
ち
の
﹁
知
り
た

い
・
学
び
た
い
﹂
と
い
う
主
体

性
を
重
視
し
た
プ
リ
ス
ク
ー
ル

で
の
教
育
を
、
ア
カ
デ
ミ
ー
が

引
き
継
ぐ
形
で
﹁
世
界
に
貢
献

で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
﹂
を

育
む
こ
と
を
目
指
す
。

　
現
在
、
あ
お
ぞ
ら
ア
カ
デ
ミ

ー
は
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
デ
ン
か
ら

８
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
を

受
け
入
れ
、
日
本
語
学
習
を
通

じ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
バ
イ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
学
習
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
ク
ラ
ス
は
、
平
日
午
後

と
、
土
曜
日
ク
ラ
ス
を
オ
フ
ァ

ー
し
て
い
る
。

　
あ
お
ぞ
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
の
一

番
の
強
み
は
、
日
本
語
教
育
プ

ロ
の
教
師
陣
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
主
任
を
務
め
る
工

藤
賀
代
︵
か
よ
︶
先
生
は
、
以

前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
唯
一
の
公
立

小
学
校
の
日
英
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

PS147

のJapanese D
ual 

Language Program

の
立
ち

上
げ
に
5
年
従
事
し
た
こ
と
の

あ
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
日
本
語
教

育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
。
ア
メ

リ
カ
の
現
地
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
も
考
慮
し
、
英
語
で
学
習
し

た
事
を
、
日
本
語
学
習
に
生
か

す
事
が
で
き
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
あ
お
ぞ
ら
ア
カ
デ

ミ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

日
本
語
教
育
の
み
な
ら
ず
、
日

本
文
化
・
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
課
題
な
ど
も
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
興

味
・
感
心
・
特
性
を
理
解
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
語
レ
ベ
ル
に

対
応
し
て
、
楽
し
く
、
有
意
義

な
学
習
体
験
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
日

本
の
学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教

科
書
は
使
わ
ず
、
こ
だ
わ
り
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
教
材
開
発
を
行

っ
て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴

だ
。
ア
メ
リ
カ
で
育
つ
子
ど
も

た
ち
は
、
日
本
の
子
ど
も
と
育

っ
て
い
る
環
境
・
体
験
が
違
う

た
め
、
同
じ
教
材
を
使
っ
て
も

効
果
的
で
な
い
場
合
が
あ
る
た

め
だ
。

　
4
月
と
7
月-

８
月
に
開
催

さ
れ
る
予
定
の
ス
プ
リ
ン
グ
、

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
小
学

生
達
が
あ
お
ぞ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
体
験
で
き
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

随
時
無
料
見
学
・
有
料
体
験
授

業
の
お
申
し
込
み
も
受
け
付
け

て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
育
成
を
目
指
す
、

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
日
本
語
学
校

あ
お
ぞ
ら
ア
カ
デ
ミ
ー

   あおぞらアカデミー
クリントン園

535 Clinton Ave
Brooklyn, NY 11238
Tel: 347-721-3521
セントマークス園
238 St Marks Ave

Brooklyn NY 11238
Tel: 929-624-2287

www.aozoracommunity.org/academy

 P.S. 147 Isaac Remsen 
Japanese Immersion Program
325 Bushwick Ave., Brooklyn NY 11206

Tel: 718-497-0326 （学校代表）
www.ps147.org

ps147jdlp@gmail.com（日本語可）

公
立
小
学
校
の
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ブ
ッ
シ
ュ

ウ
ィ
ッ
ク
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
公
立
小
学
校
Ｐ
Ｓ

１
４
７
校
で
は
、
２
０
１
５
年

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
唯
一

の
日
本
語
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行

わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
キ
ン
ダ

ー
か
ら
５
年
生
ま
で
約
30
名
が

毎
日
二
時
限
、
日
本
語
の
読
み

書
き
と
ア
ー
ト
、
日
本
の
文
化

を
学
ん
で
い
る
。

　
日
本
語
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
あ
る
生
徒
と
日
本
語
に
初

め
て
触
れ
る
生
徒
が
同
じ
教
室

で
机
を
並
べ
、
互
い
に
助
け
合

っ
て
学
ぶ
こ
と
で
、
多
言
語
、

多
文
化
な
学
習
体
験
と
な
っ
て

い
る
。

　
日
本
語
教
員
は
他
教
科
の
英

語
教
員
と
協
力
し
、
生
徒
の
レ

ベ
ル
を
考
慮
し
て
作
成
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
材
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

　
公
立
校
で
の
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
も
ち
ろ
ん
無
料
で
、
学
区

外
か
ら
越
境
し
て
通
学
す
る
生

徒
も
多
い
。
キ
ン
ダ
ー
へ
の
申

込
み
は
通
常
通
り
公
立
小
学
校

の
申
込
サ
イ
ト
か
ら
、
１
年
生

か
ら
５
年
生
へ
の
編
入
は
学
校

へ
直
接
連
絡
し
空
席
が
あ
る
か

ぎ
り
可
能
で
あ
る
。

ニューヨーク市立 PS147

書き初め

　
ク
イ
ー
ン
ズ
の
レ
ゴ
パ
ー
ク

に
教
室
を
持
つ
﹁
み
ら
い
塾
﹂

は
日
本
語
の
読
み
書
き
に
特
化

し
、
日
本
語
力
や
ニ
ー
ズ
が
各

家
庭
で
大
き
く
異
な
る
永
住
予

定
の
子
供
や
、
日
本
へ
の
帰
国

予
定
が
あ
る
長
期
滞
在
の
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
海
外
在
住

子
女
の
た
め
の
日
本
語
学
習
教

室
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
学
習
プ
リ
ン

ト
と
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
シ
ス
テ

ム
、
や
る
気
を
促
す
教
育
コ
ー

チ
ン
グ
指
導
の
３
方
向
か
ら
日

本
語
の
読
み
書
き
を
長
期
継
続

的
に
学
べ
る
環
境
を
整
え
る
。 

　
４
名
ま
で
の
少
人
数
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
個
別
指
導
の
﹁
通
塾

コ
ー
ス
﹂
で
は
、
す
ら
す
ら
と

本
を
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、

自
信
の
持
て
る
整
っ
た
字
を
書

け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
日
本

語
で
自
分
の
考
え
を
言
え
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
た

細
や
か
な
指
導
が
人
気
。
子
供

の
理
解
度
に
合
わ
せ
た
総
合
的

な
国
語
力
を
育
む
独
自
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
採
用
。
ま
た
、
在
住

国
や
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
自
宅

で
指
導
が
受
け
ら
れ

る
﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
家

庭
教
師
コ
ー
ス
︵
８

歳
〜
︶﹂
で
は
安
定
し

た
リ
モ
ー
ト
授
業
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
対

面
授
業
と
変
わ
ら
ぬ

質
の
高
い
授
業
が
受

講
で
き
る
。
自
分
で

考
え
対
処
し
て
い
く
自
立
学
習

の
力
を
育
て
る
。
最
新
の
Ａ
Ｉ

を
搭
載
し
た
シ
ョ
ウ
イ
ン
学
習

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
﹁
自
宅
学

習
コ
ー
ス
﹂
は
、
日
本
へ
帰
国

予
定
の
あ
る
子
や
自
分
で
計
画

的
に
勉
強
を
進
め
ら
れ
る
子
、

現
地
校
や
ほ
か
の
習
い
事
で
忙

し
い
子
な
ど
に
最
適
。
毎
月
ス

カ
イ
プ
で
担
任
の
先
生
と
話
し

合
い
な
が
ら
次
に
取
り
組
む
学

習
の
計
画
を
決
め
る
。 

　
春
・
夏
・
冬
の
長
期
休
暇
期

間
中
に
は
特
別
講
座
を
開
講
。

集
団
授
業
で
は
指
導
が
難
し
い

作
文
の
書
き
方
コ
ー
ス
が
人
気
。

ま
た
、
弱
点
単
元
に
絞
り
効
率

よ
く
復
習
で
き
る
個
別
指
導
コ

ー
ス
で
は
学
習
内
容
を
段
階
的

に
練
習
し
な
が
ら
定
着
を
目
指

せ
る
。
ど
ち
ら
も
日
本
語
を
書

く
こ
と
・
使
う
こ
と
の
楽
し
さ

を
感
じ
ら
れ
る
授
業
が
定
評
。 

　
個
別
面
談
の
予
約
は
上
記
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
随
時
受
け
付

け
。
親
子
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く

学
べ
る
み
ら
い
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル

学
習
プ
リ
ン
ト
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
購
入
可
能
。 

ム
リ
な
く
・
ム
ダ
な
く
・

楽
し
く
読
み
書
き
を
定
着

 

み
ら
い
塾

  みらい塾
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http://www.aozoracommunity.org/academy
http://www.ps147.org
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

3 月

弥
や よ い

生

　
未
来
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、

不
安
で
た
ま
ら
な
い
。
空
に
答

え
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の

に
、
未
来
を
感
じ
取
り
た
く

て
、
空
を
見
上
げ
る
。
ま
ぶ
し

い
、
と
思
う
時
、
す
こ
し
心
が

広
く
な
る
。
木
の
芽
が
光
に
伸

び
る
よ
う
な
確
か
さ
で
、
わ
た

し
も
未
来
に
近
づ
い
て
い
る
は

ず
だ
、
と
。

季
語
＝
木
の
芽
時(

春)

﹁
木

の
芽
﹂
の
傍
題
。
木
々
の
芽
の

芽
吹
く
頃
を
い
う
。
木
の
種
類

や
寒
暖
の
違
い
に
よ
り
遅
速
が

あ
り
、
浅
緑
や
萌
黄
、
濃
緑
な

ど
さ
ま
ざ
ま
に
萌
え
出
る
芽

は
、
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
る
。

＊

＊

＊

　
三
月
は
別
れ
の
季
節
。
一
旦

口
に
出
し
て
し
ま
え
ば
、
あ
ふ

れ
て
し
ま
い
そ
う
な
言
葉
を
、

つ
い
封
じ
て
し
ま
う
。
ち
ょ
う

ど
よ
く
伝
え
る
と
い
う
こ
と

が
、
と
て
も
難
し
い
。
淡
い
色

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
選
ん
で
、

花
瓶
に
挿
す
。
言
葉
の
代
わ
り

に
あ
ふ
れ
さ
せ
て
、
わ
た
し
は

ひ
と
り
で
満
足
す
る
。

季
語
＝
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ(

春)

ユ
リ
科
球
根
植
物
の
花
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
古
く
か
ら
品
種
改

良
が
お
こ
な
わ
れ
、
豊
富
な
花

色
が
あ
る
。
直
立
す
る
花
茎

に
、
一
個
の
釣
鐘
形
や
コ
ッ
プ

形
の
花
を
咲
か
せ
る
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
︵
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
︶
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

ま
ぶ
し
め
ば
空
広
く
な
る
木
の
芽
時

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
淡
し
素
直
に
な
り
た
き
日

59

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門(

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
、
岡
本
徹
学
園
長)

で
は
、

2
月
24
日
︵
金
︶
に
幼
児
部
と

小
学
部
の
両
方
で
、
落
語
家
で

女
流
紙
切
り
師
の
三
遊
亭
絵
馬

さ
ん
に
よ
る
紙
切
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
た
。

　
午
前
中
に
行
わ
れ
た
幼
児
部

年
長
組
で
は
、
白
の
着
物
姿
で

艶
や
か
な
講
師
の
登
場
に
、
子

供
た
ち
は
興
味
津
々
。
﹁
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
﹂
と
元
気

に
挨
拶
を
し
た
後
は
、
早
速
始

ま
っ
た
絵
馬
さ
ん
に
よ
る
紙
切

り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
釘
付

け
に
な
っ
て
い
た
。
黒
い
一
枚

の
紙
が
絵
馬
さ
ん
に
よ
っ
て
切

り
進
め
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
﹁
う
さ
ぎ
﹂
の
形
に
な
っ
た

の
を
み
て
、﹁
す
ご
い
！
﹂﹁
ぼ

く
も
や
り
た
い
！
！
﹂
と
目
を

輝
か
せ
た
。

　
午
後
は
体
育
室
に
小
学
部
が

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
集
ま

り
、
実
演
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

に
映
し
出
さ
れ
た
映
像
を
じ
っ

く
り
見
な
が
ら
切
り
紙
を
楽
し

ん
だ
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披

露
で
は
、
落
語
家
な
ら
で
は
の

口
上
で
音
楽
に
乗
せ
た
面
白
い

話
を
混
ぜ
な
が
ら
、
完
成
度
の

高
い
﹁
ま
り
つ
き
を
し
て
い
る

二
人
﹂
の
よ
う
な
日
本
の
伝
統

的
な
絵
柄
、
子
供
た
ち
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
応
じ
て
複
数
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
次
々
と
切
り

出
し
て
い
た
。
ど
ん
な
絵
柄
を

リ
ク
エ
ス
ト
し
て
も
あ
っ
と
い

う
間
に
仕
上
げ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
技
に
、
子
供
た
ち

か
ら
は
た
め
息
に
も
似
た
感
動

の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

紙
切
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
近
郊
在
住
の

日
系
人
家
族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ

ル
ー
プ
、
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
が
主
催

す
る
早
春
特
別
書
道
ク
ラ
ス

が
、
3
月
15
日
︵
水
︶、
サ
ン

セ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
シ
テ
ィ
内
に
あ
る
Ｂ
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ａ
オ
フ
ィ
ス
︵254 36th 

St., Suite B
516

︶
で
開
講
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
講
師
は
、日
本
の
書
道
団
体
、

学
書
院
︵
昭
和
33
年
設
立
︶
認

定
の
正
師
範
9
段
保
持
者
ヒ
ラ

ド
キ
ー
福
島
由
紀
︵
雅
号
・
香

錦
こ
う
き
ん
︶
さ
ん
。
指
導
歴

は
10
年
以
上
。
日
英
二
か
国
語

ど
ち
ら
で
も
指
導
が
可
能
。
対

象
は
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま

で
。
参
加
費
は
、
子
供
ク
ラ
ス

︵
現
地
校
グ
レ
ー
ド
1
〜
12
︶

が
20
ド
ル
、
大
人
ク
ラ
ス
︵
18

歳
以
上
︶
が
25
ド
ル
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
今
回
の
特
別
ク

ラ
ス
の
書
道
具
一
式
は
主
催
者

側
で
用
意
す
る
の
で
、
書
道
道

具
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
も
参

加
で
き
る
。
春
以
降
は
継
続
コ

ー
ス
を
予
定
し
て
い
る
。

申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トB
JA

FA
.org 

か

ら
。

問

い

合

わ

せE

メ

ー

ル
・

brooklyn@
bjafa.org

。

早春特別
書道クラス
ＢＪＡＦＡで15日に

　
あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ(

あ
お
ぞ
ら
学
園
改
め)

は
2
月

20
日
か
ら
24
日
ま
で
、
シ
ェ
フ

や
食
の
専
門
家
を
講
師
に
招
き

﹁O
ishii

キ
ャ
ン
プ
﹂
を
開
催

し
た
。
２
〜
９
歳
の
子
供
約
50

人
が
食
を
通
し
て
日
本
語
を
学

ん
だ
。

　
月
曜
は
シ
ェ
フ
カ
ツ
よ
り
隠

し
味
に
し
そ
を
使
っ
た
チ
キ
ン

照
り
焼
き
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
作

り
方
を
学
び
、﹁
い
い
に
お
い
、

美
味
し
そ
う
﹂
と
大
き
な
自
作

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
頬
張
っ
た
。

火
曜
は
エ
イ
カ
ー
の
玄
米
オ
ー

ト
ミ
ー
ル
ク
ッ
キ
ー
を
、
水
曜

は
発
酵
庵
の
指
導
の
も
と
、
イ

ー
ス
ト
菌
と
甘
酒
を
使
っ
た
タ

ネ
を
使
い
、
好
み
の
形
の
パ
ン

を
作
っ
た
。
木
曜
は
和
参
の
昆

布
と
鰹
出
汁
が
き
い
た
卵
焼

き
、
金
曜
は
毎
日
給
食
で
食
べ

て
い
る
ご
飯
の
販
売
元
ラ
イ
ス

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
よ
り
、
日
本
か

ら
届
い
た
お
米
が
み
ん
な
の
給

食
に
な
る
ま
で
の
工
程
を
学

び
、
お
に
ぎ
り
を
握
っ
た
。

　
最
後
に
子
供
達
か
ら
﹁
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
﹂
と

元
気
な
お
礼
を
受
け
た
講
師
た

ち
か
ら
は
笑
顔
が
溢
れ
た
。
食

の
プ
ロ
か
ら
日
本
語
で
料
理
を

学
ん
で
食
べ
る
キ
ャ
ン
プ
は
あ

お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ら
で

は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
。
次
回
の
キ
ャ
ン
プ
は

4
月
と
8
月
に
開
催
予
定
。

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

食のプロ招きキャンプ

http://www.betteratmath.com
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
mailto:kazenowabg@gmail.com
tel:2014616502
https://satoricollegeplanning.com/
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
mailto:brooklyn@bjafa.org%E3%80%82
mailto:brooklyn@bjafa.org%E3%80%82
mailto:brooklyn@bjafa.org%E3%80%82
mailto:brooklyn@bjafa.org%E3%80%82
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育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

／
在
籍
数
１
７
５
人
、
藤
田
真

祐
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
で
は
、

２
月
25
日
に
ひ
な
ま
つ
り
の
集

い
を
行
っ
た
。

　
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
市
に
あ

る
と
み
な
が
商
店
か
ら
寄
付
の

あ
っ
た
ひ
な
あ
ら
れ
を
幼
児
部

か
ら
高
等
部
ま
で
皆
で
頂
い

た
。
小
さ
く
て
か
わ
い
ら
し
い

あ
ら
れ
を
楽
し
み
な
が
ら
、﹁
う

ち
に
も
お
雛
様
が
飾
っ
て
あ
る

よ
﹂﹁
甘
酒
を
飲
む
よ
﹂
な
ど

と
各
家
庭
で
の
ひ
な
ま
つ
り
の

過
ご
し
方
に
話
が
弾
ん
だ
。
ま

た
、
中
に
は
ひ
な
あ
ら
れ
を
初

め
て
食
べ
た
子
供
も
い
て
、
お

い
し
い
、
お
代
わ
り
が
欲
し
い

な
ど
と
盛
り
上
が
っ
た
。

　
幼
児
部
で
は
年
長
組
と
年
中

組
の
子
供
達
が
集
ま
っ
て
、
制

作
の
時
間
に
作
成
し
た
内
裏
雛

の
折
り
紙
を
見
せ
合
っ
た
り
、

先
生
か
ら
ひ
な
ま
つ
り
の
由
来

や
ひ
な
あ
ら
れ
の
色
の
意
味
を

習
っ
た
り
し
た
。
外
は
粉
雪
が

舞
い
、
し
ん
し
ん
と
冷
え
込
ん

で
い
た
が
、
元
気
に
﹁
う
れ
し

い
ひ
な
ま
つ
り
﹂
を
歌
い
、
お

土
産
に
ひ
な
あ
ら
れ
を
い
た
だ

い
て
、
笑
顔
満
面
に
な
っ
た
子

供
た
ち
の
様
子
に
、
学
内
に
一

足
早
く
春
が
や
っ
て
き
た
よ
う

な
一
日
と
な
っ
た
。

　
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
︵
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ

ド
ク
リ
フ
ス
市
　
半
場
　
綾
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
幼
児
部
で

は
、
ひ
な
祭
り
の
集
い
が
行
わ

れ
た
。

　
保
育
室
に
飾
ら
れ
た
見
事
な

七
段
飾
り
を
前
に
、
ひ
な
祭
り

の
由
来
、
七
段
飾
り
の
人
形
や

道
具
の
説
明
を
聞
い
た
。ま
た
、

大
好
き
な
紙
芝
居
を
楽
し
ん
だ

後
、男
雛
と
女
雛
の
製
作
を
し
、

雛
あ
ら
れ
と
、
白
酒
に
見
立
て

た
カ
ル
ピ
ス
を
頂
い
た
。
家
に

ひ
な
飾
り
が
あ
る
園
児
は
、
家

の
お
雛
様
と
学
園
の
お
雛
様
の

顔
の
作
り
の
違
い
を
説
明
し
た

り
、
立
雛
や
一
段
飾
り
、
三
段

飾
り
の
紹
介
を
し
て
い
る
ほ
ほ

え
ま
し
い
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
で

は
﹁
土
曜
日
は
、
み
ん
な
で
楽

し
む
日
本
語
の
日
﹂
と
題
し
て

毎
土
曜
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

見
学
や
、
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
受

付
は
随
時
実
施
し
て
い
る
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

ひ
な
祭
り
の
集
い

育
英
サ
タ
デ
ー

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

ひ
な
祭
り

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
、全
日
課
程
幼
児
ク
ラ
ス︵
新

元
良
一
校
長
︶
は
２
月
23
日
、

２
年
ぶ
り
と
な
る
対
面
で
の
子

ど
も
発
表
会
を
行
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
大
好
き
な
家
族
に
囲

ま
れ
て
、
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た

り
、
演
じ
た
り
と
１
年
間
の
学

習
の
集
大
成
を
披
露
し
た
。

　
年
中
児
に
よ
る
始
め
の
言
葉

を
皮
切
り
に
、
今
年
度
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
︿
あ
お
い
そ
ら
に
え

を
か
こ
う
﹀の
全
体
合
唱
。﹁
エ

イ
ヤ
ー
﹂
と
腕
を
高
く
あ
げ
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
声
た
か

ら
か
に
歌
っ
た
。
今
ま
で
学
習

し
た
日
本
語
を
学
年
ご
と
に
発

表
す
る
時
間
も
あ
り
、
し
り
と

り
や
名
前
探
し
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
習
得
し
た
日
本
語
力
を
保
護

者
に
見
せ
た
。
演
劇
﹁
め
っ
き

ら
も
っ
き
ら
ど
ぉ
ん
ど
ん
﹂
で

は
児
童
全
員
が
主
人
公
に
な
り

き
り
、
と
ん
だ
り
は
ね
た
り
転

が
っ
た
り
と
体
操
教
室
で
学
ん

だ
動
作
を
次
々
と
披
露
。
体
育

館
中
に
響
き
渡
る
声
で
歌
っ
た

り
セ
リ
フ
を
言
っ
た
り
し
な
が

ら
、
次
々
と
変
化
す
る
話
の
場

面
で
の
役
割
を
こ
な
し
た
。
た

く
さ
ん
の
観
客
を
目
の
前
に
し

て
１
時
間
に
及
ぶ
発
表
会
だ
っ

た
が
、
ど
の

子
ど
も
も
も

の
お
じ
せ
ず

演
じ
る
こ
と

が

で

き

た
。

教
室
に
帰
る

前
に
保
護
者

ら
か
ら
﹁
が

ん

ば

っ

た

ね
﹂
と
大
き

な
ハ
グ
を
も

ら
い
、
子
ど

も
た
ち
は
と

て
も
誇
ら
し

げ
な
顔
を
し

て
い
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

子
ど
も
発
表
会

Ｑ
　
友
達
付
き
合
い
が
苦
手
な

小
６
の
娘
が
ク
ラ
ス
の
子
の
誕

生
パ
ー
テ
ィ
に
誘
わ
れ
た
の
は

よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
い
に

く
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
と
重
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
娘
は
﹁
断

っ
た
ら
も
う
誘
っ
て
も
ら
え
な

く
な
る
﹂
と
心
配
し
パ
ー
テ
ィ

に
行
く
と
言
い
ま
す
。
ど
う
す

れ
ば
よ
い
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　︵
Ｎ
Ｙ
州
、
母
︶

Ａ
　
人
に
誘
わ
れ
た
り
頼
み
事

を
さ
れ
た
時
、
相
手
の
気
持
ち

を
損
ね
た
り
、
関
係
が
気
ま
ず

く
な
ら
な
い
よ
う
上
手
に
断
る

の
は
大
人
に
と
っ
て
も
難
し
い

こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
断
り

方
が
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
て
お
く
と
、
子
供
の
今
後
の

人
間
関
係
や
自
己
肯
定
感
に
も

長
期
的
に
よ
い
影
響
を
与
え
ま

す
。
こ
こ
で
は
自
己
主
張
ス
キ

ル
の
一
つ
で
あ
る
﹁
上
手
な
断

り
方
﹂
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

も
と
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
な
お
子
さ
ん
で
あ
れ

ば
特
に
、
家
庭
で
親
子
一
緒
に

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
し
な
が
ら
練
習

し
、
実
際
に
上
手
に
断
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
子

供
に
、
相
手
の
気
持
ち
を
損
ね

た
り
関
係
を
壊
し
た
り
せ
ず
上

手
に
断
る
方
法
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
次
の

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
説
明
し
て

あ
げ
て
下
さ
い
。

︵
１
︶
お
詫
び
の
言
葉
を
言
う

︵
例
：
﹁
ご
め
ん
ね
﹂
、
﹁
誘
っ

て
く
れ
て
嬉
し
い
ん
だ
け
ど
﹂
、

﹁
す
ご
く
行
き
た
い
ん
だ
け

ど
﹂
︶

︵
２
︶
断
る
理
由
を
伝
え
る

︵
例
：
﹁
実
は
そ
の
日
は
大
事

な
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
な
の
﹂
︶

︵
３
︶
断
り
の
言
葉
を
は
っ
き

り
言
う
︵
例
：
﹁
だ
か
ら
残
念

だ
け
ど
行
け
な
い
の
よ
﹂
︶

︵
４
︶
代
わ
り
の
案
を
提
示
す

る
︵
例
：
﹁
で
も
次
は
必
ず
行

く
か
ら
ね
﹂
、
﹁
誕
生
プ
レ
ゼ
ン

ト
用
意
す
る
ね
﹂
な
ど
︶

　
最
初
の
﹁
お
わ
び
の
言
葉
﹂

の
要
点
は
、
こ
れ
か
ら
言
い
に

く
い
こ
と
を
伝
え
る
前
に
、
相

手
に
な
る
べ
く
よ
い
気
分
で
聞

い
て
も
ら
え
る
よ
う
言
葉
を
添

え
る
こ
と
で
す
。
場
の
状
況
に

よ
り
内
容
は
異
な
り
ま
す
が
、

断
る
こ
と
を
相
手
に
悪
い
と
思

っ
て
い
る
気
持
ち
や
自
分
を
誘

っ
た
り
頼
み
ご
と
を
し
て
く
れ

た
こ
と
へ
の
感
謝
な
ど
を
伝
え

ま
す
。
次
に
﹁
断
る
理
由
﹂
を

伝
え
ま
す
。
人
に
も
の
を
頼
む

と
き
も
そ
う
で
す
が
、
相
手
に

そ
の
理
由
や
事
情
を
伝
え
る
か

ど
う
か
で
、
断
ら
れ
る
側
の
反

応
が
か
な
り
違
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
し
て
実
際
に
﹁
断
り
の
言

葉
﹂
を
伝
え
ま
す
。
大
事
な
の

は
相
手
に
断
っ
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
る
よ
う
は
っ
き
り
言
う
こ

と
で
す
。
曖
昧
に
﹁
だ
か
ら
ち

ょ
っ
と
﹂
と
か
﹁
○
○
か
も
﹂

な
ど
で
は
、
相
手
が
断
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
に
く
く
、

結
果
的
に
続
け
て
何
度
も
頼
ま

れ
た
り
、
﹁
強
く
押
せ
ば
受
け

て
く
れ
る
﹂
な
ど
と
思
わ
せ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
最
後
に
﹁
代
わ
り
の
案
﹂
を

提
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
断
る
代

わ
り
に
何
か
相
手
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
気
遣
い
が
あ
る
と
、
断

ら
れ
た
方
は
﹁
自
分
の
こ
と
を

考
え
て
く
れ
て
る
﹂
と
感
じ
ら

れ
、
断
ら
れ
て
嫌
な
思
い
を
す

る
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
感
情
が
起

こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
親
子
で
実
際
の
場
面
を
想
定

し
﹁
誘
う
︵
頼
む
︶
役
﹂、﹁
断

る
役
﹂
に
な
り
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

で
練
習
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
大
事
な
こ
と
を
伝
え

ま
す
。
①
相
手
に
体
を
向
け
目

を
見
て
話
す 

②
相
手
に
聞
こ

え
る
声
の
大
き
さ
で
は
っ
き
り

伝
え
る 

③
落
ち
着
い
て
自
信

を
持
っ
て
話
す
な
ど
が
大
切
で

す
。
ま
ず
は
親
が
断
る
役
に
な

り
、
見
本
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
役
割
を
交
替
し
て
練
習

し
ま
す
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
後
ど

う
感
じ
た
か
、
ど
こ
が
難
し
か

っ
た
か
な
ど
話
し
合
い
、
具
体

的
改
善
策
を
相
談
し
ま
す
。
批

判
的
に
な
ら
ず
﹁
こ
こ
が
よ
か

っ
た
﹂
と
褒
め
、﹁
こ
う
す
れ

ば
も
っ
と
い
い
よ
﹂
と
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
子
供

が
断
わ
ら
れ
役
に
な
る
こ
と

で
、
ど
う
伝
え
れ
ば
嫌
な
気
持

ち
に
な
る
か
・
な
ら
な
い
か
、

ど
う
言
え
ば
断
っ
て
い
る
こ
と

が
は
っ
き
り
伝
わ
る
か
が
実
感

で
き
ま
す
。

　
悪
い
例
を
大
げ
さ
に
演
じ
た

り
し
て
楽
し
く
で
き
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。
繰
り
返
し
練

習
す
れ
ば
自
然
と
身
に
つ
い
て

い
き
ま
す
。
気
長
に
少
し
ず
つ

上
達
で
き
る
よ
う
ヘ
ル
プ
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
最
初
は
断

り
や
す
い
場
面
を
使
い
、
上
達

と
共
に
よ
り
断
り
に
く
い
場
面

で
練
習
し
ま
し
ょ
う
︵
理
不
尽

な
要
求
を
さ
れ
た
等
︶。
い
ろ

い
ろ
な
状
況
で
上
手
に
断
る
ス

キ
ル
を
習
得
で
き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
子
供
は
こ
の
よ
う

な
ス
キ
ル
を
親
を
見
て
学
び
ま

す
。
親
が
上
手
な
断
り
方
を
し

て
い
れ
ば
子
供
も
自
然
と
そ
の

よ
う
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
は
親
自
身
が

上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
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介
護
業
界
で
も
Ａ
Ｉ
化
の
波

が
迫
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
何

度
か
お
伝
え
し
た
通
り
で
す
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
人

手
不
足
問
題
。
見
守
り
ロ
ボ
ッ

ト
や
利
用
者
の
観
察
や
記
録
を

自
動
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

そ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
、
生

産
性
の
向
上
で
あ
り
、
働
く
人
・

こ
と
の
効
率
化
の
追
求
で
す
。

一
人
当
た
り
の
時
間
当
た
り
の

売
上
単
価
の
ア
ッ
プ
が
期
待
さ

れ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　
た
だ
、
介
護
の
お
仕
事
に
売

上
ア
ッ
プ
と
か
、
効
率
化
と
い

う
言
葉
は
違
和
感
が
あ
る
の
も

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
売
上
ア

ッ
プ
す
る
た
め
に
は
利
用
す
る

本
人
が
不
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
過

剰
と
も
い
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
悪
質
な
方
法
を
す
る
事

業
所
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
効
率
化
と
い
う
と
、
温

か
み
の
な
い
割
り
切
っ
た
ド
ラ

イ
な
関
係
で
な
い
と
い
け
な
い

か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
た

だ
し
、
経
営
者
と
し
て
は
、
職

員
が
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
以

上
、
生
産
性
を
上
げ
る
、
時
間

当
た
り
の
売
上
単
価
と
い
う
も

の
は
無
視
す
る
わ
け
に
も
い
き

ま
せ
ん
。
介
護
や
福
祉
に
は
、

そ
も
そ
も
売
上
や
効
率
化
は
相

応
し
く
な
い
と
言
い
切
っ
て
し

ま
え
ば
元
も
子
も
な
い
。
そ
れ

は
、
せ
っ
か
く
介
護
制
度
を
育

成
し
て
き
た
実
績
を
否
定
す
る

こ
と
で
あ
り
、
ミ
レ
ニ
ア
ム

︵
２
０
０
０
年
︶
以
前
の
﹁
お

上
︵
自
治
体
等
︶
か
ら
い
た
だ

く
、
選
ぶ
権
利
の
な
い
措
置
制

度
に
立
ち
返
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
が
い
い
は
ず
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
当
社
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
﹁
超
・
生

産
性
向
上
﹂
を
掲
げ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
簡
単
に
い
う
と
、

﹁
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

︵
利
用
者
︶
に
も
働
い
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
？
﹂
と

い
う
策
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
障

害
者
を
雇
用
す
る
と
い
う
こ
と

は
何
も
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
公
的
制
度
と
し
て

も
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継

続
支
援
、
自
立
訓
練
、
社
会
生

活
適
応
訓
練
と
類
似
の
制
度
活

用
方
法
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
そ
こ
が
ど
う
違
う
の
か
、

さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
、
飲
食

超
・
生
産
性
向
上
へ
の
挑
戦

で
例
え
る
な
ら
﹁
牛
丼
を
食
べ

に
き
た
人
が
、
そ
の
ま
ま
、
厨

房
に
片
付
け
、
皿
洗
い
も
し
て

も
ら
う
﹂
ま
た
は
、﹁
お
客
さ

ん
と
し
て
来
店
し
て
い
る
の

に
、
マ
ス
タ
ー
が
ヨ
ボ
ヨ
ボ
で

放
っ
て
お
け
な
い
の
で
、
カ
ウ

ン
タ
ー
の
中
に
入
り
、
次
に
来

店
し
た
お
客
さ
ん
の
オ
ー
ダ
ー

を
聞
い
て
マ
ス
タ
ー
の
代
わ
り

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
﹂
よ

う
な
も
の
で
す
か
ね
。し
か
も
、

そ
れ
を
﹁
勤
労
と
認
め
時
給
を

払
う
﹂
と
い
う
、﹁
消
費
し
な

が
ら
生
産
す
る
﹂
と
い
う
方
法

で
す
。
こ
の
こ
と
を
大
阪
市
指

導
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、﹁
他

の
利
用
者
の
混
乱
を
招
か
な
い

よ
う
に
利
用
す
る
側
と
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
側
の
時
間
・
場

所
等
の
区
分
け
が
で
き
れ
ば
可

能
﹂
と
い
う
判
断
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
実
は
、そ
の
類
似
例
と
し
て
、

学
生
向
け
マ
ン
シ
ョ
ン
や
宿
舎

を
提
供
す
る
条
件
と
し
て
﹁
月

○
時
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
活
動
に
参
加
す
る
義
務
を
付

与
し
て
入
居
さ
せ
る
﹂
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
す
。

例
１
：
シ
ェ
ア
金
沢
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン︵
石
川
県
金
沢
市
若
松
町
︶

の
学
生
向
け
住
宅
。

例
２
：
ワ
テ
ラ
ス
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
ハ
ウ
ス
︵
東
京
都
千
代
田

区
︶

　
た
だ
し
、
事
例
と
し
て
挙
げ

た
２
例
は
﹁
給
与
代
わ
り
の
現

物
支
給
﹂
で
も
あ
り
、
そ
の
点

で
は
当
社
は
﹁
給
与
を
支
給
す

る
﹂
点
で
は
、
独
自
の
﹁
超
・

生
産
性
向
上
へ
の
挑
戦
﹂
だ
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
産
業
全
体
が
人
手
不

足
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
こ
れ

ら
の
問
題
は
、
Ａ
Ｉ
や
外
国
人

に
頼
る
に
は
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が

高
す
ぎ
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の

進
化
や
制
度
の
緩
和
を
待
っ
て

い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

す
。
そ
こ
に
は
お
客
様
が
待
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
！

　西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp
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﹁
台
湾
有
事
﹂
が
い
ろ
い
ろ

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

台
湾
に
住
む
仲
間
が
﹁
と
り
あ

え
ず
来
て
み
た
ら
﹂
と
言
う
の

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
普
通
に

台
湾
進
出
の
催
事
が
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
日
本
か
ら
の
海
外

進
出
で
や
は
り
台
湾
は
人
気
が

あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
台
湾
で
感
じ
た
こ
と

は
﹁
台
湾
の
物
価
は
安
く
な

い
﹂
。
コ
ロ
ナ
前
は
、
１
元
が

３
円
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
で
し

た
。
な
の
で
１
０
０
元
の
も
の

を
買
っ
て
も
３
０
０
円
く
ら

い
の
感
覚
。
﹁
安
い
﹂
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
円
安

の
今
、
１
元
が
４
・
５
円
く
ら

い
。
な
ん
と
な
く
５
円
く
ら
い

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
う
な
る

と
、
３
０
０
元
の
物
を
買
う
と

１
５
０
０
円
。
安
く
な
い
。

　
実
際
、
小
籠
包
の
有
名
な
店

に
行
く
と
１
人
１
０
０
０
元
く

ら
い
。
か
つ
て
は
３
０
０
０

円
く
ら
い
だ
っ
た
も
の
が

５
０
０
０
円
だ
と
思
う
と
安
く

な
い
。
ワ
イ
ン
な
ど
は
特
に
税

金
の
こ
と
も
あ
っ
て
同
じ
も
の

が
日
本
の
倍
く
ら
い
し
た
り
す

る
。

　
そ
れ
で
も
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、

２
時
間
で
１
０
０
０
元
と
か

１
２
０
０
元
で
日
本
よ
り
安

い
。
な
の
で
仲
間
と
マ
ッ
サ
ー

ジ
に
は
ま
っ
て
ま
し
た(

笑)

。

　
感
動
し
た
の
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
に
小
銭
を
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る

こ
と
。
そ
れ
で
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
買
い
物
で
き
ま
す
。
日
本
は

お
札
し
か
チ
ャ
ー
ジ
で
き
な

い
。
飲
食
の
予
約
や
注
文
な
ど

店
に
よ
っ
て
は
日
本
よ
り
も
進

ん
で
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
　

　
い
ろ
ん
な
話
を
伺
い
ま
し

た
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な
ど
半
導
体
の

工
場
を
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
や
日
本

に
作
る
の
か
。
や
は
り
、
有
事

が
あ
っ
た
時
に
分
散
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
話
に
も

な
り
ま
し
た
。
大
谷
由
里
子
：

１
９
６
３
年
、奈
良
県
生
ま
れ
。

吉
本
興
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経

て
、
人
材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
。﹁
笑
い
﹂
を
取
り
入
れ
た

人
材
育
成
が
話
題
に
。
著
書
に

﹁
元
気
セ
ラ
ピ
ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂﹁
は
じ
め
て
講

師
を
頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
︵
中

経
出
版
︶﹂
な
ど
多
数
。

台
湾
に
行
っ
て

き
ま
し
た

　
来
米
中
の
落
語
家
で
女
流
紙
切
り
師
の
三
遊
亭

絵
馬
さ
ん
が
紙
切
り
の
実
演
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

や
在
米
邦
人
、
日
系
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　
２
月
23
日
に
は
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
の
敬
老
会
を
訪

問
、﹁
神
業
﹂
の
よ
う
な
﹁
紙
技
﹂
を
披
露
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　︵
関
連
記
事
４
面
と
16
面
に
も
︶

︵
写
真
提
供
・
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
︶

神業？
いえ紙技

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp


(19)　　 ［作文のページ］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和 5 年）3 月 4 日（土）

　

2
年
生
の
時
に
ト
ー
マ

ス
・
エ
ジ
ソ
ン
の
本
を
読
ん

で
い
た
時
か
ら
、
心
に
残
っ

て
い
る
言
葉
が
あ
る
。
﹁
私
は

失
敗
し
た
こ
と
が
な
い
。
た

だ
一
万
通
り
の
う
ま
く
い
か

な
い
方
法
を
見
つ
け
た
だ
け

だ
﹂
。
エ
ジ
ソ
ン
は
失
敗
を
た

く
さ
ん
し
て
、
う
ま
く
い
か

な
い
方
法
を
見
つ
け
た
と
思

う
こ
と
が
出
来
た
か
ら
、
発

明
王
に
な
れ
た
ん
だ
。
失
敗

を
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る

の
は
強
い
言
葉
だ
と
思
っ
た
。

　
私
は
小
学
1
年
生
か
ら
ピ

ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
が
あ
っ
て
か
ら
３
年
間
の

発
表
会
は
、
い
つ
も
家
で
演

奏
し
た
の
を
ビ
デ
オ
で
撮
っ

て
い
た
の
で
、
間
違
え
て
も

何
度
も
撮
り
直
し
し
て
い
た
。

で
も
、
去
年
の
夏
の
発
表
会

で
は
コ
ロ
ナ
の
前
の
よ
う
に

人
前
で
弾
く
こ
と
に
な
っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
ピ
ア
ノ
の
横
に

立
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
し

ゅ
ん
間
、
た
く
さ
ん
の
人
が

私
を
見
て
い
る
の
が
分
か
っ

た
。
気
持
ち
が
パ
ッ
と
緊
張

し
た
ま
ま
弾
き
始
め
た
ら
、

自
分
で
も
分
か
る
ほ
ど
テ
ン

ポ
が
速
か
っ
た
。
練
習
し
た

時
よ
り
も
ど
ん
ど
ん
速
く
な

っ
て
い
て
、
で
も
止
め
ら
れ

な
い
。
途
中
か
ら
勝
手
に
動

く
指
し
か
見
え
な
く
な
っ
た
。

た
く
さ
ん
間
違
え
た
。
終
わ

っ
た
後
全
然
ス
ッ
キ
リ
し
な

か
っ
た
。
と
て
も
ド
キ
ド
キ

し
て
い
て
、
誰
に
も
私
を
見

て
欲
し
く
な
い
と
思
っ
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
練
習

す
る
気
も
出
な
い
く
ら
い
だ

っ
た
。

　
そ
の
頃
に
エ
ジ
ソ
ン
の
言

葉
を
思
い
出
し
た
。
私
の
演

奏
は
失
敗
で
は
な
く
、﹁
成
功
﹂

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ど
う
し
た
ら
人
の
前
で
も
家

で
弾
い
て
い
る
よ
う
に
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
出
来
る
だ
ろ
う

と
考
え
な
が
ら
、
ピ
ア
ノ
の

練
習
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
算
数
の
問
題
を
解
い
て
い

る
時
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
。
何
度
も
間
違
え
る

と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
あ

る
。
で
も
、
そ
れ
は
こ
の
や

り
方
で
は
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
と
い
う
﹁
成
功
﹂
だ
と

思
う
と
、
何
回
バ
ツ
が
付
い

て
も
イ
ラ
イ
ラ
し
な
く
な
っ

た
。

　
私
は
来
月
ピ
ア
ノ
の
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る

の
で
、
毎
日
練
習
し
て
い
る
。

も
う
曲
は
暗
ぷ
し
て
弾
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

テ
ン
ポ
や
強
弱
に
気
を
付
け

て
も
っ
と
上
手
に
弾
き
た
い
。

間
違
え
て
も
大
丈
夫
、
失
敗

し
て
も
大
丈
夫
、
ま
だ
チ
ャ

ン
ス
は
あ
る
と
信
じ
て
、
本

番
で
成
功
し
た
い
。

　
　
　
　
　  

　︵
滞
米
12
年
︶

　
今
年
の
夏
、
ぼ
く
は
北
海

道
の
あ
さ
ひ
山
動
物
園
に
行

き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
朝
か

ら
た
く
さ
ん
の
動
物
を
見
る

こ
と
に
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
レ
ッ
サ
ー
パ
ン

ダ
が
木
を
登
っ
て
い
る
す
が

た
や
、
ペ
ン
ギ
ン
が
魚
を
食

べ
て
い
る
の
や
、
ふ
く
ろ
う

が
と
び
回
っ
て
い
る
の
を
見

る
の
が
大
好
き
で
し
た
。
で

も
、
感
動
し
た
の
は
、
あ
ざ

ら
し
と
ヘ
ビ
で
し
た
。

　
あ
ざ
ら
し
館
で
は
、
大
き

な
円
柱
水
そ
う
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
ざ
ら
し
が
円
柱
水
そ

う
の
上
か
ら
下
ま
で
泳
ぐ
の

を
見
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う

で
し
た
。
す
る
と
だ
れ
か
が
、

﹁
見
て
！
あ
ざ
ら
し
の
赤
ち
ゃ

ん
だ
。
﹂
と
言
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
そ
れ
を
聞
い
て
ど
う
く

つ
ま
ど
で
、
水
そ
う
の
中
を

の
ぞ
き
ま
し
た
。
よ
く
見
る

と
、
あ
ざ
ら
し
の
赤
ち
ゃ
ん

が
ぼ
く
の
方
を
見
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
思
わ
ず
さ
け
び

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
円
柱
水
そ
う
の
中
で
、

あ
ざ
ら
し
の
赤
ち
ゃ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
泳
い
で
遊
び
た
い

気
分
で
し
た
。

　
も
う
一
つ
大
き
く
心
に
の

こ
っ
た
動
物
は
、
ヘ
ビ
で
す
。

ぼ
く
が
は
虫
る
い
館
を
出
る

と
、
し
い
く
員
さ
ん
が
み
ん

な
に
ヘ
ビ
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、﹁
今
か
ら
み
な

さ
ん
に
ヘ
ビ
を
さ
わ
っ
て
も

ら
い
ま
す
。﹂
と
し
い
く
員
さ

ん
が
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は

ヘ
ビ
年
生
ま
れ
な
の
に
、
ヘ

ビ
を
さ
わ
っ
た
こ
と
が
な
い

で
す
。
な
の
で
、
さ
わ
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
さ

わ
っ
て
み
る
と
、
思
っ
て
い

た
よ
り
ぬ
る
ぬ
る
せ
ず
す
べ

す
べ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
し
い
く
員
さ
ん
が
、
お

ど
ろ
く
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。

﹁
こ
れ
か
ら
ヘ
ビ
が
ネ
ズ
ミ
を

食
べ
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら

い
あ
ま
す
。﹂﹁
そ
ん
な
の
か

わ
い
そ
う
だ
よ
。﹂
と
、
だ
れ

か
が
言
い
ま
し
た
。
で
も
み

ん
な
が
し
ず
か
に
な
る
と
し

い
く
員
さ
ん
は
、﹁
動
物
は
お

た
が
い
食
べ
な
い
と
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
し
ぜ

ん
の
こ
と
で
す
。﹂
と
言
っ
て

ネ
ズ
ミ
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

ヘ
ビ
と
ネ
ズ
ミ
を
か
ご
に
入

れ
る
と
、
ヘ
ビ
は
だ
ん
だ
ん

近
づ
い
て
、
に
ゅ
る
り
と
ネ

ズ
ミ
を
し
め
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ネ
ズ
ミ
が
だ
ん
だ

ん
息
苦
し
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。
や
が
て

ヘ
ビ
は
ネ
ズ
ミ
を
は
な
し
て

い
っ
気
に
の
み
こ
み
は
じ
め

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
す
ご
く

気
持
ち
悪
く
な
っ
て
、
ネ
ズ

ミ
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い

ま
し
た
。
で
も
、
こ
れ
は
し

ぜ
ん
の
中
で
は
、
あ
た
り
ま

え
の
出
来
事
だ
と
し
い
く
員

さ
ん
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

と
て
も
ざ
ん
こ
く
な
も
の
を

見
て
ぼ
く
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。

　
ぼ
く
は
ヘ
ビ
が
ネ
ズ
ミ
を

食
べ
る
の
は
知
り
た
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ
く
は
他

の
動
物
も
き
け
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。
で
も
ぼ
く
は
、
人

間
も
ざ
ん
こ
く
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
っ
て
ぼ
く
た
ち
は
牛

や
ぶ
た
、
鳥
と
い
う
動
物
を

食
べ
て
い
ま
す
。
で
も
、
人

間
や
動
物
は
肉
を
食
べ
な
い

と
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
大

切
な
命
を
ぼ
く
た
ち
は
、
む

だ
に
し
て
は
い
け
な
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　  

　︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
失
敗
は
成
功
だ
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ラ
ー　

芹
奈

　
私
の
将
来
の
夢
は
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
選
手
に

な
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
い

つ
か
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
プ

レ
ー
し
た
い
で
す
。

　
私
は
、
９
歳
の
時
か
ら
兄
、

姉
の
影
響
で
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
ま
し
た
。
兄
と
姉
は
二
人

と
も
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
や

フ
ォ
ワ
ー
ド
を
や
っ
て
い
ま

す
が
、
私
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

右
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
で
デ
ィ
フ

ェ
ン
ダ
ー
で
す
。
デ
ィ
フ
ェ

ン
ダ
ー
の
仕
事
と
し
て
楽
し

い
の
は
、
ま
ず
ゴ
ー
ル
を
守

っ
た
時
や
敵
の
ボ
ー
ル
を
さ

え
ぎ
っ
た
時
の
達
成
感
で
す
。

ま
た
、
守
備
な
の
で
攻
撃
を

す
る
こ
と
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
よ

り
も
少
な
い
で
す
が
、
試
合

中
、
攻
撃
に
移
っ
て
ゴ
ー
ル

を
決
め
た
時
に
は
と
て
も
達

成
感
が
あ
る
と
こ
ろ
も
好
き

で
す
。

　
最
近
で
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
や
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
試
合

を
観
て
、
い
つ
も
代
表
選
手

の
よ
う
に
な
り
た
い
と
あ
こ

が
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

２
０
１
１
年
の
女
子
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
を
し
た
澤

選
手
の
よ
う
な
、
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
リ
ー
ド

で
き
、
攻
撃
的
な
プ
レ
ー
の

で
き
る
選
手
や
、
今
年
の
男

子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍

し
た
三
苫
選
手
の
よ
う
な
ア

シ
ス
ト
が
で
き
る
選
手
に
も

 ﹁
大
切
な
命
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋　

和
也

「夢」
　　　　中部テネシー日本語補習校中１

　　　　　　　　　　　　　若月　いずみ

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

　
わ
た
し
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
で
す
。
ア

ー
ト
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
べ
ん

強
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
さ
い
後

ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
出
来
上

が
っ
た
物
を
見
る
と
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。ざ
ん
ね
ん
な
が
ら
、

べ
ん
強
は
が
ん
ば
っ
て
も
分
か

ら
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。で
も
、

時
間
が
の
こ
っ
て
い
る
か
ぎ

り
、
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
思
っ

て
翌
日
書
い
た
答
え
が
合
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
い
う

時
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
ほ
か
に
、
父
や
母
は
、
わ
た

し
の
い
い
と
こ
ろ
は
、﹁
よ
く

見
て
い
て
、気
が
つ
く
と
こ
ろ
﹂

と
言
い
ま
す
。
母
が
い
そ
が
し

そ
う
に
し
て
た
ら
、
た
の
ま
れ

る
前
に
自
分
か
ら
お
手
伝
い
を

し
て
た
り
、
か
た
を
も
ん
だ
り

し
て
あ
げ
た
り
す
る
か
ら
だ
そ

う
で
す
。﹁
今
こ
れ
が
ほ
し
い

な
。﹂
と
思
っ
て
持
っ
て
行
く

と
、﹁
ち
ょ
う
ど
こ
れ
取
り
に

行
こ
う
と
思
っ
た
の
！
明
は
本

当
に
よ
く
見
て
る
ね
。﹂
と
び

っ
く
り
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
　
　︵
滞
米
８
年
10
か
月
︶

あ
こ
が
れ
ま
す
。
他
に
も
、

ロ
ナ
ウ
ド
、
メ
ッ
シ
の
よ
う

な
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
よ
う
な
選

手
に
な
り
た
い
と
い
う
目
標

も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
に
ち
ょ
う
ど
私

の
試
合
の
隣
で
日
本
か
ら
ア

メ
リ
カ
に
き
た
プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
が
試
合
を
や
っ
て

い
て
、
目
の
前
で
観
戦
を
し

た
の
で
す
が
、
プ
ロ
選
手
の

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
プ
レ

ー
や
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
等
と

て
も
格
好
良
く
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。

　
私
は
毎
日
必
ず
サ
ッ
カ
ー

の
練
習
を
し
ま
す
。
パ
ス
や

ド
リ
ブ
ル
の
練
習
の
他
に
も
、

体
力
や
走
力
を
つ
け
る
た
め

に
長
距
離
や
短
距
離
を
走
り

こ
ん
だ
り
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
し
て
い
ま
す
。
学
校

で
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
他
に
、

陸
上
部
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
部
に
も
入
っ
て
き
た
え
て

い
ま
す
。
昨
年
一
年
で
練
習

を
し
な
か
っ
た
の
は
中
学
の

修
学
旅
行
に
行
っ
た
４
日
間

だ
け
で
、
毎
日
の
練
習
の
成

果
が
陸
上
に
も
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
に
も
、
そ
し
て
大
好

き
な
サ
ッ
カ
ー
に
も
あ
ら
わ

れ
て
、
と
て
も
良
い
一
年
で

し
た
。

　
で
も
、
私
は
今
あ
る
目
の

前
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
日

本
代
表
選
手
と
し
て
プ
レ
ー

す
る
目
標
を
持
ち
続
け
、
こ

れ
か
ら
も
毎
日
練
習
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　  

　︵
滞
米
10
年
︶

 「わたしのいいところ」
　  ニューヨーク育英学園サタデースクール小３

　　　　　　　　　　　　　　上田　明

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人に
は全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメ
リカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に
限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。写
真を必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名と E メールアドレス
を明記のうえ、下記住所まで郵送してください。

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun
71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

＊ E メールでの応募はスキャンした作文（PDF) または Word 原稿に
写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

 主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

https://www.joes.or.jp/
http://www.newjersryjapaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com


2023 年（令和 5 年）3 月 4 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［ LIVING in USA］　　(20  )

 LIVING in USA
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総
合
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
の
リ

ロ
　
リ
ダ
ッ
ク
︵
七
原
肇
社
長
︶

は
２
月
16
日
夕
、
同
社
を
通
じ

て
賃
貸
住
宅
を
契
約
し
た
人
の

た
め
に
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
対

面
で
の
﹁
リ
ダ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル

カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
﹂
を
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
に
あ
るN

IN
E

52

で

開
催
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
新
し

く
赴
任
し
た
人
が
、
地
域
や
住

宅
・
生
活
に
関
す
る
情
報
交
換

を
し
た
り
、
友
人
知
人
を
増
や

し
た
り
、
直
接
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

と
話
し
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
の
場
と
し
て
企
画
さ
れ

た
も
の
。
当
日
は
賃
貸
住
宅
を

成
約
し
た
人
や
そ
の
家
族
・
友

人
、
同
社
社
員
や
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
な
ど
28
人
が
参
加
し
た
。

　
参
加
者
は
初
め
は
緊
張
し
て

い
る
様
子
だ
っ
た
が
、
久
々
に

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
再
会
す
る
と

笑
顔
に
な
り
、
徐
々
に
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
、
ワ
イ
ン
や
カ
ク
テ
ル
、

ビ
ー
ル
や
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
の
食

事
を
堪
能
し
て
い
た
。
ま
た
、

初
対
面
同
士
で
も
ア
メ
リ
カ
生

活
に
つ
い
て
や
共
通
の
趣
味
の

話
題
な
ど
で
す
っ
か
り
打
ち
解

け
て
い
た
。参
加
者
か
ら
は﹁
今

ま
で
参
加
し
た
集
ま
り
で
、
一

番
楽
し
か
っ
た
﹂
と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
た
。
同
社
は
今
後
も

こ
の
よ
う
な
交
流
会
を
開
催
し

て
い
く
予
定
。

 

リ
ダ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

新
規
契
約
の
着
任
者
ら
を
歓
迎

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ウ
エ
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
に
は
、
戦
前
か
ら
の

工
業
建
築
の
象
徴
的
な
印
刷
工

場
ビ
ル
を
集
合
住
宅
に
改
修
工

事
し
た
大
型
物
件
が
い
く
つ
か

あ
る
。
周
り
は
住
宅
街
で
お
洒

落
な
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が

多
い
。

　
写
真
は
、
そ
の
中
で
も
一
際

目
立
つ
、
名
前
も
ズ
バ
リ
、
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
。
最
上

階
８
階
に
あ
る
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス

の
デ
ュ
プ
レ
ッ
ク
ス
ワ
ン
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
。
広
さ
は
７
５
０

平
方
フ
ィ
ー
ト
。
最
寄
り
駅

は
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
の
ウ
エ

ス
ト
４
駅
も
し
く
は
１
番
ラ

イ
ン
の
ハ
ド
ソ
ン
駅
。
家
賃

は
７
５
０
０
ド
ル
。
即
入
居

可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、

Ｅ

メ

ー

ル rika.frum
oto@

gm
ail.com

　
山
崎
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
︶

　
故
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
さ
ん
の

妻
で
前
衛
芸
術
家
、
平
和
活
動

家
で
も
あ
る
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
さ

ん
︵
90
︶
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

あ
る
ダ
コ
タ
ハ
ウ
ス
か
ら
Ｎ
Ｙ

州
デ
ラ
ウ
エ
ア
郡
に
あ
る
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
近
く
の
農
園
に
引
っ

越
し
て
い
た
と
２
月
23
日
付
け

英
デ
イ
リ
ー
メ
ー
ル
が
報
じ

た
。
引
越
し
は
コ
ロ
ナ
禍
の
最

中
に
行
わ
れ
、
農
園
に
恒
久
的

に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
。

　
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
人
口

３
７
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な

村
。
農
園
は
６
０
０
エ
ー
カ
ー

ほ
ど
の
広
さ
が
あ
る
。
オ
ノ

さ
ん
は
レ
ノ
ン
さ
ん
と
共
同

で
１
９
７
８
年
に
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
牛
１
０
０
頭
と
一
緒
に

17
万
８
０
０
０
ド
ル
で
購
入
し

て
い
た
。

　
オ
ノ
さ
ん
は
２
０
１
７
年
に

行
わ
れ
た
女
性
の
権
利
拡
張
を

求
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
車
椅

子
で
参
加
し
た
。
24
時
間
体
制

の
医
療
が
必
要
と
さ
れ
、
公
の

場
に
出
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
く
な

っ
て
い
た
。
病
名
な
ど
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。
オ
ノ
さ
ん
は

２
０
２
０
年
に
レ
ノ
ン
さ
ん
の

８
億
ド
ル
の
財
産
や
事
業
な
ど

を
息
子
の
シ
ョ
ー
ン
さ
ん
に
譲

っ
て
い
る
。

　
オ
ノ
さ
ん
は
１
９
６
９
年
に

当
時
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
さ
ん

と
結
婚
。
１
９
７
３
年
か
ら
西

72
丁
目
に
あ
る
ダ
コ
タ
ハ
ウ
ス

の
７
階
に
９
部
屋
を
確
保
し
て

住
ん
で
い
た
。
ダ
コ
タ
ハ
ウ
ス

は
ロ
ー
レ
ン
・
バ
コ
ー
ル
や
レ

ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
、

ジ
ュ
デ
ィ
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

著
名
人
が
住
む
高
級
ア
パ
ー
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
レ
ノ
ン
さ
ん
は
１
９
８
０
年

12
月
に
ダ
コ
タ
ハ
ウ
ス
前
の
歩

道
で
マ
ー
ク
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン

︵
当
時
25
歳
、
服
役
中
︶
に
よ

り
射
殺
さ
れ
た
。
オ
ノ
さ
ん
は

そ
の
後
も
住
み
続
け
て
い
た
。

す
ぐ
近
く
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
に
は
レ
ノ
ン
さ
ん
を
讃
え
た

記
念
碑
﹁
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
フ

ィ
ー
ル
ズ
﹂
も
あ
り
、
毎
年
12

月
８
日
の
レ
ノ
ン
さ
ん
の
命
日

に
は
周
辺
に
フ
ァ
ン
が
集
ま
っ

て
い
る
。

　
農
園
で
は
２
月
18
日
、
シ
ョ

ー
ン
さ
ん
は
じ
め
家
族
や
親
し

い
友
人
が
集
ま
り
オ
ノ
さ
ん
の

90
歳
の
誕
生
日
を
祝
っ
た
。
オ

ノ
さ
ん
の
長
年
の
友
人
で
広
報

担
当
者
の
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ミ
ン

ツ
氏
は
た
く
さ
ん
の
﹁
歌
と
笑

い
﹂
が
あ
っ
た
と
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
投
稿
し
て
い
る
。

オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
さ
ん
引
っ
越
し

Ｎ
Ｙ
州
北
郊
の
農
園
暮
ら
し
に

元
印
刷
工
場
の
最
上
階

ウ
エ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

https://www.redacinc.com/
mailto:rika.frumoto@gmail.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
及
び
ト
ラ
イ

ス
テ
ー
ト
エ
リ
ア
在
住
日
本
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
中
心
に
３
月

11
日
︵
土
︶
と
12
日
︵
日
︶
の

両
日
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
２
８
︵
リ

ビ
ン
ト
ン
通
り
１
２
８
番
地
︶

で
第
13
回
﹁
反
原
発
展
﹂
を
開

催
す
る
。

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
12
周

年
メ
モ
リ
ア
ル
展
覧
会 

と
題

す
る
同
展
に
参
加
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
は
越
光
桂
子
、
山
本
あ

き
こ
、
松
田
常
葉
、
若
生
の
り

子
、B

rett D
avis

、
長
倉
一

美
、O

R
IN

 B
U

C
K

、

青

柳

愛
子
、
飯
塚
国
雄
、
遊
真
あ

つ
こ
、
金
美
貞
、
バ
ッ
ク
早

苗
、
神
舘
美
会
子
、
松
尾
明

子
、
及
川
ひ
ろ
み
、
小
林
利
子
、

Y
U

K
A

K
O

、
荒
木
新
子
、
竹

田
あ
け
み
、
竹
下
宏
、T

ony 
Sahara

、
高
塩
久
育
、
レ
オ

ナ
ー
ト
古
川
文
香
、
田
中
康
予
、

M
ichael Stefanovich

。
主

催
者
代
表
の
越
光
さ
ん
は
﹁
原

子
力
の
平
和
利
用
と
い
う
レ
ト

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

と
す
る
版
画
家
ひ
ゃ
く
だ

か
ず
こ
が
、
チ
ェ
ル
シ
ー

の N
oho M

55 G
allery

︵
西
28
丁
目
５
４
８
番
地

６
３
４
号
︶ 

で
３
月
７
日

︵
火
︶
か
ら
25
日
︵
土
︶
ま

で
開
催
さ
れ
る
版
画
８
人
展

﹁T
H

E
 E

X
C

E
PT

IO
N

A
L 

PR
IN

T

﹂
に
参
加
す
る
。

写
真
家
で
も
あ
る
ひ
ゃ
く
だ

は
、
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
ひ

と
コ
マ
を
切
り
撮
り
、
版
画

の
技
法
に
よ
っ
て
現
実
と
幻

想
を
往
き
来
す
る
都
市
の
心

象
風
景
を
制
作
し
続
け
て
い

る
。
今
回
は
ス
ト
リ
ー
ト
シ

ー
ン
、
木
々
、
水
面
な
ど
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
近
作
か
ら

11
点
を
展
示
す
る
。

　
同
展
は
前
衛
的
版
画
家
と

し
て
知
ら
れ
る
シ
ル
ビ
ィ
・

コ
ビ
ィ
ー
が
﹁
尋
常
で
な
い

素
晴
ら
し
さ
﹂
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
実
験
派
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
集
め
た
グ
ル
ー
プ
展
で
、

８
人
の
作
家
が
コ
ッ
ト
ン

紙
、
ス
チ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
タ

ー
、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
に

表
現
し
た
多
彩
な
プ
リ
ン
ト

作
品
が
特
徴
。

　
入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

火
〜
土
曜
の
午
前
11
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
３
月

９
日
︵
木
︶
６
時
か
ら
８
時

ま
で
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
世

界
的
な
活
動
を
す
る
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
、
浅
井
岳

史
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
﹁Solo 

V
ol. III

﹂
が
、
３
月
17
日
に

デ
ジ
タ
ル
と
Ｃ
Ｄ
で
リ
リ
ー
ス

さ
れ
る
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
浅

井
の
新
し
い
レ
ー
ベ
ル
、
フ
ォ

ノ
ボ
ノ
レ
コ
ー
ド
か
ら
の
３
作

目
で
、
ソ
ロ
ピ
ア
ノ
ジ
ャ
ズ
シ

リ
ー
ズ
の
３
作
目
。
昨
年
11
月

6
日
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
ズ
ナ

ン
で
行
わ
れ
た
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ

ー
トJazZam

ek #
42

の
ラ

イ
ブ
録
音
で
、
8
曲
の
浅
井
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
加
え
て
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
新
し
い
解
釈
、
バ
ッ

ハ
の
前
衛
的
な
ア
レ
ン
ジ
、
美

し
い
ジ
ャ
ズ
バ
ラ
ー
ド
を
含
む

7
曲
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
聴
衆
に
は
非
常
に
好

評
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
は
3
回
行

わ
れ
た
。

　
ア
ル
バ
ム
の
詳
細
は
公
式
サ

イ

ト: w
w

w
.takeshiasai.

com
/PolandT

our2022

を

参
照
す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ
ー
ル A

m
y d’

H
arcourt 

i@
takeshiasai.com

ま
で
。

リ
ッ
ク
に
全
世
界
が
欺
か
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
こ
そ
私
た
ち

は
こ
の
悪
魔
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

か
ら
き
っ
ぱ
り
手
を
引
く
時

が
来
る
ま
で
、
決
し
て
諦
め

る
事
な
く
ア
ー
ト
を
通
し
て

反
原
発
を
訴
え
続
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
﹂
と
同
展
開
催

趣
旨
を
語
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
11
日
午
後
４

時
か
ら
。
中
垣
顕
実
法
師
・
Ｎ

Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

代
表
︵
ひ
ろ
し
ま
平
和
大
使
、

長
崎
平
和
特
派
員
︶
に
よ
る

﹁
３
・
11 

13
回
忌
祈
祷
＆
特
別

講
演
﹂
を
行
う
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
gallery

onetw
enty

eight.
org

第
13
回﹁
反
原
発
展
﹂
開
催

Ｎ
Ｙ
地
域
の
邦
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ひ
ゃ
く
だ
か
ず
こ
が
参
加

版画８人展
THE EXCEPTIONAL PRINT

詳細は https://www.55mercerstreetgallery.com/

 Lower East 
Side, 2022, 

Solar Intaglio, 
7.5” x 10”

浅
井
岳
史
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム

デ
ジ
タ
ル
と
Ｃ
Ｄ
で
リ
リ
ー
ス

　

田

中

紳

次

郎

個

展

﹁R
E

B
IR

T
H

﹂
が
３
月
14
日

︵
火
︶
か
ら
18
日
︵
土
︶
ま
で
、

ソ
ー
ホ
ー
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

マ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｙ
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
５
５
２
番
地
４
０
１
号

イ
ン
タ
ー
コ
ム
＃
９
、
電
話

２
１
２
・
９
２
５
・
７
０
１
７
︶

で
開
催
さ
れ
る
。

　
田
中
は
１
９
８
５
年
Ｌ
Ａ
生

ま
れ
。
２
０
０
８
年
慶
應
義
塾

大
学
卒
、
電
通
を
経
て
Ｎ
Ｙ
へ

移
住
。
日
本
帰
国
後
、
19
年
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
独
立
。

現
在
は
キ
ャ
ン
バ
ス
作
品
、
壁

画
、
デ
ジ
タ
ル
作
品
、
企
業
コ

ラ
ボ
な
ど
ア
ー
ト
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
表
現
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
田
中
の
作
品
は
点
や
線

な
ど
原
始
的
な
モ
チ
ー
フ
を
用

い
て
自
ら
の
死
生
観
や
命
の
繋

が
り
、
人
間
の
持
つ
可
能
性
な

ど
を
主
題
と
し
て
表
現
す
る
。

ま
た
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
の
経
験

か
ら
、
そ
の
作
品
に
は
音
楽
的

リ
ズ
ム
を
伴
っ
た
構
造
や
色
彩

な
ど
躍
動
感
が
見
ら
れ
る
。

　
入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

火
〜
土
曜
の
午
前
11
時
か
ら

午
後
６
時
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
３
月
14
日

︵
火
︶
午
後
５
時
〜
８
時
、
午

後
６
時
か
ら
は
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

gallerym
axny.com

/

田中紳次郎個展
ギャラリーマックスＮＹで14日から

http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
https://www.roomstyle.design/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
https://www.55mercerstreetgallery.com/
mailto:i@takeshiasai.com
mailto:i@takeshiasai.com
mailto:i@takeshiasai.com
http://gallerymaxny.com/
http://gallerymaxny.com/
http://gallerymaxny.com/
https://www.galleryonetwentyeight.org
www.takeshiasai.com/PolandTour2022
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 BOOKS
　
１
９
２
５
︵
大
正
14
︶
年
生

ま
れ
、
執
筆
時
97
歳
の
母
・
松

原
か
ね
子
さ
ん
と
、
そ
の
娘
で

あ
る
75
歳
の
松
原
惇
子
さ
ん
に

よ
る
共
著
。
本
書
は
母
娘
が
ぶ

つ
か
り
な
が
ら
も
、
お
互
い
が

一
番
心
地
よ
い
距
離
感
を
見
つ

け
た
10
年
間
の
記
録
で
、
高
齢

者
同
士
な
ら
で
は
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
、
そ
れ
に
と
も
な
う
気

持
ち
の
浮
き
沈
み
も
、
そ
れ
ぞ

れ
﹁
母
の
言
い
分
﹂﹁
娘
の
言

い
分
﹂
と
し
て
正
直
に
綴
っ
て

い
る
。

　
か
ね
子
さ
ん
は
21
歳
で
結
婚

し
娘
と
息
子
に
恵
ま
れ
、
ず
っ

と
専
業
主
婦
と
し
て
生
き
て
き

た
。
78
歳
で
ご
主
人
と
死
別
し

て
か
ら
は
周
り
の
友
人
た
ち
と

趣
味
を
楽
し
み
、
時
に
は
子
供

た
ち
と
食
事
を
し
つ
つ
、
古
い

一
軒
家
の
自
宅
で
ひ
と
り
暮
ら

し
を
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
87

歳
の
時
に
、
娘
の
惇
子
さ
ん
か

ら
突
然
﹁
家
の
２
階
に
間
借
り

さ
せ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
言
わ

れ
、
43
年
ぶ
り
の
同
居
が
始
ま

っ
た
。娘
の
惇
子
さ
ん
は
作
家
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
こ
れ

ま
で
に
多
く
の
著
書
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
に
も
登
場
。

１
９
９
８
年
に
は
、
当
時
の
雑

誌
﹃
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
﹄
が
提
唱

し
た
﹁
自
立
し
た
女
性
﹂
像
に

憧
れ
、
自
ら
独
身
を
選
択
し
た

女
性
た
ち
が
そ
の
後
中
年
と
な

り
葛
藤
す
る
姿
を
描
い
た
﹃
ク

ロ
ワ
ッ
サ
ン
症
候
群
﹄
が
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
、
ま
た
流
行
語
と
な

っ
た
。
惇
子
さ
ん
自
身
も
大
学

卒
業
後
に
結
婚
し
た
が
す
ぐ
に

離
婚
し
、そ
れ
か
ら
ず
っ
と﹁
お

ひ
と
り
様
﹂
で
あ
る
。
シ
ン
グ

ル
女
性
の
生
き
方
を
考
え
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
リ
ー
エ
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、
代
表

理
事
を
務
め
て
も
い
る
。

　
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和

と
４
つ
の
時
代
を
生
き
て
き
た

か
ね
子
さ
ん
と
惇
子
さ
ん
、﹁
後

期
高
齢
者
﹂
で
あ
る
ふ
た
り
が

一
つ
屋
根
の
下
で
再
び
暮
ら
し

始
め
て
起
き
た
生
活
習
慣
や
食

生
活
の
違
い
、
お
洒
落
、
親
孝

行
、
そ
し
て
﹁
95
歳
の
壁
﹂
や

施
設
選
び
か
ら
入
所
ま
で
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
。
本
書
の

最
後
に
母
の
か
ね
子
さ
ん
は

﹁
私
、
幸
せ
で
す
。
素
晴
ら
し

い
終
着
駅
に
辿
り
着
く
こ
と
が

で
き
た
か
ら
。
命
を
大
切
に
し

な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
過

ご
し
た
い
。
97
歳
、
大
満
足
で

す
！
﹂
と
綴
っ
て
い
る
。

　
私
も
経
験
が
あ
る
が
、
娘
と

し
て
親
の
本
音
を
聞
く
機
会
は

あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

年
老
い
た
母
は
、
本
音
で
話
し

合
え
る
友
人
を
失
っ
て
い
た

り
、
つ
ら
く
て
も
本
心
を
隠
し

て
家
族
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
り
、
そ
ん
な
横

顔
を
見
た
こ
と
は
一
度
や
二
度

で
は
な
か
っ
た
気
が
す
る
。
今

と
な
っ
て
は
も
う
聞
く
こ
と
が

叶
わ
な
い
が
、
本
書
で
は
娘
の

惇
子
さ
ん
が
初
校
ゲ
ラ
が
出
来

あ
が
っ
た
際
に
初
め
て
﹁
母
の

言
い
分
﹂
を
読
み
、
動
揺
し
た

こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
同
居

の
大
変
さ
は
あ
っ
た
が
、
母
の

心
境
は
娘
の
想
像
で
し
か
な

く
、
本
心
を
聞
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
か
ら
だ
。そ
こ
に
は
、

母
が
娘
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ

て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

た
。
子
供
の
頃
か
ら
自
由
に
さ

せ
て
い
て
く
れ
た
の
は
個
性
を

潰
さ
な
い
た
め
で
、
放
任
主
義

で
は
な
か
っ
た
。
ひ
と
り
で
生

き
て
き
た
つ
も
り
の
娘
は
両
親

の
大
き
な
愛
情
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
﹁
お

母
さ
ん
あ
り
が
と
う
﹂
の
言
葉

を
か
け
た
の
だ
と
い
う
。

　
結
婚
を
し
て
い
て
も
し
て
い

な
く
て
も
、
松
原
さ
ん
た
ち
の

よ
う
に
親
子
の
同
居
や
介
護
に

悩
ん
で
い
る
人
は
多
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
母
は
強
い
。
個
人

の
性
格
も
大
い
に
影
響
す
る
と

は
思
う
が
、
自
宅
で
の
介
護
や

高
齢
者
施
設
入
所
に
つ
い
て
、

娘
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
心
配
を

し
過
ぎ
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の

で
は
な
い
か
と
、
少
し
心
が
軽

く
な
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
　
　
　
　
　︵
高
田
由
起
子
︶

母と娘が本音でぶつかる
松原かね子、松原惇子・著

 中央公論新社・刊

■まぬけなこよみ（津村記久子、朝日文庫）二十四節気
の各節気をさらに約 5 日ずつの 3 つに分けた七十二候 。
二十四節気は中国から入ってきたが、江戸時代になり、日
本の気候風土に合うように改定されて、細かな季節の移り
変わりを感じることができる。作家の津村記久子が七十二
候をベースに綴った歳時記エッセイ集。■ひとり老後、賢
く楽しむ（岸本葉子、だいわ文庫）結婚はしないと決め、
大病も患い 60 代前半の著者は老後について不安になった。
しかし不安のままでなく、解決策として行動に出る。たく
さんの「老後」を見てきた高齢者ホームを見学し、シルバー
人材センターの側から見たリアルを一冊にまとめた本。■
風神雷神　上・下（原田マハ、PHP 文芸文庫）京都国立
博物館研究員の望月彩はマカオで新発見の「風神雷神」が
描かれた西洋絵画と古文書を見せられる。その中になんと

「俵屋宗達」の名前があった。天才少年絵師・俵屋宗達が、
イタリア・ルネサンスを体験する壮大な冒険物語。■ 90
歳の人間力（外山滋比古、幻冬舎新書）2020 年 96 歳で
亡くなった英文学者の外山滋比古が 90 歳の時に出版した

『リンゴも人生もキズがあるほど甘くなる』を再構成。他
国の若者と比較した統計から日本の若者が自信喪失してい
ることを知り、エールを送るために執筆。後悔、失敗、恥
が多いほど幸せになれると語り、キズを乗り越える努力も
説く。■シリコンバレーのエンジニアはWeb3の未来に何を見るのか（中島
聡、SB クリエイティブ）Web ３とは何なのか。ビジネスの実態が今ひとつ
つかみにくい。本書は、Web3 の基本から、実際にどんな企業がどんな事業
をしているのか、現在 Web3 はどんな地点にいて、今後どうなっていくと考
えられるのか、図や事例を使って解説する。■パウル・ツェランと中国の天
使（多和田葉子、文藝春秋）コロナ禍のベルリン。研究者パトリックはカフェ
で、ツェランを愛読する中国系の男性に出会う。ツェランはユダヤ系ルーマ
ニア人の詩人。ナチスに強制労働所に送られ、戦後フランスに亡命。２人は
想像力を駆使しながらツェランの詩の世界へ。ベルリン在住作家、多和田葉
子とツェラン研究の第一人者による注釈付き翻訳小説。( 山河藍 )
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　
七
十
二
候
で
綴
る
歳
時
記
エ
ッ
セ
イ
集
。
老
後
を
ひ
と
り
で
生
き
る
た
め
の
備
え
。
天

才
少
年
絵
師
・
俵
屋
宗
達
の
冒
険
物
語
。
英
文
学
者
が
送
る
若
者
へ
の
エ
ー
ル
。
ウ
ェ
ブ

３
を
図
や
事
例
で
解
説
。
ベ
ル
リ
ン
で
詩
人
ツ
ェ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
物
語
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
も
も
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
﹁
流

し
雛
﹂
を
す
る
た
め
川
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
紙
で
折
っ
た
お

雛
様
で
も
も
ち
ゃ
ん
の
体
を
さ

す
り
、
お
雛
様
を
川
に
浮
か
べ

る
と
﹁
も
も
ち
ゃ
ん
の
病
気
を

お
雛
様
が
背
負
っ
て
い
っ
て
く

れ
る
の
よ
﹂
と
お
母
さ
ん
が
教

え
て
く
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
突

然
、
川
の
中
か
ら
お
雛
様
を
掴

む
手
が
現
れ
ま
す
。
手
の
正
体

は
河
童
︵
カ
ッ
パ
︶
の
お
父
さ

ん
。
こ
の
河
童
は
、
病
気
に
な

っ
た
娘
の
た
め
に
お
雛
様
を
譲

っ
て
欲
し
い
と
言
う
の
で
す
。

河
童
の
お
父
さ
ん
が
お
雛
様
で

娘
の
体
を
さ
す
り
、
そ
れ
か
ら

女
の
子
が
元
気
に
な
る
よ
う
に

み
ん
な
で
祈
っ
て
川
に
流
し
て

あ
げ
る
の
で
し
た
。

　
３
月
３
日
は
、
女
の
子
の
健

や
か
な
成
長
や
幸
せ
を
祈
っ
て

お
祝
い
す
る
﹁
桃
の
節
句
﹂
。

雛
飾
り
を
す
る
家
庭
も
多
い

が
、
日
本
の
あ
る
地
域
で
は
﹁
流

し
雛
︵
ま
た
は
雛
流
し
︶
﹂
の

風
習
も
残
っ
て
い
る
そ
う
。
古

く
は
﹁
源
氏
物
語
﹂
に
も
お
払

い
を
し
た
人
の
形
︵
か
た
し
ろ
︶

を
舟
に
乗
せ
須
磨
の
海
に
流
し

た
と
書
か
れ
て
い
る
。︵
高
田
︶

ひ
な
祭
り
の
原
点
を
絵
本
で
知
る

 『わたしのおひなさま』
作： 内田 麟太郎　絵： 山本 孝

岩崎書店　2005 年

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
ビ

ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
の
会
︵
Ｊ
Ｗ

Ｂ
︶
主
催
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

支
援
セ
ミ
ナ
ー
﹁
疑
問
視
さ

れ
る
日
本
の#

M
eT

oo

そ
の

後
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
現
状

は
？
﹂
が
３
月
17
日
︵
金
︶
午

後
６
時
30
分
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
ホ
ー
ル
︵
西
45
丁
目
49
番

地
５
階
︶
に
て
開
催
さ
れ
る
。

講
演
者
は
伊
藤
和
子
弁
護
士

︵
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ

副
理
事
長
、
ミ
モ
ザ
の
森
法
律

事
務
所
︶、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
津
山
恵
子

さ
ん
。

　
男
女
間
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
指
数
が
世
界
１
４
６

か
国
中
１
１
６
位
の
日
本
。

２
０
１
７
年
に
世
界
的
に
盛
り

上
が
っ
た#

M
eT

oo 

運
動
以

来
、
日
本
で
も
少
し
ず
つ
改
善

の
動
き
は
み
え
て
い
る
。
し
か

し
、
政
治
家
や
企
業
幹
部
の
問

題
発
言
や
広
告
な
ど
に
お
け
る

不
適
切
な
表
現
な
ど
、
問
題
は

次
か
ら
次
へ
と
わ
き
起
こ
る
。

そ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
で
弱
者

の
権
利
の
た
め
に
戦
い
続
け
て

い
る
伊
藤
弁
護
士
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
訪
問
中
、
吉
野
家
幹
部
の

女
性
蔑
視
発
言
や
社
会
で
根
強

い
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
な
ど
具
体
例
を

取
り
上
げ
て
、
日
本
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
の
現
状
を
語
る
。
定

員
50
人
。

　

参

加

費

は

20

ド

ル
。

チ

ケ

ッ

ト

はhttps://JW
B

-
317.ev

en
tbrite.com

か

ら
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

event@
jw

b-ny.org

ま
で
。

　
古
楽
器
を
演
奏
す
る
ユ
ー
ラ

シ
ア
コ
ン
ソ
ー
ト
は
３
月
23
日

︵
木
︶
午
後
１
時
15
分
か
ら
２

時
ま
で
、聖
マ
ラ
キ
ー
教
会︵
西

49
丁
目
２
３
９
番
地
︶
で
﹁
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
、
東
方
へ
の
旅
﹂

と
題
す
る
演
奏
会
を
行
う
。
　
　

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
コ
ン
ソ
ー
ト

は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
周
辺
音
楽

を
で
き
る
か
ぎ
り
当
時
の
楽
器

や
楽
譜
を
元
に
再
現
す
る
目
的

で
菅
原
朋
子
ら
が
２
０
１
３
年

に
創
設
。
今
回
は
古
代
ハ
ー
プ

の
箜
篌
︵
く
ご
︶
や
21
年
に
披

露
し
た
方
響
︵
ほ
う
き
ょ
う
︶

に
加
え
、五
弦
琵
琶
を
初
披
露
、

正
倉
院
に
残
る
古
楽
器
を
復
元

し
て
演
奏
す
る
。メ
ン
バ
ー
は
、

菅
原
朋
子
︵
箜
篌
︶、
オ
ー
ガ

ス
ト
・
デ
ン
ハ
ー
ド
︵
琵
琶
︶、

レ
ッ
ク
ス
・
ベ
ニ
ン
カ
ー
サ

︵
打
楽
器
︶、
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
如

楽
・
シ
ュ
レ
フ
ァ
ー
︵
尺
八
︶。

さ
ら
に
韓
国
の
伝
統
楽
器
ピ
リ

︵
日
本
の
篳
篥
に
相
当
︶
と
セ

ン
フ
ァ
ン︵
日
本
の
笙
に
相
当
︶

を
ガ
ミ
ン
が
演
奏
す
る
。
演
目

は
、
越
殿
楽
、
賀
殿
、
青
海

波
、
胡
蝶
楽
な
ど
、
雅
楽
で
知

ら
れ
る
日
本
人
に
馴
染
み
の
あ

る
曲
が
多
い
。
入
場
無
料
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

g
em

sn
y

.org
/m

idtow
n

-
concerts 

を
参
照
。
ラ
イ
ブ

ス
ト
リ
ー
ム
は
ペ
ー
ジ
最
後
の

w
ebsite, Y

ouT
ube

を

ク

リ
ッ
ク
し
て
視
聴
で
き
る
。

　
食
用
と
し
て
食
べ
る
に
は
苦

い
ア
ル
ガ
ン
の
種
の
中
の
仁
。

し
か
し
そ
の
仁
に
わ
ず
か
に
含

ま
れ
る
油
を
搾
り
出
す
と
あ
の

貴
重
な
ア
ル
ガ
ン
油
が
採
れ
ま

す
。
ア
ラ
ブ
の
伝
統
医
学
に
よ

る
と
﹁
ア
ル
ガ
ン
油
は
体
の
ケ

ア
、
ニ
キ
ビ
や
水
痘
の
治
療
、

リ
ウ
マ
チ
、
火
傷
、
手
足
の
ひ

び
や
湿
疹
な
ど
の
治
療
、
し
わ

の
軽
減
な
ど
の
外
用
薬
、
ま
た

動
脈
硬
化
や
心
臓
病
の
予
防
な

ど
の
内
服
薬
と
し
て
、
と
同
時

に
、
肌
や
頭
髪
の
保
湿
と
保
護

の
た
め
に
使
用
す
る
﹂
と
書
か

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
確
か
に

ア
ル
ガ
ン
油
は
、
大
変
き
め
の

細
か
い
繊
細
な
タ
ッ
チ
の
油

で
、
肌
や
頭
髪
、
爪
や
爪
ま
わ

り
、
硬
化
し
た
皮
膚
な
ど
へ
の

浸
透
性
は
抜
群
で
す
。

　
ア
ル
ガ
ン
の
木
は
、
石
灰
質

が
多
い
半
砂
漠
地
帯
、
年
間
降

雨
量
２
０
０
〜
３
０
０
ミ
リ
と

い
う
極
め
て
乾
燥
し
た
気
候
で

生
育
し
、
モ
ロ
ッ
コ
南
部
の
ア

ト
ラ
ス
山
脈
沿
い
か
ら
サ
ハ
ラ

砂
漠
の
手
前
ま
で
の
一
帯
に
自

生
し
て
い
ま
す
。
地
下
30
〜

１
０
０
メ
ー
ト
ル
位
ま
で
根
を

伸
ば
し
て
水
分
を
吸
収
す
る
能

力
が
あ
り
ま
す
。
実
が
な
る
ま

で
14
〜
15
か
月
も
か
か
り
、
完

熟
し
た
実
を
収
穫
し
ま
す
。
実

は
動
物
に
食
べ
ら
れ
て
も
実
の

中
の
核
は
大
変
堅
く
簡
単
に
は

割
れ
ず
、
動
物
の
体
内
で
消
化

さ
れ
る
こ
と
な
く
糞
の
中
に
出

て
き
ま
す
。
核
の
ま
ま
だ
と
20

年
間
は
保
存
で
き
る
そ
う
で

す
。
過
酷
な
環
境
で
生
き
抜
く

植
物
は
、
生
き
る
た
め
の
特
別

な
シ
ス
テ
ム
と
植
物
体
内
で
の

生
合
成
能
力
を
備
え
て
い
ま

す
。

　
こ
の
20
年
間
に
ア
ル
ガ
ン
油

は
知
名
度
を
上
げ
続
け
、
そ
の

使
い
易
さ
と
効
用
の
た
め
需
要

は
増
加
の
一
途
で
す
。
近
年
は

イ
ス
ラ
エ
ル
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

の
ア
ル
ガ
ン
の
木
も
育
て
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
モ
ロ
ッ
コ

の
限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
生
育

し
な
い
ア
ル
ガ
ン
で
あ
る
た

め
、
生
産
量
も
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
真
正
の

ア
ル
ガ
ン
油
を
使
え
る
こ
と
の

貴
重
さ
に
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
大
昔
か
ら
現
地
の

ベ
ル
ベ
ル
民
族
が
大
切
に
使
っ

て
き
た
ア
ル
ガ
ン
油
を
、
こ
れ

か
ら
も
末
永
く
使
え
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。
次
回
は
ア
ル
ガ
ン

油
の
効
能
や
使
い
方
、
成
分
、

搾
油
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com
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伊藤和子弁護士が講演
３月17日にJAAでセミナー

シルクロード、東方への旅
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 EVENT　 
■ほくほく会主催、第 12 回「3・11 追
悼式」=3/5　13:00　NY 日系人会館（49 
W 45th St, 5F）東北 6 県と北海道出身者
により構成されるほくほく会による、東
日本大震災追悼式。読経と黙祷、合唱団
JCH ともの歌、民舞座による東北の踊り、
懇親会などが行われる。入場無料。誰で
も参加可能。問い合わせは電話 917-846-
5883（竹田さん）まで。
■ NYC オフブロードウエー・ウィーク
＝ 3/5 まで　小劇場などで上演されてい
るオフブロードウエーショーのプロモー
ション。「ブルーマンショー」や「ドラン
ク・シェイクスピア」など人気のショー
が 1 枚の値段で 2 枚のチケットが購入で
きる。詳細は https://www.nycgo.com/off-
broadway-week
■第 25 回「キッズ・ナイト・オン・ブロー
ドウエー」＝ 3/21　18 歳以下なら誰で
も無料でブロードウエー公演を観劇でき
る 1 日限りのイベント。 「ライオンキン
グ」「アラジン」「ウィキッド」「ハリーポッ
ター」などが参加。チケットはお早めに。
詳細は https://www.kidsnightonbroadway.
com/

CLASS/SEMINAR
■ JCCI/ 日本クラブ共催、国際女性デー
討論会＝ 3/9　18:00　日本クラブ（145 
W 57th St.）「海外から日本はどう見えて
る？ニューヨークで働く私たちの視点」
と題したパネルディスカッション＆ネッ
トワーキングイベント。海外と日本、働
き方や生活・価値観の違いなどをテーマ
に、日米で活躍する女性パネリストと考
える。参加費：会員 $25、ゲスト $30　
詳細は https://www.nipponclub.org/
■チェスのオンライン無料講習会＝ 3/11
から毎週土曜　17:30 〜 18:30　ニュー
ヨーク日本文化交流会によるオンライン
の無料チェスクラス。対象はキンダーか
ら高校卒業までの初心者。チェスのエキ
スパート (USCF2000+) がチェスを 6 週
間英語で指導する。保護者も一緒に参加
できる。申し込みは電話 913-742-3415、
またはＥメール info@jcxny.org  
詳細は JCXNY.org
■ジャパン・ソサエティー（JS）主催ビ
ジネス・政策フォーラム「岸田政権の『新
しい資本主義』：今日本に求められる経

済政策とは」＝ 3/16　12:00　JS（333 E 
47th St.）岸田内閣の「新しい資本主義実
現会議」の有識者メンバーでもある渋澤
健氏（シブサワ・アンド・カンパニー株
式会社 代表取締役）が、新しい経済政策
や日本の資本主義の将来について解説す
る。参加費：一般 $65（昼食と講演）$20（講
演のみ）、JS 会員 $45（昼食と講演）$15

（講演のみ）　
詳細は https://japansociety.org

MUSIC
■ INTERWOVEN コ ン サ ー ト ＝ 3/11　
14:00　Resobox East  Vi l lage（91 
E 3rd St.） グ ラ ミ ー 賞 受 賞 者 の 徳 永
慶 子 が 設 立 し た 室 内 楽 ア ン サ ン ブ ル

「INTERWOVEN」のコンサート。出演は
木村伶香能（三味線／声楽）、アンディ・
リン（二胡／ビオラ）、アレックス・フォー
テス（バイオリン）、徳永慶子（バイオリ
ン）、ナンチェン・チェン（チェロ）。入
場料は $30（学生 $15、シニア $20）。チ
ケットは eventbrite.com、または当日会
場で現金にて購入できる。
■ 黒 澤 有 美 ト リ オ の コ ン サ ー ト ＝
3/30　19:00　The Public Theater（425 
Lafayette St.）琴奏者の黒澤有美が結成
した「Yumi Kurosawa Trio」としての初
のアルバム「Metamorphosis」を記念し
たリリースコンサート。楽器編成は、20
絃箏、バイオリン、タブラ、ドラムセット、
尺八、アルトサックス、パーカッション。
入場料：一般 $25、学生 $15（＋ 2 ドリ
ンク、1 フードミニマム）　
詳細は https://publictheater.org/

ART
　

■神谷香扶里の個展「ロング・エクリプ
ス」＝ 3/2 〜 3/26　Amos Eno Gallery（56 
Bogart St. Brooklyn）神谷の NY 初とな
る個展。作家自身が近年経験した、母親
になること、アジアンヘイト、そして親
愛なる人との死別をもとに人間の普遍的
な営みとは何かを彫刻と絵画で表現する。
入場無料。木〜日曜の正午から午後 6 時。
詳細は https://www.amoseno.org
■グループ展「Subjective Surreality」＝
4/2 まで　NowHere（40 Wooster St.）現
代美術家の松山智一が率いる Matsuyama 
Studio LLCに所属する、アシスタントアー
ティスト、松下竜也、鈴木拓良、新宮大史、
小中寛顕の 4 人による作品展。。入場無料。
詳細は https://www.nowhere-nyc.com/
■クリムト展覧会「Gold in Motion」＝
Hall des Lumières（49 Chambers St.）オー
ストリアの画家グスタフ・クリムトの有
名な絵画作品がオリジナルサウンドとと
もに、高さ約 9 メートルの壁に投影され
る没入型デジタルアート展。入場料は一
般 $30、65 歳以上 $28、5 〜 16 歳 $15。
詳 細 は https://www.halldeslumieres.com/
omcomorgor
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gmail.com

　
ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
日
本

語
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
国
際
交
流
基

金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
文
化
セ

ン
タ
ー
は
、
３
月
16
日
︵
木
︶ 

午
後
６
時
か
ら
ハ
ン
タ
ー
カ

レ
ッ
ジ
に
て
、U
niversity 

of C
aliforn

ia P
ress

か

ら

出

版

さ

れ

た
﹃B

asho: 
T

he C
om

plete H
aiku of 

M
atsuo B

asho

﹄
を
記
念
し

た
無
料
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

﹁B
asho

：W
here N

ow
?

﹂

を
開
催
す
る
。
著
者
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
フ
ィ
ッ
ツ
サ
イ
モ
ン

ズ
と
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞

の
詩
人
ポ
ー
ル
・
マ
ル
ド
ゥ
ー

ン
が
、
日
本
文
学
史
上
で
偉
大

な
人
物
の
一
人
で
あ
る
俳
諧

師
・
松
尾
芭
蕉
︵
１
６
４
４
〜

１
６
９
４
︶
に
つ
い
て
対
談
す

る
。
マ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
詩
人
で
あ
り
、
詩
の

教
授
で
あ
る
と
同
時
に
編
集

者
、評
論
家
、劇
作
家
、作
詞
家
、

翻
訳
家
と
し
て
活
躍
中
。
フ
ィ

ッ
ツ
サ
イ
モ
ン
ズ
も
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
詩
人
で
、
学
習
院
大
学

文
学
部
英
語
英
米
文
化
学
科
の

教
授
。

　
入
場
無
料
。
ハ
ン
タ
ー
カ
レ

ッ
ジ
へ
の
入
館
パ
ス
を
取
得
す

る
た
め
に
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
で
有
効
な
写
真
付
き
身
分
証

明
書
︵
政
府
機
関
、
州
、
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
︶
の
提
示
が
必

要
。
会
場
は
同
大
学C

hanin 
C

enter Insdorf Screening 
an

d C
lu
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oom

 B
1

2
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︵
パ
ー
ク
街
６
９
５
番
地
︶
に

て
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申

し

込

み
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://
w

w
w

.ev
en

tbrite.com
/

e/b
ash

o
-w

h
ere-n

o
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-
tickets-543268971117

を

参
照
す
る
。

ハンターカレッジで

芭蕉トーク16日に

　
ア
メ
リ
カ
で
の
プ
ロ
生
活
30

周
年
を
記
念
し
た
石
榑
雅
代
の

琴
・
三
味
線
リ
サ
イ
タ
ル
が
４

月
６
日
︵
木
︶
午
後
７
時
30
分

か
ら
、
カ
ー
ネ
ー
ギ
ー
ホ
ー
ル
・

ワ
イ
ル
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル

︵
西
57
丁
目
１
５
４
番
地
︶
に

て
開
催
さ
れ
る
。
出
演
は
石
榑

の
ほ
か
、
ザ
ッ
ク
・
ジ
ン
ガ
ー

︵
尺
八
︶
、
ノ
ー
ザ
ン
・
コ
チ
︵
ピ

ア
ノ
︶
、
ツ
ボ
イ
ノ
リ
コ
︵
琴
︶
、

ミ
ヤ
ビ
琴
＆
三
味
線
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
。
沢
井
忠
夫
作
曲
の
日
本

を
代
表
沢
井
忠
夫
作
曲
﹁
桜
／

荒
城
の
月
﹂
、
沖
縄
の
音
階
を

使
っ
た
﹁
銀
河
﹂
を
琴
と
三
味

線
で
、
現
代
曲
の
最
高
傑
作
琴

ソ
ロ
﹁
鳥
の
よ
う
に
﹂
。
ザ
ッ
ク
・

ジ
ン
ガ
ー
作
曲
の﹁︵
題
未
定
︶﹂

は
、
箏
、
ピ
ア
ノ
、
尺
八
の
た

め
の
作
品
で
、
各
楽
器
が
部
分

的
に
即
興
で
演
奏
す
る
ジ
ャ
ズ

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
。ま
た
、

沢
井
比
河
流
作
曲
・
６
人
の
箏

奏
者
に
よ
る
力
強
い
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
﹁
吟
遊
歌
﹂、
箏
と
ピ

ア
ノ
曲
・
松
本
秀
明
作
曲
﹁
千

鶴
／
風
の
行
方
﹂
な
ど
を
披
露

す
る
。
入
場
料
は
40
ド
ル
・
50

ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
carnegiehall.org/

を
参
照
。

　
入
場
料
は
40
ド
ル
・
50
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
carnegiehall.org/

を
参
照
。

アメリカでのプロ生活30周年

石榑雅代リサイタル
４月６日にカーネーギーホールで
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